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*編集者注 :2004年2月に退職したアンドリュー･ロシター (ROSSITER,Andrew)氏は､2003年度の研究部生態系

研究領域グループリーダーで,(兼)事業部展示担当に所属 していましたが､編集の事情により掲載することが出来
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収録内容

1.この業績目録には､滋賀県立琵琶湖博物館の学芸職員および特別研究員等の2003年4月から2004年3月までの内容が

収録されています｡

2.この業績目録には､次の項目に該当する業績を収録しました｡

一年間の研究

印刷物

【学術論文】

【専門分野の著作】

【一般向けの著作】

【これまでの業績集に掲載されていない著作】

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表】

【研究プロジェクト等への参加】

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

【大学の講義 ･実習､学生の指導など】

【受賞など】

博物館事業に関する事業

【交流 ･サービス事業】

芳書,･'#博物磨■の主催行事

他の博物館 ･虎Bg等主催行事

顔棄対応

メディ7への滋カ

【情報整備活動】

芳書潮博物虎の着動

地の博物館 ･機Bgの店動

【資料整備活動】

雷晋,･'#博物虜の着動

地の博物虜 ･機Bgの居動

【展示活動】

他の博物慮 ･機Bgの店動

【企画調整活動】

舘内の人事 ･館外活動等に関すること

【館内の人事】

【海外渡航】

【館外の活動】



JH郡部 浩哉 KAWANABE,Hiroya 生態学 ･生物多様性論 (理学博士)

印刷物

【専門分野の著作】

川那部浩哉 (2003)序文 ･琉球列島の陸水生物.(西島 信昇監修､西田 睦 ･鹿谷法一 ･諸喜田茂充編),東海大学出

版会,東京 :Ⅹiii-ⅩⅤ.

Kawanabe,H.(2003)Culturalassociationsinanancientlake:GodsofwaterinLakeBiwaandRiverYodo

basin,Japan.Hydrobiologia,500:213-216.(alsoin'DevelopmentofHydorobiology',51),Kluwer

AcademicPublishers:Dordrecht,Netherlands.

【一般向けの著作】

茂山千之丞 ･中森 洋 ･川那部浩哉 (2003)現代に生きる狂言.うみんと1,25:2-3.

川那部浩哉 (2003)推薦の辞 ;生態学一個体 ･個体群 ･群集の科学.(M.Begon,J.L Harper,C.R.Townsend

著 掘 道雄監訳),帯,京都大学学術出版会,京都.

川那部浩哉 (2003)選評 ;地球環境問題のアプローチ.Challenge21I｢あなたの提言｣,日本育英会,東京 :7.
川那部浩哉 (2003)企画展を顧みるということ- ｢まえがさ｣にかえて､企画展示 『湖の船EJ開催記録 ;支琶湖最後

の船大工 ･松井三四郎大いに語る.用田政晴 (編),窟苦瀞博物館研究粛査#告 19:1.

Kawanabe,H.(2003)Shallwegooutintothefield? A GuidetotheLakeBiwaMuseum -Lakesand

People:TowardaBetterSymbioticRelationship(eds.byRossitter,A"Frenette,J.-J.,andGryger,M.

J.),2,

秋篠宮文仁 ･秋道智蒲 ･川那部浩哉 (2003)鼎談 蛤 (ナマズ)の魅力.慶一魚と文化の多様性-,滋賀県立琵琶湖

博物館 (編),サンライズ出版,彦根 :15-45.

山本真知子 ･藤丸厚史 ･川那部浩哉 (2003)博物館協議会の委員として.うみんと126:2-3.

川那部浩哉 (2003)水問題の解決のための一策 :『生きものとしての私』の視点から.水道公論,39(4):21-24.

川那部浩哉 (2003)はじめに;建部俊夫 ･北川良也植物標本目録..琵琶瀞博物館資料B鏡 9:1.

川那部浩哉 (2003)水環境と生物と人間.JEITAReview,4(5):6-16.

川那部浩哉 (2003)解説 ;木村 英造さんに教え続けられている私.木村英造 顔水魚にかける夢 (上野 敏彦著),平

凡社,東京 :337-347.

川那部浩哉 ･西野麻知子 ･武藤成生 ･宮本博司･細川ゆう子 (2003)パネル･ディスカッション ｢人の暮らしと生物

多様性と水環境一水と緑､守り育てて､いのち賑わう-｣.第3回世界水フォ-ラム･セッション r̂ の暮 らし

と生物多様性と水環境一水と岸､守り育てて､いのち腹わうーJ議事録 地球環境関西フォーラム,大阪 :5-33,

川那部浩哉 (2003)歴史的に作られてきた関係の多様性.野生生物保全論研究会会報 2:ll-13.

川那部浩哉 (2003) 質疑応答 (野生生物保全のための環境安全保障).野生生物保全諭研究会会親 2:2ト25.

川那部浩哉 (2003)日本水大賞 ;レベル高く､創造性にも驚き.読売新聞,2003年8月7E】.

川那部浩哉 (2003)はじめに.外来生物-つれてこらわた生き物たち,中井克樹 ･中島経夫 ･Rossiter,A.(編),琵

琶湖博物館,草津 :2-3.

川那部浩哉 (2003)はしがき;滋賀県のオサムシの分布,滋賀オサムシ研究会 (編),窟雷瀞博物館研究粛査#告,20:

1.

川那部浩哉 (2003)『地域だれでも･どこでも博物館』を目指すために:｢はじめに｣に代えて.盛者県立窟琶薗博物
館シンポジウム#告書,高橋啓一 ･平野文子 (編) :4.

川那部浩哉 (2003)展示交流員は琵琶湖博物館の顔､展示交流員が琵琶湖博物館の顔.平成j4年度 r交庶B｡と話そ

う｣岡本時行 (宿),琵琶湖博物館展示交流員,草津.

川那部浩哉 (2003)私と草の根通信一万が-､埋め草にでもなればと一.草の頗虐信,370:9.
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鷺谷いづみ ･川那部浩哉 (2003)外来生物-つれてこられた生き物たち-. うみんと128:4-5.

川那部浩哉 (2003)私とリュウキュウアユ.着流 24二3-15.

川那部浩哉 (2003)ごあいさつ..琵琶瀞博物館年報 7:1.

石井米雄 ･金森順次郎 ･川那部浩哉 ･小松親次郎 ･高橋真理子 (2003)座談会21世紀COEプログラムについて.

学術月報 50:974-987.

川那部浩哉編 (2003)生物多様性の世界一人と自然の共生というパラダイムを目指して.クバプロ,東京 :177.

川那部浩哉 (2003)代表挨拶 ;｢生物多様性の世界一人と自然の共生というパラダイムを目指して｣. 生物多様性の

世界一人と自然の共生というパラダイムを目指して,川那部浩哉 (編),クバプロ,東京 :3.

川那部浩哉 (2003)生物多様性科学とはなにか､それはどのように進められてきたか.生物多様軽の世界一人と日新

の共生というパラダイムを目指して,川那部浩哉 (編),クバプロ,東京 :7-15.

川那部浩哉 (2003)シンポジウムのまとめ.生物多様性の世界一人と自然の共生というパラダイムを目指 して,川那

部浩哉 (宿),クバプロ,東京 :161-165.

秋篠宮文仁 ･川那部浩哉 ･秋道智蒲 (2003)自然との共生に論点 鼎談 ｢自然と共生するまちづくり｣～生物多様性

の視点と日常生活～.自然と共生するまちづくりシンポジウム～淡水型イトヨ生息環境保全と水循環を考える

～,大槌町 ｢淡水型イトヨ｣湧水環境保全検討推進委員会,大槌 :7-14.

秋篠宮文仁 ･秋道智蒲 ･宮崎信之 ･森 誠一 ･川那部浩哉 ･花井正光ほか (2003)｢自然と共生するまちづくり｣～生

物の多様性と人々のくらし～.a.然と共生するまちづくりシンポジウム～淡水型 イItヨ生息環境保全と水盾環

を考える～,大槌町 ｢淡水型イトヨ｣湧水環境保全検討推進委員会,大槌 :31-44.

川那部浩哉 (2004)2003年読書アンケート.みすず;513:25-26.

川那部浩哉 (2004)琵琶湖とともに.日本女性会議2003おおっ大会#告書,日本女性会議2003おおっ実行委
員会,大津 :86-87.

福武 忍 ･川那部浩哉 (2003)動物は動かない !?_ うみんと1,30:4-5.

【これまでの業績集に掲載されていない著作】

川那部浩哉 (2001)ごあいさつ.琵琶湖博物館年報,6:1.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

川那部浩哉 (2003年4月3日)理論研究会一生物多様性について.野生生物保全論研究会,野生生物保全論研究会 (東

京都港区),[コメント].

川那部浩哉 (2003年5月10日)｢生き物と文化の研究会｣設立記念シンポー生き物文化誌の目指すもの-.生き物と文

化の研究会,都市センターホテル (東京都千代田区),[コメント].

川那部浩哉 (2003年6月8日)環境3学会合同シンポジウム2003:環境政策研究のフロンティア脚第2部 ｢生物学

的多様性について｣.環境法政学会,環境経済 ･経済学会,環境社会学会,キャンパスプラザ京都 (京都市下京

区),[基調講演].

川那部浩哉 (2003年6月21日)野生生物保全論研究会シンポジウム ｢野生生物保全のための環境安全保障｣一歴史的に

作られて来た関係の多様性-.野生生物保全論研究会,YMCAアジア青少年センター (東京都千代田区), [講

演].

川那部浩哉 (2003年6月29E])柿田川生態学術研究会 ミニシンポー柿田川の歴史 (補遺).柿田川生態学術研究会,三島

グランドホテル (静岡県三島市),[講演].

川那部浩哉 (2003年9月15日)日本環境会議滋賀大会第2分科会 ｢自然との共生､そして再生｣.日本環境会議,滋賀

大学 (滋賀県彦根市),[座長].

川那部浩哉 (2003年9月17日)CichlldSymposium2003-EvolutlOn,DiversificationandSpeclation.科研費特定

領域研究 ｢種形成の分子機構｣シクリッドシンポ2003,総合研究大学院大学 (神奈川県葉山町),[コメンテー

ター].

川那部浩哉 (2003年12月18日～19日)国際シンポジウム:PerspectivesoftheBIOdlVerSityResearchintheWestern
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PaciflCandAsiainthe21stcentury,DIWPA (DIVERSITASinWesternPacificandAsia).京大会館

(京都市左京区),[挨拶].

川那部浩哉 (2003年12月24日)21世紀COEプログラム ｢新 ･自然史科学創成一自然界における多様性の起源と進化｣

生物系シンポジウム第1回,｢自然史科学｣なるものについての率直な意見 :Mybiasedviewto'Neo-science
ofNaturalHistory'.北海道大学21世紀COEプログラム事務局,北海道大学総合博物館1階 ｢知の交流コー

ナー｣(札幌市),[講演].

川那部浩哉 (2004年1月11日)日本学術振興会未来開拓学術研究推進事業 ｢アジア地域の環境保全｣公開シンポジウ

ム:｢アジア地域の環境保全における研究成果の位置づけと今後の展望｣.日本学術振興会,弘済会館 (東京都
千代田),[挨拶].

【研究プロジェクト等への参加】

文部科学省科学研究費 ･特定領域研究 ｢種形成の分子機構の総括｣(研究代表者 :東京工業大学大学院生命理工学部､

岡田典弘),評価委員.

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

国際理論応用陸水学会 (SIL),生物多様性委員会委員長.

日本魚類学会,評議員.

生き物文化誌学会,評議員.

AfricanJournalofTropicalHydrobiologyandFisheries,編集委員.

EnvironmentalBIOlogyofFishes,編集委見

InternationalJournalofEcologyandEnvironmentalBiology,編集委員.

BrasillanJournalofBiology,編集委員.

Hydrobiologia,編集委員.

【大学での講義 ･実習､学生の指導など】

2003年度後期,滋賀県立大学大学院,非常勤講師,｢生物多様性論｣.

【受賞など】

日本生態学会功労賞 (2003年)

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

芳書胡博物鹿■主催の主催行事~

2003年10月19日,-いま､生き物とのつきあいを考える～外来生物から見えてくる課題～｢侵略の生態学｣ 50年～
旧くて新しい外来種問題～,琵琶湖博物館企画展シンポジウム,琵琶湖博物館 ･草津市,基調講演.

2003年11月30日,一湖域と陸域の物質循環一水辺移行帯のゆくえ､人々の暮らし-,平成15年度琵琶湖博物館研究発

表会,琵琶湖博物館 ･草津市,講演.

他の博物庶 ･i*Bg等主催行事

2003年6月9日,未来世代のために生態系の多様な価値を,滋賀県湖南地域振興局環境農政部環境森林整備課,湖南環

境協会通常総会,ライズヴィル都賀山 (守山市),講演.

2003年6月10日,水のこころ一国際淡水年によせて一,京都平安ライオンズクラブ,京都平安ライオンズクラブ最終

例会,京都国際ホテル (京都市),講演.

2003年7月5日,水一琵琶湖そしてアユ,京大芝蘭会京都支部,京大芝蘭会京都支部総会,京都ブライトンホテル

(京都市),講演.

2003年7月6日,｢共生｣を考える-生物と自然に学ぶ-,関西21世紀フォーラム,創価学会,京都国際文化会館
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(京都市),講演.

2003年7月10日,琵琶湖の歴史と生き物たち,京都民事調停協会研修会,京都民事調停協会研修委員会,琵琶湖博物

館 (草津市),講演.

2003年8月24日,ため池の自然研究会,研修会,ため池の自然研究会,琵琶湖博物館 (革津市),挨拶.

2003年11月16日,｢温故知新｣大学植物園で何を学ぶか,京大植物園80周年記念シンポジウム,京大植物園を考える

会,京都大学総合人間学部 1号館 (京都市),パネラー.

2003年11月26日,私にとっての水俣病と生態学,水俣セミナー第57回川那部浩哉講演会,水俣フォーラム,環境パー

トナーシップオフィス (東京都渋谷区),講演.

2003年10月9日,大学 ･市民パートナーシップ企画川那部浩哉先生講演会 ｢水辺の生き物と人間社会⊥ 大学･市民パー

トナーシップ,東京農工大学 ･府中かんきょう市民の会 ･野川はたる村 ･国分寺もとまち公民館 ･日野の自然

を守る会,東京農工大学 (東京都府中市),講演.

2003年10月18日,見直してます､この暮らし,日本女性会議2003おおっ<湖上遊覧環境セッション>,日本女性会議2

003おおっ事務局,ビアンカ船上 (大津市),講演.

2004年 1月31El,アユのはなし,京都整形外科医会例会特別講演,京都整形外科医会,京都国際ホテル (京都市中京

区),講演.

2004年2月28日,21世紀の茸琶湖一水と暮らし,第16回八幡塾,財団法人-ートランド推進財団,かわらミュージ

アム (近江八幡市多賀町),講演.

2004年3月7日,どうなる琵琶湖淀川水系～琵琶湖淀川水系流域委員会の提言と経験～,20年目の琵琶湖調査団連

続公開学習会初回,琵琶湖調査団,キャンパスプラザ京都 (京都市下京区),講演.

2004年3月7日,河川再生への道 行政､研究者､NGOが果たすべき役割,持続可能な水資源政策にむけて :シンポ

ジウム/勉強会,リバーポリシーネットワーク,安保 (あぼう)ホール (名古屋市中村区),報告.

メディ7への好カ

2003年9月25E],KBS京都放送,｢村上祐子の ｢かまい隊｣ちょっと気になるコーナー｣,出演,(2003年9月25El).

館内人事 ･館外活動等に関すること

【海外渡航】

2003年7月20日～8月15日, ドイツ･フランス･ベルギー,博物館等における生物と文化の多様性に関する研究 ･普

及に関する打合せ､企画展<ファーブルさんの仕事と､その後 100年間の発展 (仮題)>打合せ､陸水生物

学シンポジウム､同編集会議への参加.

2004年 1月14日～1月30日,フランス･エジプト,博物館等における生物と文化の多様性に関する研究 ･普及に関す

る打合せ､企画展<ファーブルさんの仕事と､その後100年間の発展 (仮題)>打合せ､第28回IUBS総会

及び 生物科学 :発展と社会に関する国際会議

【館外の活動】

国土交通省近畿地方整備局淀川水系流域委員会,委員,同琵琶湖部会部会長.

滋賀県総合保全学術委員会,副委員長.

日本水大賞量頁彰制度委員会,副委員長.

世界自然保護基金ジャパン (WWFJ),常任理事.

日本自然保護助成基金,理事.

国際生態学日本センター,理事.

野生生物保全論研究会,理事.

El本自然保護協会,評議員.

国際湖沼環境委員会,評議員.

日本学術振興会21世紀 COE,プログラム委員会,委員.

日本ユネスコ国内委員会人と生物圏小委員会,委員.
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京都府文化財保護審議会,委員.

京都市文化財保護審議会,委員.

生態学琵琶湖賞運営委員会,委員.

滋賀県科学技術政策推進会議,委員.

国際生物学賞委員会,委員.

毎日出版文化賞委員会,委員.

地球環境大賞顕彰制度委員会,委員.

河川環境管理財団予備選考委員会,委員.

北海道大学総合博物館運営委員会,委員.

島根大学汽水域研究センター研究推進協議会,委員.

科学技術振興会議部会,委員.

科学技術振興機構戦略的基礎研究 ｢地球変動のメカニズム｣,アドバイザー.

国土交通省琵琶湖とその周辺の河川環境に関する専門家会議,アドバイザー.

日本 BICER協議会,名誉会長.

京都市青少年科学センター,学術顧問.

応用生態工学会,名誉会員.
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嘉田 由 紀子 KADA,Y ukiko 環境社会学 (農学博士)

研究顧問

近年ますます､私自身の研究活動は､環境社会学的なアカデミックな研究スタイルと地域の水辺再生や水環境保全

活動との折衷型が多くなっている｡特に最近は､水と人間のかかわりに関する経験的 ･伝統的知識体系の発掘と同時

にそれを若い世代に伝達する､という世代交流型の研究と実践活動をねらいとしており､このような志向は当面変わ

らないと思われる｡以下今年度の活動を以下の5点から簡単にたどってみる｡

(1) 環境省の地球環境推進費による [景観の変化から探る世界の水辺環境の長期的 トレンドに関する環境社会学的

研究]

琵琶湖辺で開発してきた今昔写真を活用した水辺の景観変遷研究を世界10ヶ国に展開する計画で､景観として

視覚的に把握可能な景観変遷の背景にどのような社会経済システムや文化的価値観の違いがあるのかをアフリカ･

マラウイ湖､ヨーロッパのレマン湖 ･セーヌ川 ･ブルタバ川などの現地調査をふまえて基礎資料の収集を行った｡

特にヨーロッパにおける水辺景観の継続性の背景には､特産品生産の経済システムや家族農業の継承という社会シ

ステムが有り､何よりも伝統的ライフスタイルに [誇り]をもつ価値観の重要性が指摘できる｡

(2)文部科学省科学研究費による [環境保全における地域システムの役割]

特に琵琶湖政策の100年の歴史を水政策の中央集権化のプロセスの中でフォローし､近年の河川法改正におけ

る [環境保全]の重視や､[住民意見の反映]という政策転換が､伝統的な地域社会システムでの意思形成との間に

大きなズレがあることを指摘した｡

(3)滋賀県湖西地域振興局からの委託研究 [湖西 ミュージアム構想における魅せ方フィールドワーク]

この研究では､若い大学生が見知らぬ地域である湖西にでかけ､そこで [地元学]の手法により､地域環境やラ

イフスタイルの調査を行うことで､どのような地域の魅力を発見するのか､実験的な研究を行った｡その結果､地

元の人たちにとってあたり前の農業や町並みが､現在の若者にも､大きな魅力として映っていることが分かったが､

伝統的な地域社会における女性や子どもの参画が不足していることもあわせて指摘された｡今後地域だれでも･ど

こでも博物館を推進する上での実践的課題といえる｡

(4) その他の研究 ･実践活動

河川環境管理財団と地球環境推進費からの世界水フォーラムのフォローアップ事業として子どもと水辺のかかわ

りを国際比較の視点からとらえるために､日本の子どもをヨーロッパやアジア地域につれだすと同時にアフリカの

若者を日本に招待し､それぞれの水環境の比較を行った｡また近畿地方整備局からの三世代交流型水害史調査の委

託事業にかかわり､滋賀県と京都府下において､水害記憶をいかに記録し､若い世代に伝えるのか､その手法開発

に関する予備的研究も行った｡

印刷物

【学術論文】

嘉田由紀子 (2004)文化型としての所有制度と環境保全一自然所有の内発的過程にみる法秩序構築の可能性.彦社会

学,(58),日本法社会学会.

【専門分野の著作】

嘉田由紀子 (2003)琵琶湖のほとりの生活史-環境社会学の視点から-.守山市教育委員会 (宿),弥生のなりわいと

澄雷瀞一近江の荷作漁労屈-,サンライズ出版,彦根 :14-44.

嘉田由紀子 (2003)水環境保全と水の有効活用一世界的見地からみる下水問題と日本の経験-.かんlf資金 (297),

簡保資金振興センター :10-15.

山本佳世子 ･嘉田由紀子 (2003)｢湖一生きる｣-湖イメージを国際的に比較する-,環境技術,32(1),環境技術研

究協会,大阪 :62-68.

嘉田由紀子 (2003)環境社会学会から琵琶湖政策の100年をみる.環境経済 ･政農学会年報 (8),環境経済 ･政策

-6-



学会 :235-252.

嘉田由紀子 (2004)｢京都 ･景観資源｣の保全と創造.日本鼻筋学会誌,5(1),日本景観学会 :16-35.

【一般向けの著作】

嘉田由紀子 (2003)湖に生きる･10.瀞国と文化 27(4),(財)滋賀県文化振興事業団 :46-49.
槌田 勘 ･嘉田由紀子 (2003)水と暮らしの環境文化 昭和堂 :154p.

嘉田由紀子 (2003)はしがき-あらたな環境文化を求めて.水と暮らしの環境文化,槌田 助 ･嘉田由紀子 (編),昭

和堂 :i一嘘.

嘉田由紀子 (2003)遠い水､近い水一水はだれのものか-.水と暮らしの環境文化 槌田 散 ･嘉田由紀子 (編),昭

和堂 :17-36.

嘉田由紀子 (2003)序章 日本の水､世界の水.水をめぐる人と自然 嘉田由紀子 (宿),有斐閣 :1-ll.

嘉田由紀子 (2003)第4章 琵琶湖 ･淀川流域の水政策の100年と21世紀の課題一新たな公共性の創出をめぐって一,

水をめぐる人と白.#,嘉田由紀子 (編),有斐閣 :111-151.

嘉田由紀子 (2003)水をめぐる人と自然.有斐閣 :368p.

嘉田由紀子 (2003)セーヌ川も里川だった一人と自然の距離を手がかりに-.水の文化交庶フォーラム2003アブス ト

ラクト, ミツカン水の文化センター:7-ll.

嘉田由紀子 (2003)世界水フォーラムにむけて.かけはし,(102),Lがぎん経済文化センター,大津.

嘉田由紀子 (2004)巻頭言 世界の子どもと水の未来 (特集 ･世界の子どもたちからの水の便り,河ノII,59(7), 日

本河川協会 :3-8.

嘉田由紀子 (2004)チェンベ村にエコトイレをっくる.ARDEC,(29),(財)E]本農業土木総合研究所 :2-5.

嘉田由紀子 (2003)日本と世界の"水"を考える- 『水をめぐる人と自然』刊行によせて.書斎の窓,(527),有斐閣 :

40-45,

嘉田由紀子 (2003)フローな ｢熱中体験｣が育む学びへの潜在力.食農教蕎 (24),農山漁村文化協会 :8-61,

嘉田由紀子 (2003)もしも蛇口が止まったら-近い水をさがしてみよう,なちゅらる,(119),大阪市立環境学習セン

ター:3.

嘉田由紀子 ･小坂育子 (2003)活動のあゆみ :世界をつなぐ ｢水と文化研究会｣.私たちの水 身近な水郷 査 (2):

6-8.

嘉田由紀子 (2003)水の社会化と共的暮らし- ｢遠い水｣｢近い水｣,山崎農業研究所 (編),21世紀水危磯 農からの

発想 農山漁村文化協会 :142-156.

嘉田由紀子 (2003)座談会 ･第3回世界水フォーラムに期待すること.国土交適,(26),(財)運輸振興協会 :4-ll.

嘉田由紀子 (2003)第3回世界水フォーラムへの案内.みどりのニュースレター,(3),環境市民 :2-3.

嘉田由紀子 (2003)患者の立場から154患者一人ひとりの生活背景まで､問診でしっかり受け止めていただきたい.

MEDICAL,NOW,(155),ZERIA:2-3.

嘉田由紀子 (2003)流域自治の実践とその展開一琵琶湖の場合 事例報告.21世紀の流域を語るフォ-ラム#告書,

滋賀県 :16-30.

嘉田由紀子 (2004)地域から地球環境を考える入り口に 琵琶湖博物館からのメッセージー嘉田由紀子氏に聞く.国

づくりと研像 (103),国づくりと研修編集小委員会 :6-ll.

嘉田由紀子 (2004)巻頭言 水環境と自然 ･文化の多様性.水貫境学会誌 27(3),E]本水環境学会 :149.

嘉田由紀子 (2003)世界水フォーラムを終えて.上毛新願 :2003年4月12日朝刊.

嘉田由紀子 (2003)水をめぐる文化を世界に一世界水フォーラムを終えて-.釧路新願 :2003年4月14E]朝刊.

嘉田由紀子 (2003)水に知恵絞る日本人一宿用の歴史伝える価値-.LLI形新願 :2003年4月15E]朝刊.

嘉田由紀子 (2003)多くの思いと労力注いできた日本の水文化世界に一世界水フォーラムを終えて-.長野日# :2003

年4月16日朝刊.

嘉田由紀子 (2003)価値ある日本の水文化-世界水フォーラムを終えて-.鹿児島新願 :2003年4月17日朝刊.

嘉田由紀子 (2003)El本の歴史にこそ価値一世界水フォーラムを終えて-.高知新聞 :2003年4月17日朝刊.

嘉田由紀子 (2003)日本の水文化を世界に-世界水フォーラムを終えて1.+腰毎日新聞 :2003年4月19日朝刊.

嘉田由紀子 (2003)日本の ｢知恵｣発信 貧困飢餓の対処法探る-世界水フォーラムを終えて-.河北新願 :2003年4

月22E]朝刊.
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嘉田由紀子 (2003)水をめぐる文化世界に一世界水フォーラムを終えて一.摩奥新帝:2003年4月22El朝刊.

嘉田由紀子 (2003)

嘉田由紀子 (2003)

嘉田由紀子 (2004)

嘉田由紀子 (2004)

嘉田由紀子 (2004)

嘉田由紀子 (2003)

｢尿尿の循環｣を若者に教育.世界日# :2003年12月26日朝刊.

水とのかかわり取り戻せ.京都新聞 :2003年12月31日朝刊.

環境共生を考える-生き続く先人の知恵.毎日新願 :2004年3月12日朝刊.

基調講演 失った ｢自然との距離感｣.毎B新願 :2004年3月12日朝刊).

世界水フォーラム1周年座談会 ｢水を見つめて｣.京都新願 :2004年3月29日朝刊.

世界水フォーラムにむけて,かけはし,(102),Lがぎん経済文化センター,大津 :2.

嘉田由紀子 (2003)｢子どもと水｣が気になって.クーヨン,8 (1),クレヨン-ウス,東京 :43.

嘉田由紀子 (2003)地域の水を守るために､私たちにできること.紘 (2),日立機電工業 (秩),兵庫 :7-8,

嘉田由紀子 (2003)もしも蛇口がなかったら～世界子ども水フォーラムへの思い～.Mom,22(ll) :28129.

嘉田由紀子 (2002)近い水 ･遠い水.水の文化,(12), ミツカン水の文化センター :2.

嘉田由紀子 (2002)事例報告.21世紀の蕗城を語るフォ-ラム報告5,滋賀県 :16-17.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

嘉田由紀子 (2003年3月14EI)比較所有論から見た資源と環境 :アメリカ･アフリカ･E]本.2004年環境経済政策学

会研修セミナー,環境経済政策学会,京都大学芝欄会館 (京都市),[口頭発表].

嘉田由紀子 (2003年5月30日)我が家の水の来し方 ･行く末.平成15年度春季リーダー研修,関西テレビ青少年育成

事業団,関西テレビ放送 (大阪市),[講演].

嘉田由紀子 (2003年10月20日)セーヌ川も里川だった.水の文化交流フォーラム2003, ミツカン水の文化センター,

法政大学 (市ヶ谷),[テーマセッション].

嘉田由紀子 (2003年10月24日)魚が語る琵琶湖.シンポジウム ｢魚が語る琵琶湖｣,滋賀県漁業協同組合,ピアザ淡海

(大津市),[パネリスト].

嘉田由紀子 (2003年11月8日)｢京都 ･景観資源｣の保全と想像.第五回E]本景観学会大会講演会,日本景観学会,戻

大会館 (京都市),[コーディネーター].

嘉田由紀子 (2003年11月14日)水辺環境変遷を今昔写真でたどる一比較環境社会学的調査手法の提案として.平成 1

5年度第7回琵琶湖博物館研究セミナー,琵琶湖博物館,琵琶湖博物館 (大津市),[口頭発表].

嘉田由紀子 (2003年11月22El)浅岡写真から何を読みとるか-昭和30年代のE]本-.第2回浅岡利三郎写真展,八日市

市,八日市市立図書館 (八日市市),[講演].

嘉田由紀子 (2003年11月23日)人々のくらしから見た琵琶湖岸の環境変化一湖の写真から何を読みとるか.水辺田ん

ぼ研究会設立総会,水辺田んぼ研究会 (正琶湖博物館),大津市.

嘉田由紀子 (2004年1月11日)アジア地域の環境保全における研究成果の位置づけと今後の展望.日本学術振興会未来

開拓学術研究推進事業 ｢アジア地域の環境保全｣研究推進委員,弘済会館 (東京),[委員会].

嘉田由紀子 (2004年1月21日)京都精華大学嘉田由紀子教授を迎えての勉強会.京都市,京都市役所 (京都市),[講演].

嘉田由紀子 (2004年1月24El)子ども水フォーラム､古都の水あそび.子ども水フォーラム,子どもと川とまちのフォー

ラム,コ-プイン京都 (京都市),[コーディネーター].

嘉田由紀子 (2004年1月25日)子ども水フォーラム､車座会議Ⅲ.子ども水フォーラム,子どもと川とまちのフォーラ

ム,コープイン京都 (京都市),[コーディネーター].

嘉田由紀子 (2004年2月16日)矢作川のむかし･いま･そしてこれから.第9回豊田市矢作川研究所シンポジウム,豊

田市矢作川研究所,愛知豊田農協ふれあいホール (皇田市),[パネリスト].

嘉田由紀子 (2004年2月27日)昭和30年代の暮らしに隠された環境共生の宝.第10回環境共生住宅フォーラム,住宅金

融公庫,住宅金融公庫本店 (東京),[基調講演].

嘉田由紀子 (2004年3月4日)天水から見直す環境保全.雨水利用促進シンポジウム,滋賀県,守山市民ホール (守山

市).

宗田由紀子 (2004年3月14日)私たちはこんな道､こんな川が欲しい.シンポジウム望まれる公共事業への住民参画と

は?,滋賀県土木交通部,彦根市コンベンションホール (彦根市),[基調講演].
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嘉田由紀子 (2004年3月18日)チェンベ村エコトイレ導入を考える.｢チェンベ村エコトイレ導入を考える｣ワークショッ

プ,水と文化研究会,琵琶湖博物館 (革津市),[コーディネーター].

嘉田由紀子 (2004年3月20日)世界の水事情～子どもたち､現地からの報告～.｢市民水の目｣制定記念事業,京都 ･

水フォーラム,京都会館会議場 (京都市),[コーディネーター].

嘉田由紀子 (2004年3月21日)『環のくらし』フォ-ラム～京都･水物語～.｢市民水の日｣制定記念事業,京都･水フォー

ラム,先斗町歌舞練場 (京都市),[パネリスト].

【研究プロジェクト等への参加】

文部省科学研究費補助金 ･基盤研究 (B)(1)｢環境保全における地域システムの役割-コモンズ論 ･公共性論 ･生活

環境主義の再検討を通して-｣(研究代表者 :嘉田由紀子),研究代表者,(2003年～2006年度).

環境省地球環境推進費 ｢景観の変化から探る世界の水辺環境の長期的トレンドに関する環境社会学的研究｣(研究代表

者 :嘉田由紀子),研究代表者,(2002年度～2004年度).

滋賀県湖西地域振興局 ｢湖西の魅せ方フィールドワーク委託事業｣(研究代表者 :嘉田由紀子),研究代表者,(2003年

度).

河川環境管理財団助成事業 ｢世界子ども水フォーラムフォローアップ事業｣共同研究者 (2003年度).

地球環境基金助成事業 ｢子どもと川のかかわりの再生｣(研究代表者 :嘉田由紀子),研究代表者,(2003年度).

近畿地方整備局委託事業 ｢三世代交流型河川調査｣共同研究者,(2003年度).

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

2003年4月～,日本環境社会学会,会長.

2003年～2005年,E]本エコミュージアム学会,理事.

【大学の講義 ･実習､学生の指導など】

2003年度後期,滋賀県立大学,集中講義 :｢環琵琶湖文化論｣.

【受賞など】

おむろんヒューマン大賞,2003年11月.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

他の博物虚■･i*Bg等.主催行事

2003年7月11日,世界水フォーラムから考えたこと～水環境と私たちのくらし～,大津市女性センター,パートナー

シップセミナー,大津市生涯学習センター (大津市) [講演].

メディ7への滋カ

2003年6月21日,NHK総合テレビ,｢地球大好き 環境新時代,間伐で100年の森を守れ｣,コメント出演.

2003年10月11日,NHK総合テレビ,｢地球大好き 環境新時代,そしてトンボの楽園は守られた｣,コメント出演.

2003年11月15日,NHK総合テレビ,｢地球大好き 環境新時代,千年の田圃を守る｣,コメント出演.

2003年12月20日,NHK総合テレビ,｢地球大好き 環境新時代,びわ柳"内湖"40年目の復元｣,コメント出演.

2004年2月14日,NHK総合テレビ,｢地球大好き 環境新時代,鳥取砂丘生きている大地｣,コメント出演.

2004年2月29日,KBS他20局,比叡の光り,水と暮らし (その1),講義,大津市坂本滋賀院.

2004年3月7日,KBS他20局,比叡の光り,水と暮らし (その2),講義,大津市坂本滋賀院.
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館内人事 ･館外活動等に関すること

【海外渡航】

2003年7月30E]～8月7日,チェコ･スイス･フランス,モルダウ川･レマン湖 ･セーヌ川調査.

2003年8月17日～9月12日,マラウィ共和国,京都精華大学海外調査演習.

2003年12月22日～12月31日,カンボジア, トンレサップ湖調査.

【館外の活動】

2002年4月～2004年3月,

2003年4月～2005年3月,

2003年4月～2005年3月,

2001年4月～2005年3月,

2001年4月～2005年3月,

2001年4月～2005年3月,

2001年4月～2005年3月,

日本学術振興会,｢アジア地域の環境保全｣研究推進委員会,委員.

滋賀県 ･科学技術振興会議,委員.

滋賀県大学等学術文化振興財団,滋賀県大学等学術文化振興委員会,理事.

滋賀県琵琶湖環境部,滋賀県環境審議会,委員.

滋賀県土木部,滋賀県淡海の川づくり委員会,常任委員.

滋賀県小児診療センター,滋賀県小児診療センター治検委員会,委員.

彦根市 ･史編纂民俗専門部会,委員.

2001年4月～,環境省自然保護局,環境省自然環境保全審議会,委員.

2001年4月～2003年3月,

2001年4月～2003年3月,

2001年4月～2003年3月,

2001年4月～2003年3月,

2001年4月～2003年3月,

2001年4月～2003年3月,

2001年4月～2003年3月,

奈良国立文化財研究所,奈良国立文化財研究所指導委員会,委員.

国土交通省近畿地方整備局,国土交通省淀川水系流域委員会,委員.

国土交通省近畿地方整備局,国土交通省淀川水系流域委員会琵琶湖部会,委員.

国土交通省近畿地方整備局,国土交通省淀川水系流域委員会住民参加部会,副部会長.

国土交通省近畿地方整備局,国土審議会,委員.

国土交通省水資源部,国土審議会水資源部会,委員.

国際湖沼環境委員会,理事会,理事.

2003年4月～,子どもと川と町のフォーラム,代表.

2003年4月～2004年3月,水と文化研究会,世話役.
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中島 経夫 NAKAJIMA,Tsuneo 魚類形態学 (理学博士)

総括学芸員 研究部環境史研究領域

(莱)事業部長

コイ科魚頬の咽頭菌の研究を通じて,湖と人間のかかわりの歴史を考えている.2003年度の研究活動は,琵琶湖博

物館の研究プロジェクトとして,総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖 -コイ科魚類の展開を軸とした 一環境史に関す

る研究｣(以下総研 ｢東アジア｣,共同研究 ｢滋賀県内の魚類分布調査および琵琶湖博物館収蔵魚類標本の充実｣(以下

共研 ｢魚分布｣を行ってきた.館外の研究プロジェクトとしては,奈良県田原本町 ｢唐古 ･鍵遺跡｣共同研究を行っ

てきた｡

共研 ｢魚分布｣では,｢はしかけ｣さんに,参加していただいている ｢うおの会｣の活動をさらに本格化させ,滋賀

県全域の調査をはば終えた｡そのデータの整理にかかった｡共研 ｢魚分布｣で明らかにした魚の分布の状況をどのよ

うに解釈するかを総研 ｢東アジア｣の中で考えてきた｡それは2000年度から2004年度にかけて一連の成果 :

中島,2001,琵琶湖魚たちのおいたちを考える.月刊地球

中島,2002,琵琶湖の魚類相の成立 一琵琶湖への環境史的アプローチ.地球環境

中島,2003,淡海の魚から見た稲作文化.｢弥生のなりわいと琵琶湖｣,サンライズ出版

中島,2004,自然環境と文化のかかわり -縄文から現代へ.｢縄文人の世界一日本人の原像を求めて｣,角川書店

として発表してきた｡また,総研 ｢東アジア｣で行ってきた鳥浜貝塚 (縄文前期),下之郷遺跡 (弥生中期)などか

らの咽頭歯遺体の分析結果がまとまり,その結果を,鳥浜貝塚研究4号,下之郷遺跡発掘調査報告書などに投稿した｡

同時に,総研 ｢東アジア｣で行ってきた古生物学的研究については,主として九州地域の研究を行っている｡その成

果 :

Nakajima&Kato,FossilrecordofcyprinidsfromtheOyaFormationoftheNojimaGroupinNorthern
Kyushu,Japan

を投稿した.

富山第一銀行奨学財団助成事業研究プロジェクト｢学際的観点からの日本海地域文化に関する総合研究 富山から

の展望と提言｣が2002年度に終了し,その成果 :

中島,2004,東アジアの淡水魚や西日本の基層文化を育んだ日本海.｢日本海 一束アジアの地中海｣,桂書房

を著した.

咽頭歯の研究では,世界の咽頭歯のモノグラフを作る作業を進めているが,その第1段階として,｢だれにでも鑑別

できる日本産コイ科魚類咽頭歯図鑑｣の作成を目標にした.2003年度までに日本産コイ科魚類の咽頭歯についての写

真撮影,計測を終えた｡

印刷物

【学術論文】

中島経夫 (2003)コイ科魚類咽頭歯とその標本の作り方.大分地質学会話,(9) :43-52.

【専門分野の著作】

中島経夫 (2003)身近な環境を見つめて-琵琶湖博物館 ｢うおの会｣による魚頬分布調査-.水環境学会誌 27(3):

8-ll.

中島経夫 (2004)東アジアの淡水魚や西日本の基層文化を育んだE]本海.金関恕 (編),r日本淳一東アジアの地中海｣
桂書房,富山 :18ト200.

【一般向け著作】

中島経夫 (2003)琵琶湖のまわりの魚たち.戯国と文化 27(3):18-21.

中島経夫 (2003)コイ 移入種としてのコイ.中井克樹 ･中島経夫 ･Rossiter,A.(編),外来生物 っれてこられた

生き物たち (第Jl回企画展示解説書),琵琶湖博物館､草津 :86-87.

中島経夫 (2003)フナの先祖がすんでいた湖.美濃加茂盆地シンポジウム実行委員会 (編),諸点層群の古環境 中新
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世の美虐加茂盆地 ･摩域の古昂虜を探る (シンポジウム_資料農),美濃加茂市民ミュ-ジアム,美濃加茂 :39-
40.

中島経夫 (2003)フナの先祖がすんでいた湖.美濃加茂市民 ミュージアム (編),美虜加茂にサイやゾウがいた好 み

のかもの大地と化石,美濃加茂市民ミュージアム,美濃加茂 :43144.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

中島経夫 (2003年8月9日)フナの先祖がすんでいた湖.美濃加茂盆地シンポジウム ｢瑞浪層群の古環境 中新世の美

濃加茂盆地 ･陸域の古環境を探る｣,美濃加茂市民ミュージアム.

中島経夫 ･内山純蔵 ･宮本真二 (2003年11月8日)ワークショップ ｢コイ科をめぐる生き物文化史｣.生き物文化誌学

会第1回学術大会,鳥羽市民会館 (鳥羽).

中島経夫 (2002年11月8日)富山県の野生生物と地域社会文化.生き物文化誌学会富山例会,富山大学人文学部 (富山).

【研究プ田ジェクト等への参加】

琵琶湖博物館総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖-コイ科魚類の展開を軸とした一環境史に関する研究｣(研究代表者 :

中島経夫),研究代表者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢滋賀県内の魚頬分布調査および琵琶湖博物館魚類標本の充実｣(研究代表者 :長田智生),研

究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢コイ科魚類の咽頭歯に関する研究｣.

奈良県田原本町唐古 ･鍵追跡共同研究.

【大学での講義 ･実習､学生の指導など】

2003年10月11Eい12月8･15日,滋賀県立大学大学院生,講義 ｢生物多様性と文化｣.

2003年9月25El,桃山学院大学学芸資格取得コース生,講義 ･実習 ｢博物館とは｣_

2003年8月19日,国学院大学博物館実習生,講義 ･実習 ｢琵琶湖博物館の活動｣.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

苦言潮博物彪■の.主催行事

2003年4月15日,琵琶湖博物館の概要,王琶湖博物館新任職員研修,琵琶湖博物館 ･草津.

2003年6月8日,生物の人為的広がりの歴史と現状,企画展連続講座,琵琶湖博物館 ･草津.

2003年 7月6日,琵琶湖博物館の理念と琵琶湖博物館はしかけ制度,はしかけ登録講座,琵琶湖博物館 ･草津.

モーニングレクチャー ｢コイ科魚類の咽頭歯｣,琵琶湖博物館,3件.

はしかけ活動 ･咽頭歯倶楽部

2003年4月3･10･11･24日･5月1･8･22･29日･6月5･12･26日･7月10･17･24･31日･8月7･28日･9月18･25E]･10月16･23･30Eい

11月6･20･27日･12月11･18日･2004年1月8･15･29E]･2月5･19･26日･3月4･12･25日,コイ科 ･ドジョウ科魚頬の咽

頭歯摘出実習の準備.

2003年4月10日,ギャラリー展 ｢第1回正琶湖博物館資料展 博物館の舞台裏｣の展示物制作.

2004年2月26日,はしかけ交流会の展示パネル制作の手伝い.

はしかけ活動 ･うおの会,以下の活動の準備および参加

2003年4月10日 (金),Newsletter no.16の発行.

2003年4月20日 (日),第11回定例調査 ･出版プロジェクト編集委員で打ち合わせ会議.

2003年4月30日 (水),Newsletter no.17の発行.

2003年4月20日 (日)～2003年5月14日 (火), 20定点の実測.
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2003年5月18El(日),第12回定例調査 ･出版プロジェクト編集委員で打ち合わせ会議

2003年5月23日 (水),Newsletter no.18の発行

2003年5月25日 (日),支琶湖を戻す会主催 ｢外来魚駆除のEl｣協賛

2003年5月27EI(火), ｢伯母川探検隊｣への協力

2003年6月22日 (日),第13回定例調査

2003年6月22日 (日),出版プロジェクト編集委員で打ち合わせ会議

2003年6月28日 (土),魚の同定作業

2003年7月3日 (木),

2003年7月26EI(土),

2003年7月27EI(日),

2003年8月2日 (土),

2003年8月3日 (日),

2003年8月24日 (日),

2003年9月14日 (El),

｢伯母川探検隊｣への協力

大津滋賀流域みずすまし推進協議会活動 ･生き物調査への協力

第14回定例調査

｢もりやま･びわ湖ブルーギル撲滅釣り大会2003｣への協賛

ハスの産卵を観察する会

第15回定例調査

親子つり大会 ･稚魚つかみ体験教室

2003年9月28日 (日),第16回定例調査

2003年10月9日 (木),

2003年10月26El(El),

2003年10月26日 (日),

2003年11月4日 (月),

2003年11月23日 (日),

2003年12月21日 (日),

2003年12月25日 (木),

2004qlj]25El(Ej),

2004年 1月25日 (日),

2004年2月22日 (日),

2004年2月26日 (木),

2004年2月28日 (土),

2004年3月2日 (火),

2004年3月4日 (木),

2004年3月4日 (木),

2004年3月6日 (土),

2004年3月13日 (土),

2004年3月14日 (日),

2004年3月28日 (日),

｢伯母川探検隊｣への協力

第17回定例調査

打ち合わせ会議

Newsletter no.19の発行

第18回定例調査 ･打ち合わせ会議

第19回定例調査 ･打ち合わせ会議および環境調査

Newsletter no.20の発行

第20回定例調査

第3回琵琶湖外来魚シンポジウム ｢外来魚駆除最前線｣への協賛

第21回定例調査 ･ニジマスの解剖会と第4回総会

はしかけ交流会へむけたパネル作成

はしかけ交流会へむけたパネル作成

はしかけ交流会へむけたパネル作成

Newsletter no.21の発行

はしかけ交流会へむけたパネル作成

～14日 (日), はしかけ交流会へむけてのパネル展示

法竜川ウォークへの協力

はしかけ交流会

第22回定例調査

他の博物虎■･農園等主催行事

2003年7月3日,身近な環境の魚たち,滋賀県高等学校理科研修会生物部会,竹生荘 (びわ印).

2003年7月23日,琵琶湖の生態系一琵琶湖の魚たちの現状,シニア大学自然講座,琵琶湖博物館 (草津市).

2003年8月21日,魚からみた琵琶湖の環境史,愛知川町さざなみ学級,愛知川公民館 (愛知川町).

2003年11月3日,琵琶湖博物館の活動,明治大学 リバティー･アカデミー,琵琶湖博物館 (草津).

裸棄対応

琵琶湖博物館概要説明 ･展示案内,26件.

【情報整備活動】

定言;'iq博物虎の,･5動

魚頬標本データベ-スの整備.

研究 ･事業活動紹介のための個人インターネットページの開設および更新.
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【資料整備活動】

芳書朗博物虜の居動

魚頬標本登録,1,671件 (累計41,480件登録).

魚理標本の維持 ･管理,41,480件 (貸出,液交換等を含む作業).

【展示活動】

雷琶湖博物虎の店動

琵琶湖博物館ギャラリー展 ｢第1匝Ⅰ博物館資料展 博物館の舞台裏｣.

琵琶湖博物館第11回企画展 ｢外来生物 つれてこられた生き物たち｣.

館内人事､館外活動に関すること

【海外渡航】

2003年10月5日～18日,中華人民共和国､湖南省長沙市 ･岳陽市 ･湖北省武漢市 (中国科学院水生生物研究所),中国

淡水漁携調査および中国科学院水生生物研究所収蔵標本の調査.

2004年1月14日～21日,フランス共和国､パリ市 (国立自然史博物館)･セリニオン(アルムス)･アピニオン市,ファー

ブル展 (仮称)に向けての調査.

【館外の活動】

滋賀県立大学大学院非常勤講師.

奈良県田原本町唐古 ･鍵遺跡共同研究委員.

NPO法人西日本自然史博物館ネットワーク理事.

水口こどもの森自然館運営協議会委員.
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高橋 啓I TAKAHASHl,Keiichi 古脊椎動物学 (歯学博士)

専門学芸員 研究部環境史研究領域グループリーダー

(兼) 事業部交流担 当 (4/1-9/9),展示担 当 (9/10-)

研究においては,古琵琶湖層の時代でもある約500万年以降の脊椎動物化石の変遷を東アジア全体の環境史の中で捉

えようとしている.この研究のために,総合研究,共同研究,専門研究を組み合わせて行っている｡

今年度は,総合研究および共同研究の成果をもとに博士論文 ｢AformatlVehistoryoftheterrestrialmammalian

faunaoftheJapaneselslandsinthePlio-Pleistocene｣をまとめることができた.また,古充琶湖時代の動物たち

の資料を調査する一環として北海道東部における調査と静岡県浜名湖周辺の調査を精力的に行い,国際学会における

発表と論文による報告を行った｡

海外調査は,3月7日～3月16日の間中国北京市,天津市において総合研究に関する中国産シカ頬化石の調査を行った｡

企画調整事業に関連しては,中長期検討チームの一員として作業を行った｡交流事業に関しては,観察会の担当と

して運営を行ったが,年度半ばからは企画展示の担当者の一員として展示事業を補助することとなった｡また,昨年

度に引き続きはしかけ事業の ｢はねはねくらぶ｣の運営を行った｡

印刷物

【学術論文】

岡村喜明 ･高橋啓一 (2003)現生偶蹄類の足蹄部ならびに足跡の形態一偶蹄頬足跡化石の基礎研究-.化石研究会会

話,化石研究会,36:15-25.

Sasagawa,Ⅰ.,Takahashi,K.,Nagamori,H.,Yabe,H.andKobayashi,I.(2003)Discoveryoftheextinct

redpandaPrai]urus(Mammalia,Carnivora)inJapan.J.VertebratePaleontology,SocletyOfVerte-

bratePaleontlogy,23:895-900.

Cai,BandTakahashi,K (2003)TherelationshipbetweencultureandtheenvironmentoftheUpperPaleo-

1ithlCinsouthernChina.第四紀研究,E]本第四紀学会,42:4271439.

高橋啓一 ･松岡贋繁 ･樽創 ･安井謙介 ･長谷川善和 (2003)佐浜ナウマンゾウ発掘調査で産出した脊椎動物化石につ

いて.静厨地学,静岡県地学会,87:15-21.

【専門分野の著作】

高橋啓一 (2003)書評 :遠藤秀樹著 ｢噂乳類の進化｣.第四紀研究,日本第四紀学会,42:122-123.

【一般向けの著作】

高橋啓一 (2003)AGuidetotheLakeBiwaMuseum.A.Rossiter(編),窟若潮博物館英文ガイド,LakeBiwa

Museum,Kusatsu:124(編集補助).

高橋啓一 (2003)琵琶湖博物館の ｢はしかけ｣制度と ｢フィールドレポーター｣制度.全科妨ニュース,全国科学博

物館協議会,33:1-2.

研究活動に関する業績

【学会･研究会での発表】

Takahashi,K.,Soeda,Y.,Yamada,G.,Akamatsu,M.,Izuho,M.andAokl,K.(2003年5月27日)Replace一

mentofMammuthusprJmlgenluSandPalaeo10xodonnaumannl'accompanylngClimatechangeinJapan.

3rdInternationalMammothConference,3rdInternationalMammothConference,DawsonCityMuseum

(Yukon,Canada).

高橋啓一 ･添田雄二 ･山田悟郎 ･赤松守雄 ･出穂雅美 ･青木かおり (2003年6月28E】)北海道湧別町から産出したナウ
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マンゾウ白歯化石とその意義.日本古生物学会2003年年会,日本古生物学会,静岡大学 (静岡県静岡市).

笹川一郎 ･高橋啓一 ･作本達也 ･長森英明･矢部英生 ･小林巌雄 (2003年6月28日)新潟県栃尾の鮮新銃から発見され

たレッサーパンダ(Parailurus)の上顎小臼歯.日本古生物学会 2003年年会, 日本古生物学会,静岡大学

(静岡県静岡市).

Goto,SリHamamoto,H.,Yamano,M.andTakahashi,K.(2003年6月30日17月11El)Pastenvironmental

changeinSouthernLakeBiwainferedfrom boreholetemperaturedata. XXIIIGeneralAssemblyof

theInternationalUnionofGeodesyandGeophysics,theInternationalUnionofGeodesyandGeophysics,

北海道大学 (北海道札幌市).

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖,その成立と人間生態系の比較研究｣(研究代表者 :中島経夫),研究

分担者 (1996-2006年度).

琵琶湖博物館共同研究 ｢島の動物相の成立過程一古琵琶湖時代の動物相の特殊性解明に向けて｣(研究代表者 :高橋啓

一),研究代表者 (2001-2003年度).

琵琶湖博物館専門研究 ｢ナウマンゾウ白歯の嘆耗段階による変化｣(2003年度).

【学会等の役職 ･運営､論文の査読】

Ej本第四紀学会,編集委員,2003年度.

化石研究会,運営委員,2003年5月まで.

化石研究会,事務局長,2003年6月から.

全国科学博物館協議会ニュース,編集委員,2003年度.

日本第四紀学会,第四紀研究,査読,2件.

博物館事業に関する業績

【交流･サービス活動】

吉富潮博物虎の.主催行事

2003年4月16日,

2003年5月22日,

2003年7月3日,

2002年7月27日,

2003年10月12日,

2003年10月9日,

2003年9月まで,

展示交流員研修プログラム,琵琶湖博物館,講師.

博物館ツアー,地域科学館連携支援事業伯母川探検隊,琵琶湖博物館,講師.

伯母川探検隊夏編,地域科学館連携支援事業伯母川探検隊,草津市伯母川,講師.

夏休み自由研究講座,琵琶湖博物館,運営.

観察会,多賀町権現谷,案内.

伯母川探検隊秋編,地域科学館連携支援事業伯母川探検隊,草津市伯母川,講師

観察会,琵琶湖博物館,運営.

2003年度,はしかけ ｢はねはねくらぶ｣,琵琶湖博物館,運営.

他の博物屠 ･i*Bg等主催行事

2003年5月16日,滋賀県高等学校理科教育研究会,滋賀県高等学校理科教育研究会総会研修,王琶湖博物館,講師.

凍棄対応

2003年7月8日,

2003年7月9日,

2003年8月23El,

博物館.

2003年10月22EI,

2003年11月16日,

2003年12月4日,

設立経緯 ･理念 ･研究組織 ･展示の特徴の説明,呉市議会,琵琶湖博物館.

設立経緯 ･理念 ･研究組織 ･展示の特徴の説明,韓国順天市市長､副議長他,琵琶湖博物館.

自然の恵みと滋賀の環境問題～琵琶湖の歴史と身近な環境問題,滋賀県中小企業家同友会,琵琶湖

展示説明,湖南省政府代表者,琵琶湖博物館.

設立経緯 ･交流活動 ･情報システム,霞ケ浦対策課,琵琶湖博物館.

設立経緯 ･理念 ･運営などの説明,所沢市教育委員会,琵琶湖博物館.
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2003年12月5日,展示説明,台湾嘉義県長一行,茸琶湖博物館.

2003年3月5日,設立経緯 ･理念 ･研究組織 ･展示の特徴の説明,南京地質古生物学研究所,琵琶湖博物館.

【資料整備活動】

雷言潮博物虜の居動

脊椎動物化石標本の購入,主担当.

現生骨格標本作製,主担当.

脊椎動物標本の受入,主担当.

地学標本の資料採集 ･データー収集,主担当.

図書選定委員

【展示活動】

芳書励博物虎の;=動

2003年9月から,企画展示実施設計製作,副担当.

【企画調整事業】

中長期検討チーム,副担当,2003年度.

館内人事､館外活動等に関すること

【海外渡航】

2003年5月24日～6月2日,ユーコン州 (カナダ),国際学会発表.

2003年3月7E】～3月16日,北京市 ･天津市,総合研究に伴う調査.

【館外の活動】

2003年度,花巻市博物館建設推進室,指導 ･助言,花巻市博物館 (仮称)の展示物製作指導.

2003年度,香川県自然科学館,指導,研修生の研究指導.

2003年度,大津市科学館運営協議会,委員.
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用田 政晴 YODA,Masaharu 考古学

専門学芸員 研究部環境史研究領域

(兼)総務部企画調整課長

アジア地域をフィールドに調査活動を行ってきたアジア考古学研究機構は､その第一期5年の活動総括として､琵

琶湖博物館研究調査報告書第22号 『アジア基層文化の探求-アジアから日本列島と琵琶湖を見る-』を2004年

3月に刊行した｡

アジア考古学研究機構は､滋賀県内の行政組織に所属する考古学研究者の団体であり､筆者が代表を務める組織で

ある｡これまでベトナム､カンボジア､台湾､インド､中国などアジアの各地において､考古､民俗､近現代史など

のアジア的視点から日本列島と琵琶湖地域を見直すという調査研究を行ってきている｡その成果の一部はこれまでも

公表してきたが､今回､これからの新たな方法論開発のため､これまでの活動を一旦振り返ろうと､筆者が編集者と

してとりまとめたものである｡琵琶湖博物館の中長期目標 『地域だれでも･どこでも博物館』の実践活動の一環とし

ても評価されることを意図した活動である｡

2002年10月に伊吹町で行われた京極氏シンポジウムにおいて､筆者が発表した中世山岳寺院の研究成果が､

シンポジウム記録本として刊行された｡近江は山岳寺院の隆盛した地域であり､これまでその調査も積極的に行われ

てきた｡こうした調査を総括しながら､類型化を試みた研究を更に進めて､今後は学術論文としてまとめていきたい｡

あわせて､筆者が20年はど前に報告した中世山岳寺院 ･弥高寺跡の発掘調査成果を採録した本が､地元から刊行

された｡遺跡保存の機運が盛り上がった結果であり､関係者の一人として感慨深いものがある｡

また､琵琶湖博物館の収蔵資料である彦根市松原内湖遺跡出土の箆状木製品が､平成 15年度に県指定有形文化財

に指定され､その紹介を博物館の機関誌 『うみんど』で行った｡その後､北海道小樽市の忍路土場追跡出土の箆状木

製品を実見し､その頬似性に驚くと共に､北海道の各地で見たアイヌの民俗楽器 トンコリとの根本的な違いもつかむ

ことができた｡実際に資料を見ることの重要性を改めて感じた｡

研究活動とは離れるが､El本考古学協会滋賀大会を滋賀県立大学で開催し､筆者も実行委員としてその準備にあたっ

た｡また､県立大学大学院の非常勤講師も務めた｡日本考古学を論じるにあたって､あらためて日本考古学界の現状

を振り返り､自分自身の勉強にもなるよい機会であった｡一方､考古学者近藤義郎による 『発掘五十年』 と題 した書

物の編集作業等に携わった｡戦後日本考古学を総括的に振り返るこの仕事は､まだ作業の一部を残しているものの､

ある程度刊行の見通しが立ちつつある｡

その他､松原内湖遺跡で検出された幕末彦根藩の火薬庫の意義を茸琶湖との関係で説明した小文や琵琶湖の湖底遺

跡の紹介文も 『湖国と文化』で公表した｡

印刷物

【専門分野の著作】

用田政暗 (2003)中世山岳寺院 ･弥高寺跡の特質.伊吹町教育委員会,京極氏の威 ･まち･寺一北近Zr厳国史-,サ

ンライズ出版,彦根市 :69-80.

用田政晴 (2004)アジアから日本列島と琵琶湖を見る-アジア考古学研究機構の調査研究活動-. アジア考古学研究

機俵 屋若潮博物館研究粛査#告書,22,琵琶湖博物館.

用田政晴 (2004)トンレサップ湖の意義とアンコ-ル遺跡群との諸関係.アジア考古学研究機構,窟若潮博物館研究

謂査#告 22,琵琶湖博物館.

用田政晴 (2004)イスラエルの琴湖と琵琶湖.アジア考古学研究機構,屠若潮博物館研究粛査布告 22,琵琶湖博物

館.

用田政情 (2004)琴湖 ･ガリラヤ湖の遺跡保護と発掘調査.アジア考古学研究機構,雷若潮博物館研究謂査#告,22,

琵琶湖博物館.

用田政晴 (2004)ベトナムの地域博物館.アジア考古学研究機構,窟若潮博物館研究粛査揮告,22,琵琶湖博物館.

用田政晴 (2004)イスラエル事情と博物館.アジア考古学研究機構,_琵琶瀦博物館研究調査顛告,22,茸琶湖博物館.

用田政晴 (2004)(再録)弥高寺跡調査概報.山喜仁生,弥高のあゆみ 弥高物語,伊吹町弥高
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【一般向けの著作】

用田政晴 (2003)松原内湖の火薬庫.潮国と文化,103,滋賀県文化振興事業団,92-95.

用田政晴 (2003)琵琶湖の湖底遺跡と水没村伝承.M国と文化 104,滋賀県文化振興事業団 :14-17.

用田政晴 (2004)滋賀県指定有形文化財に指定された松原内湖遺跡出土箆状木製品と松原内湖の意義. うみんど,琵

琶湖博物館 :5-6.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

用田政晴 (2003年8月15日)琵琶湖周辺における中世山岳寺院の特質.琵琶湖博物館研究セミナー,琵琶湖博物館 (草

津市).

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館専門研究 ｢近江の普遍性と固有性に関する考古学的研究｣(2003年度).

近藤義郎 『発掘五十年』企画委員会,委員,(2003年度).

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

アジア考古学研究機構代表.

日本考古学協会滋賀大会実行委員.

【大学の講義 ･実習､学生の指導など】

2003年度前期,滋賀県立大学大学院人間文化研究科,日本考古学.

2003年11月19日,京都造形芸術大学､博物館学履修学生,｢琵琶湖博物館の収蔵施設｣.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

定言潮博物慮■の.主催行事

2003年8月8日,琵琶湖博物館の展示,博物館学実習,琵琶湖博物館.

2003年8月23E],伊吹山文化資料館友の会との交流,フィールドレポーター交流会,伊吹山文化資料館,伊吹町.

2003年9月6日,考古学でみる琵琶湖,環境史入門講座,琵琶湖博物館.

他の博物鹿■･&Bg等主催行事

2003年7月1日,琵琶湖の船の歴史,米原町教育委員会,米原町ふれ愛大学歴史講座,米原町磯公民館,講義.

顔票対応

2003年4月15日,

2003年5月10El,

2003年5月29日,

2003年5月31[],

2003年7月10日,

2003年7月12日,

2003*8月5E),

2003年8月6日,

2003年10月11日,

伊吹山文化資料館.

くらしき作陽大学.

国土交通省､滋賀県住宅課.

国際文化研修所.

北海道大学.

日本科学未来館.

韓国 ･楊平郡､京大生態学研究センター.

早稲田大学.

甲良町金屋.
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2003年10月31日,

2003年11月6日,

2003年11月19日,

2004年1月14日,

2004年2月10日,

2004年3月4日,

大阪大学.

伊吹山文化資料館.

京都造形芸術大学.

北海道開拓記念館.

韓国･公州博物館､県立大学.

国立歴史民俗博物館.

【資料整備活動】

雷琶励博物館の房動

考古資料､配架整理,主担当,100件.

民俗文化財資料､写真撮影,副担当,1000件.

【展示活動】

芳書潮博物虎の,･5動

1月14日～2月22日,ギャラリー展示 ｢楽石注意｣,展示の一部制作.

【企画調整事業】

月曜開館行事,行事開催,8月毎週月曜日,準備 設営 撤収,琵琶湖博物館.

中長期基本計画策定,中長期基本計画の策定検討,毎月第2･4金曜E],チーム員,琵琶湖博物館.

滋賀県博物館協議会事務局,総会 ･各委員会等の運営,事務局員,県博協会員館.

館長対談企画,企画立案､準備,琵琶湖博物館.

館内人事 ･館外活動等に関すること

【海外渡航】

7月21日～7月28日, トルコ･エジプト,博物館調査.

【館外の活動】

2003年度,能登川町神郷亀塚古墳発掘調査指導委員会,委員.

2003年度,米原町歴史資料館建設準備委員会,委員長.

2003年度,秦荘町歴史文化資料館運営委員会,委員.
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牧 野 久美 MAKINO, Kumi 民族学 (文学修士)

主 任学芸員 研究部環境史研究領域

(兼)総務部企画調整課

琵琶湖の船､特に丸子船の構造について､日本の他の準構造船と比較しながら､その特徴についてあらためて検証

を行なった｡横断面に主点を置いて分析を行なったものは､論文として公表された｡また､近年修復された丸子船に

ついてその修復過程を記録した映像資料を製作したり､はしかけさんと共に船を通じた活動を行った｡丸子船交流デ

スクの情報を展示に利用したり､琵琶湖の伝統的木造船の模型の積み荷を再現したり､かつての船をとりまく情報の

とりまとめを行なった｡こうした成果は今年度立ち上げたインターネットページにて公開した｡さらに､館が所蔵す

る船大工道具の情報公開に向けて資料整理を始めた｡

キンネレット湖の調査については､発掘作業がほぼ終了し､これまでの結果を踏まえて2つの論文を作成し､受理

された｡

印刷物

【専門分野の著作】

杉本智俊 ･牧野久実 (2003)聖書の世界の考古学.(翻訳:A.Mazar著,ArchaeologyoftheLandoftheBible,

10,000-586B.C.E.)リュトン,東京 :414p.
牧野久実 (2003)丸子船の横断面が語ること.史学,72(3･4),三田史学会,東京 :189-204.

牧野久美 (2003)イスラエル国エン･ゲヴ追跡から出土したペルシャ時代から-レニズム時代の土器～遺物データベー

スにもとづいて.慶応義塾大学屈農学考古学論文集 (受理),六一書房,東京.

牧野久実 (2004)執筆項目:エリコ､エン･ゲヴ､ガリラヤ､キプロス土器､ヌジ､テルベイトミルシム､ ミケーネ

土器､養子縁組_ 日本オリエント学会,古代オl)エンFL事典 (受理),岩波書店,東京.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表】

牧野久実 (2003年10月17日)丸子船の断面が語ること.琵琶湖博物館研究セミナー,琵琶湖博物館 (草津市),[発表].

【研究プロジェクト等への参加】

文部科学省科学研究費調査 ｢イスラエル国ガリラヤ湖周辺地域の宗教文化についての総合研究｣(研究代表者 :月本昭

男),研究分担者 (2003年度).

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

苦言潮博物虜の主催行事

2003年6月7日,

2003年1月31日,

2003年5月9日,

2003年5月13日,

2003年6月2日,

2003年6月23日,

2003年7月7日,

丸子船に乗ってみよう,観察会,雄琴港 ･大津市,運営.

立ち上げ,丸子船探検隊,琵琶湖博物館,運営.

打ち合わせ,丸子船探検隊,琵琶湖博物館,運営.

館内資料視察,丸子船探検隊,琵琶湖博物館,運営.

丸子船掃除,丸子船探検隊,琵琶湖博物館,運営.

模型の帆柱立,丸子船探検隊,琵琶湖博物館,運営.

丸子船掃除,丸子船探検隊,琵琶湖博物館,運営.
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2003年 7月26日,

2003年10月18日,

2003年10月18日,

2003年11月16日,

2003年12月13日,

2004年 1月31日,

2004年2月28日,

ペーパークラフト,丸子船探検隊,琵琶湖博物館,運営.

船大工の仕事場を訪ねてみよう,丸子船探検隊,松井造船所 ･大津市,運営.

織姫の仕事場を訪ねてみよう,中世のおんなたち,琵琶湖博物館,運営.

収蔵庫の機織り用具を調べてみよう,中世のおんなたち,琵琶湖博物館,運営.

琵琶湖の伝統船模型の積み荷を復元しよう,丸子船探検隊,琵琶湖博物館,運営.

琵琶湖の伝統船模型の積み荷を復元しよう,丸子船探検隊,琵琶湖博物館,運営.

琵琶湖の伝統船模型の積み荷を復元しよう,丸子船探検隊,琵琶湖博物館,運営.

2004年3月5日-14日,丸子船探検隊の紹介,はしかけ発表会,琵琶湖博物館,運営.

フロアートーク･質問コーナー,琵琶湖博物館,14件.

他の博物庶 ･i*H等主催行事

2003年11月6日,民具整理について,草津市立新堂中学校,職場体験,琵琶湖博物館,指導.

2004年 2月14日,丸子船探検隊の紹介,パワフル市民交流21,市民センター (革津市)参加.

凍棄対応

2003年5月16日,丸子船について,滋賀県高等学校理科教育研究会.

2003年5月,B展示室について,JAS.

メディ7への滋カ

2003.夏号,水クリーン工業株式会社,水の話,琵琶湖の船,(2003年4月24日取材).

滋賀報知新聞,丸子船,(2003年6月13日取材).

2004年 1月27日,京都新聞,丸子船研究,(2004年1月19日取材).

【資料整備活動】

雷冨湖博物虚■の店動

丸子船の修復,静止画貸出し,1件.

丸子船の修復,映像資料作成.

最後の丸子船の舵､シキオサ工､カサギ,民俗資料収集.

琵琶湖の木造船模型購入事業,民俗資料購入.

船大工道具の整理,民俗資料整理.

【展示活動】

吉夢潮博物虎の居動

2003年4月17日,交流員新人研修,B展説明.

2003年9月24E],交流員新人研修,B展説明.

2003年9月26日,交流員新人研修,B展説明.

展示交流員と話そう (岩見交流員),内容指導.

モーニングレクチャー ｢展示における県民活動について｣,完琶湖博物館,3件.

【企画調整事業】

新任職員研修,主担当.

博物館実習,主担当.

印刷物管理,主担当.

来館者アンケート調査,主担当.

研究部,主担当.

国際交流,副担当.

-22-



【研究部関連事業】

2003年度,研究部連絡調整,主担当.

館内人事､館外活動等に関すること

【館外の活動】

2003年度,新旭町熊野本遺跡群保存活用構想委員会,構想委員,民俗郡長､

2003年 5月19日,5級小型船舶免許取得.
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山川 千代美 YAMAKAWA,Chiyomj 古植物学 (教育学修士)

主任学芸員 研究部環境史研究領域

(兼)展示担当グループリーダー

研究テーマは,｢新生代の植物化石の研究｣とし,分類学的および系統学的研究や化石植物群の組成解析による古植

生の復元､古植物相の変遷や古気候推定などを明らかにすることを目的にしている｡

今年度の研究活動は,昨年から引き続き,総合研究 ｢博物館資料の収集 ･整理 ･保管と利用に関する研究｣,と共同

研究 ｢琵琶湖堆積盆地の後期鮮新世約250万年前前後の古環境変化と古植生変化｣を軸に,古琵琶湖層群や滋賀県の地

質に関連した新生代の植物化石を題材に取り組んでいる｡

1.古琵琶湖層群産シダの葉化石 :水口町水口大橋付近の野洲川河床に分布している古琵琶湖層群の迫火山灰層下

部からシダ植物の糞化石が産出した. Onocleacf.0.sensibilisvar.interruptaなど4種を同定し,その記載

と堆積環境の考察を行い,現在論文にまとめている.新第三紀以降産出数が少ないシダ植物の化石記録として貴

重な資料と言える.

2.伊吹山麓の古環境復元 :伊吹町藤川寺林の採石場に分布している阿蘇 1火山灰層直上の地層から,材化石や大

型植物化石,昆虫化石,花粉化石を検出し,古環境の解析を行った.その結果を現在論文にまとめている｡

3.古琵琶湖層群の化石林調査 :約260万年前の化石林の調査を行った.朝国地域に繋がる吉永地域を重点に地質調

査と試料採取を行い,連続した化石林の植生変化を追っている｡

4.二上層群産の植物化石 :奈良県香芝市付近に分布している凝灰岩層 (二上層群)から産出した大型植物化石の

クリーニングを進めている.3分の1を終えた状況である｡

上記のはか,11月30日に日本植生史学会で ｢上部鮮新統古琵琶湖層群産球果化石群の組成と外部形態の変異｣ と題

してポスター発表を行った｡

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表】

山川千代美 (2003年11月30日)上部鮮新統古琵琶湖層群産の球果化石群の組成と外部形態の変異.第18回日本植生史

学会,岡山理科大学国際交流センター (岡山県倉敷市),[ポスター発表].

山川千代美 (2003年12月19日)滋賀県水口町幸が平の古珪琶湖層群産球果化石群について.平成15年度第8回琵琶湖博

物館研究セミナー,琵琶湖博物館 (革津市),[口頭発表].

【研究プロジェク ト等への参加】

珪琶湖博物館総合研究 ｢博物館資料の収集 ･整理 ･保管と利用に関する研究｣(研究代表者 :八尋克郎),研究分担者

(2003年度).

琵琶湖博物館共同研究 ｢琵琶湖堆積盆地の後期鮮新世約250万年前前後の古環境変化と古植生変化｣(研究代表者 :百

原 新),研究副代表 (2003年度).

琵琶湖博物館専門研究 ｢新生代における植物化石の研究｣(2003年度).

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

彦冒,･'#博物館の主催行事

2003年9月13E),街路樹からみる植物化石､博物館連続講座,琵琶湖博物館,草津市,講師.

2003年10月12日,化石の採集会,フィールド観察会,多賀町権現谷,副主任.

2003年9月7日,第12回地学研究発表会,琵琶湖博物館,草津市,企画 ･運営.

2004年2月8E1,第13回地学研究発表会,琵琶湖博物館,革津市,企画 ･運営.
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他の博物館 ･i*Bg等主催行事

2003年7月23日,琵琶湖博物館､展示 ･収蔵庫見学,滋賀県立石部高等学校,琵琶湖博物館 (草津市),講師.

顔棄対応

2004年 1月14日,環境展示視察,北海道開拓記念館.

メディ7への好カ

2004年2月,NHK大津,ひるどき関西,ギャラリー展示 ｢楽石注意 !｣紹介,(2004年1月取材).

2004年 1月,中El新聞滋賀版,ギャラリー展示 ｢楽石注意 !｣紹介,(2004年1月取材).

2004年2月,NHK大阪,ぐるっと関西,ギャラリー展示 ｢楽石注意 !｣紹介,(2004年1月取材).

【資料整備活動】

彦雷朗博物鹿■の着動

地学資料 ･鮮新一更新統の植物化石標本,整理と同定.

【展示活動】

窟琶潮博物鹿■の着動

2004年 1月14日～2月22日,ギャラリー展示 ｢楽石注意 !一石の愛し方 ･遊び方 ･楽しみ方｣､企画 ･製作 ･実施運営,

主担当.
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橋本 道範 HASHIMOTO,Michinori 文献史学 (文学修士 )

主任学芸員 研究部環境史研究担 当

(兼)事業部資料担 当

既に昨年度終了した共同研究 ｢琵琶湖集水域における中世村落確立過程の研究一考古資料の分析を中心として-｣

の成果公表に追われた一年間であった｡その結果､『琵琶湖博物館研究調査報告第21号 琵琶湖集水域における中世

村落確立過程の研究』を刊行することができた｡そのなかで､｢序論-なぜいま ｢中世村落｣を取り上げるのか-｣に

おいては研究の意義を簡単に整理し､｢近江国野洲郡兵主郷と安治村一中世村落の多様性 ･不安定性 ･流動性 ･階層性

について-｣において､野洲川下流域末端の上位と下位の中世村落の動向を概観し､流動的な下位の村落がいかにし

て確立したかを論じた｡また､｢結語一琵琶湖集水域における中世村落の ｢確立｣について-｣において､研究全体の

成果を､琵琶湖集水域における中世村落と水系との関わり､琵琶湖集水域における中世村落と領主的存在およびその

居館との関わり､茸琶湖集水域における中世村落の自立と地域社会の再編成､琵琶湖集水域における中世村落変容の

画期の4点に整理して述べた｡更に､未紹介部分を含む長浜市神照寺所蔵の中世簿冊の翻刻にも共同して取り組んだ｡

これらによって､共同研究で蓄積された成果のすべてを公表できたとはいえないものの､一応の区切りとなったとは

考えている｡今後当面は共同研究という形はとらないが､分析の余地を残したと考える中世の人工水系 (溝と堀)の

文献史的側面からの分析を引き続き行いたいと考えている｡

次に､総合研究 ｢博物館資料の収集 ･整理 ･保管と利用に関する研究｣については､｢歴史資料情報のネットワーク

化に関する研究｣を分担しているが､昨年度に引き続き､地域の方々自らが地域の歴史や文化について取りまとめた

｢集落誌｣を取り上げ､収集した｡

次に､総合研究 ｢東アジアのなかの琵琶湖-コイ科魚類の展開を軸とした一環境史に関する研究｣については､中

世のコイ科魚頬の消費実態解明のため､『山科家礼記』に現れる魚介類記事のデータベース化が完了したことを受け､

その別本である 『康正三年記』の魚介類記事のデータベース化を行い､引き続いて同時期の 『言国卿言Eigのデータベー

ス化を行っている｡データが出揃ってきたため､分析に着手し始めている｡

次に､専門研究については､数年来裁許状研究会の一員として取り組んできた ｢鎌倉幕府裁許状の歴史的位置一対

問 ･勘判を引用する裁許状の波及に注目して-｣(仮)の執筆に取り組み､その一部は東寺文書研究会で報告 した

(｢東寺の裁許と裁許状小考｣)｡投稿は次年度の予定である｡

なお､引き続き岡山県邑久郡邑久町史の資料編の中世部分 (備前国豊原庄関係資料)の編集にも携わった｡

印刷物

【学術論文】

橋本道範 (編)(2004)琵琶湖集水域における中世村落確立過程の研究.麿若潮博物館研究謂査報告,21,茸琶湖博物

館,滋賀県 :312p.

橋本道範 (2004)序論-なぜいま ｢中世村落｣を取り上げるのか一.雷苦瀞博物館研究粛査報告 21,度若潮集水域

における中世村落確立過岸の研究,党琶湖博物館 :7112.

楕本道範 (2004)近江国野洲郡兵主郷と安治村-中世村落の多様性 ･不安定性 ･流動性 ･階層性について一.窟晋瀞

博物館研究謂査布告,21,.琵苦瀞集水域における中世村落確立適者の研究,琵琶湖博物館 :79-107.

橋本道範 (2004)結語一琵琶湖集水域における中世村落の ｢確立｣について1.度若潮博物館研究謂査#告,21,_琵琶

湖菜水域におEj'る中世村落確立過程の研究,琵琶湖博物館 :121-132.

太田浩司 ･岸妙子 ･野本景子 ･橋本道範 (2004) 《史料紹介》神照寺所蔵中世簿冊.腰若潮博物館研究粛査報告 21,

.琵昔瀞集水域における中世村落確立過程の研究,琵琶湖博物館 :275-308.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表】

橋本道範 (2003年8月3日)東寺の裁許と裁許状小考.第3期東寺文書研究会,京都産業大学同窓会館 (嘉都市).
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【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館総合研究 ｢博物館資料の収集 ･整理 ･保管と利用に関する研究｣(研究代表者 :八尋克郎),研究分担者

(2003年度).

琵琶湖博物館総合研究 ｢東アジアのなかの琵琶湖-コイ科魚類を軸とした-環境史に関する研究｣(研究代表者 :中島

経夫),研究分担者 (2003年度).

琵琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖関係古文書に関する歴史的評価一日本列島における13世紀の社会 ･経済構造の転換と琵

琶湖地域-｣(2003年度).
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里口 保文 SATOGUCHl,Yasufumi 層序学 (理学博士)

学芸員 研究部環境史研究領域

(兼)総務部企画調整課

主として､古琵琶湖層群とその同時代の地層 (鮮新一更新統)にある火山灰をもとに､広範囲で詳細な地層層序を

あみ､時空間的な地層形成環境の変化や､日本の大規模な鮮新一更新世爆発的火山噴火活動史を明らかにすることを

目的としている｡

2001年度から行っている､申請専門研究 ｢房総半島の鮮新統三浦層群を主軸とした本州中央部の鮮新続に挟在する

火山灰の広域対比｣は今年度が最終年度であった｡この研究は､古琵琶湖層群下部とほぼ同時代に形成された地層で

あり､詳細な層序年代が検討されている房総半島の三浦層群上部を対象に､そこに挟在する多くの火山灰の中から､

古琵琶湖層群下部の火山灰と同じものを探し (同じ火山灰を兄いだすことを"対比"という)､両層群の同時間面 (揺

ぼ同じ時間に形成された地層の面)を設定するという目的で行っている｡三浦層群安野層に挟在する火山灰のうち岩

相などから広域に広がった可能性が高い火山灰を選び出し､その鉱物組成や火山ガラスの形状や化学組成を明らかに

した｡それらの性質より､もっとも広域に対比されている古琵琶湖層群の喰代ⅠⅠ火山灰と三浦層群中の火山灰の対比

を検討したが､類似する性質をもついくつかの火山灰があることから対比が難しく､その上下の層準に挟在するいく

つかの火山灰とセットで対比することを検討するため､より古い時代の地層を含む伊勢湾周辺の東海層群の火山灰も

広域対比の対象として検討を行った｡その結果､古琵琶湖層群の喰代ⅠⅠ火山灰を含めたいくつかの火山灰の対比を行っ

た｡これにより､古琵琶湖層群最下部と同年代の地層について､広域な層序を整理することができた｡ この成果につ

いては､日本地質学会学術大会で発表を行い､論文を投稿中である｡

湖西の堅田丘陵に分布する古琵琶湖層群にこれまで記載されていない火山灰あり､この火山灰について性質を明ら

かにしたところ､房絵半島に分布する上総層群中の火山灰と対比されることがわかった｡このことについては日本第

四紀学会大会にて発表した｡

また､本州と九州に分布する500万年以降の地層の広域層序とそれらに挟在する火山灰から､この時代における日本

の爆発的火山噴火の履歴について検討した｡この結果は札幌で行われたIUGG2003にて発表した｡

伊勢湾周辺､静岡県掛川付近まで分布が確認されていた古琵琶湖層群中部付近に挟在する虫生野火山灰について､

新潟地域に分布する地層中の火山灰との対比を新潟大学のグループと共同研究にて行い論文化された.

さらに､これらの地層情報を博物館としてどのように残すことが可能か?について､総合研究 ｢博物館資料の収集･

整理 ･保管と利用に関する研究｣の一部として行った.我々の生活の場の基盤をなす地層､とくに数百万年以降の柔

らかい地層は､宅地開発を初めとする開発や､砂疎などの原料採取のために､改変が進むため消滅する可能性が高い｡

このような人間活動によって消滅する地層を対象に博物館資料としてどのように考えるべきかつについて､それらが

モノ資料と同様に研究やそのほかの用途に利用されるために必要な整理と情報の収集について､問題点などを議論 し

た｡

以上のような研究成果とこれまでの研究､これから行おうとする研究や､研究を元にした交流活動をはじめとする

博物館の活動について､琵琶湖博物館インターネットページの個人管理ページで発信を行っている｡

また､滋賀県に関係する地学関係者による情報交換や交流､研究の活発化などを目的として､王琶湖博物館地学関

係学芸職員と共に事務局をもち､研究会を開いている｡その第12回､第13回を行い､ニュースレタ-の発行も行った.

この研究会の活動については､前述の個人管理ページにおいて研究会のページを作成して紹介している｡

印刷物

【学術論文】

Kurokawa,K.,Ohashl,A.,Higuchi,Y.andSatoguchi,Y.(2004)CorrelationofthelatePlioceneMushonoI

ShlralWaTephraBedsintheKobiwakoandKakegawaGroupstotheKyp-NAll-Jwg4TephraBedsin

theNligataregion,central Japan.MemoirsOftheFacultyofEducationandHumanSclenCeS(Natural

Sclences),Vol.6,NIIGATAUNIVERSITY:1071120.
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【一般向けの著作】

里口保文 (2003)特集 びわ湖不思議発見 ｢至己琶湖の環境変化と移動はどうしてわかる?｣.潮国と文化,104,滋賀県

文化振興事業団,滋賀県 :10-13.

里口保文 (2003)特集 ｢楽石注意 !石の愛し方 ･遊び方 ･楽しみ方｣.うみんと 28,琵琶湖博物館,滋賀県 :2-3.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

Satoguchi,Y.andNagahashi,Y.(2003年7月4日)Transitionoflarge-scaleexplosiveeruptionsbasedon

PllOCenetOPleistocenetephrostratlgraphylnJapan.IUGG 2003 (ⅩⅩⅠⅠIGeneralAssemblyofthe

lnternationalUnionofGeodesyandGeophysics),IUGG (theInternationalUnionofGeodesyand

Geophysics),SapporoMediaPark,(Sapporo,Hokkaido).

里口保文 (2003年8月15El)古琵琶湖層群下部の広域火山灰とその年代.琵琶湖博物館研究セミナー,琵琶湖博物館

(革津市).

里口保文 ･服部 昇 (2003年8月29日)古琵琶湖層群堅田累層山下火山灰と上総層群笠森層Ks5火山灰の対比.2003年

日本第四紀学会大会,E]本第四紀学会,大阪市立自然史博物館 (大阪市).

里口保文 (2003年9月21日)三浦層群安野層と東海層群常滑層の火山灰対比からみた鮮新統広域層序とその年代.日本

地質学会第110年学術大会,日本地質学会,静岡大学 (静岡市).

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館申請専門研究 ｢房総半島の鮮新統三浦層群を主軸とした､本州中央部の鮮新続に挟在する火山灰の広域

対比｣(2001年4月～2004年3月).

茸琶湖博物館総合研究 ｢博物館資料の収集 ･整理 ･保管と利用に関する研究一琵琶湖地域にある試料の利活用の方法

論-｣(研究代表者 :八尋克郎),副代表者 (1997年4月～).

琵琶湖博物館総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖-コイ科魚類の展開を軸とした-環境史に関する研究｣(研究代表者 :

中島経夫),研究分担者,(1996年4月～).

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

日本地質学会,生涯教育委員会委員,2002年2月～2004年3月.

地学団体研究会,地球科学,査読,1件.

日本地質学会,地質学雑誌,査読,2件.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス事業】

芳書湖岸物館の主催行事

2003年9月13日,環境史入門講座 ｢実験でわかる災害の仕組み｣,琵琶湖博物館入門講座,琵琶湖博物館,草津市,請

演者.

メディ7への好カ

2004年3月5日,KBS京都,きらめき☆Story,コメント,(2004年2月9日取材).

2004年3月24日,あいあいAI滋賀,溶け込む･湖国に移り住んで,インタビュー,(2004年2月10E]取材).

【情報整備活動】

琵琶湖博物館の活動
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琵琶湖博物館内学芸員個人管理ページの更新 ･管理,主担当,多数.

静止画整備 (今津町教育委員会所蔵古写真)､借入の応対,作業管理,副担当,1,515件.

【展示活動】

2004年 1･2月,ギャラリー展示 ｢楽石注意 !一石の愛し方 ･遊び方 ･楽しみ万一｣展示企画,展示案,展示作成,

主担当.

2004年3月,A展示室岩石鉱物展示 ･展示替え,主担当.

【企画調整事業】

滋賀県立琵琶湖博物館年報7号 平成14(2002)年度の出版,編集主担当,2003年7月.

AProfileoftheLakeBiwaMuseumの出版,編集主担当,2003年7月.

琵琶湖博物館要覧の出版,編集主担当,2004年2月.

滋賀県博物館協議会,企画委員会委員,2003年度.

館内の人事 ･館外活動等に関すること

【館内の人事】

2003年度,うみんど編集委員会,編集委員.
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宮本 真二 MIYAMOTO,Shinji 微古生物学 (理学修士)

学芸員 研究部環境史研究領域

(兼)事業部交流担当

堆積物試料中の花粉化石群集の組成変化や,遺跡を対象とした環境考古学的手法をもちいて最終氷期以降の自然環

境の変遷と人間活動との関係性を検討している｡最近では環境考古学はもとより,環境史といったフィール ド科学と

しての環境研究の視点や立場を重視している｡

琵琶湖博物館総合研究 ｢東アジア｣では,前年度に地球環境7において公表した成果を受けて,琵琶湖沿岸地域での

ボーリング･コア採取を開始した｡この研究は,今年度から研究分担者として参加している ｢完新世における琵琶湖

の水位変動過程の復元｣(研究代表者 :小松原 琢)と同時進行で行っている.年代測定値などを得ることによって,

徐々に成果が出てくるものと考える｡

専門研究では,近江盆地や山城盆地において継続してきた先史時代以降の地形環境変遷の成果を各種追跡報告書で

公表した｡引き続き各地の遺跡立地にかかわる調査などを継続している.本年度は,守山市,古高 ･経田追跡の調査

を中心に参加した｡

総合研究 ･申請専門研究にも関わることではあるが,自然環境変遷史ではなく,近年,社会学や中世史において試

みられつつある ｢環境史｣という領域に注目し,地理学における環境論との考察を行い,その成果は ｢フィール ドか

らの環境史一地理学からの応答-｣(E]下雅義編 ｢地形環境と歴史景観一自然と人間の地理学-.古今書院｣として公

表した｡

2001度からは湖北 ･高月町史の編集にかかわることになり,湖岸平野部の追跡立地と地形環境に着目し,先史時代

以降の土地開発過程と自然環境の関係性に考察する目的があり,詳細等高線図などの作業を開始している.2003年度

からは,愛知川町の町史編纂にもかかわるようになり,遺跡分布調査に合わせて,堆積相 ･層の観察などを開始 して

いる｡

｢人間が関与した形成された自然の歴史的研究｣は,単に環境史や環境考古学の領域において重要なだけでなく,

今後の人と自然との関係性を議論するうえでも新しい視点を提示できるものと考える.その為には,境界領域科学の

理論や方法を,環境歴史学などの研究史から学ばなければと考えている｡

これらの研究はA領域 (環境史研究領域)を対象とするものであるが,環境考古学さらには環境史といった領域の

研究は,境界領域に位置していると自覚している｡

印刷物

【学術論文】

宮本真二 (2004)フィールドからの環境史一地理学からの応答-.日下雅義,地形屠場と歴史景餅一日灘 とĴFf77の地

理学-,古今書院,東京 :7-21.

【専門分野の著作】

宮本真二 (2003)滋賀県立琵琶湖博物館常設展示･A展示室 ｢亜熱帯の湖｣コーナーのリニューアル.展示学,35,

日本展示学会 :72-73.

宮本真二 (2003)自然の履歴と人間活動一花粉分析で分かること､分からないこと-.人文地理学会 ｢公開セ ミナー

企画委員会｣,人文地理学会第3回公園セミナ-資料集｢鰭.野の職人技を考えるJ-アルチザン地理学を求めて-,

人文地理学会,京都府 :33-40.
～

【-般向けの著作】

宮本真二 (2003)人の経験と､そのカー琵琶湖博物館の展示交流員一.岡本時行,平成14年度展示交歳月 と話そう,

琵琶湖博物館,滋賀県 :7-8.

宮本真二 (2003)ナマズは東日本にいなかったか?.中井克樹 ･中島経夫･AndrewROSSITER,感賞県jZ屠若潮博

物館第11回企画展示外来生物-つれてこられた生き物たち一展示解説書,琵琶湖博物館,滋賀県 :84-85.
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宮本真二 (2003)展示批評 企画展示 開館20周年記念展示 ｢ドキュメント災害史1703-2003 地震 ･噴火 ･津波,そ

して復興-｣｢主張｣は何か?.歴博,121,Eg立歴史民俗博物館 :31.
宮本真二 (2003)琵琶湖四方山話 遺跡は､なぜそこにあるのか?.瀞国と文化,105,(財)滋賀県文化振興事業団 :

92-95.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表】

宮本真二 (2003年6月14日)琵琶湖における水辺エコトーンの変遷と人間活動.琵琶湖博物館総合研究 ･共同研究発表

会,琵琶湖博物館 (草津市).

宮本真二 (2003年9月19日)｢環境史｣とは何か?-フィールド科学としての地理学からの応答 :レヴュー.琵琶湖博

物館研究セミナー,琵琶湖博物館 (草津市).

宮本真二 (2003年10月18日)地理学は環境問題に対してどのようなアプローチが可能か?一地形環境研究,環境考古

学,環境史からの考察-.第3回環境史研究会,環境史研究会,立命館大学 (京都市).

宮本真二 (2003年10月25日)自然の履歴と人間活動一花粉分析で分かること､分からないこと-.人文地理学会第3回

公開セミナー資料集 ｢地理の職人技を考える｣-アルチザン地理学を求めて-,人文地理学会,太閤EEl(大阪

市).

宮本真二 (2003年11月8E])琵琶湖の水辺エコトーンの変遷と人間活動一過去と現在をっなぐ視点-.第1回生き物文

化誌学会鳥羽大会ワークショップ ｢コイ科をめぐる生き物文化史｣,生き物文化誌学会,鳥羽市民文化会館 (鳥

羽市).

宮本真二 (2003年11月9日)災害にみる過去と現在をむすぶ視点.災害セミナー ｢災害｣の履歴と現在一過去の経験を

いかに現在に活かすか !-｣,救援ボランティア左京,琵琶湖博物館 (草津市).

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖-コイ科魚類の展開を軸とした環境史に関わる総合研究-｣(研究代表

者 :中島経夫),研究分担者 (1997年～).

琵琶湖博物館専門研究 ｢近江盆地における遺跡の立地環境の解析｣(2003年度).

文部科学省基盤研究C｢完新世における琵琶湖水位変動過程の復元｣(研究代表者 :小松原 琢),研究分担者 (2003
年度).

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

人文地理学会,人文地理学会 ｢地理学文献目録｣編集委員会,編集委員 (2001年～).

人文地理学会,人文地理学会公開セミナー企画委員会,企画委員 (2002年～2003年).

日本歴史地理学会,歴史地理学,論文査読,2件.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

雷琶;'iq博物虎の.主催行事

2003年4月27日,フィールドレポーター交流会,琵琶湖博物館,企画運営.

2003年8月23日,フィールドレポーター夏の交流会,伊吹LLl文化資料館 ･伊吹町,企画運営.

2003年9月6日,琵琶湖の長期変動と人間の登場,環境史入門講座,茸琶湖博物館,発表.

2003年度,琵琶湖博物館フィールドレポーター各種活動,琵琶湖博物館,企画運営,25件.

2003年9月7日,第12回琵琶湖博物館地学研究発表会,王琶湖博物館,企画運営.

2003年2月8日,第13回琵琶湖博物館地学研究発表会,琵琶湖博物館,企画運営.

モーニングレクチャー ｢研究活動の紹介｣,琵琶湖博物館､3件.
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視察対応

5月24E],琵琶湖博物館の活動について,(樵)ジオテック技術士事務所,琵琶湖博物館.

7月19日,フィールドレポーターの活動内容について,特定非営利活動法人よこはま里山研究所,充琶湖博物館.

9月13日,琵琶湖博物館の研究活動について,救援ボランティア左京,琵琶湖博物館.

【資料整備活動】

雷冨湖岸物虜の店動

電子顕微鏡維持管理,主担当.

【展示活動】

君富湖博物虜の居動

4月16日,展示交流員A展示室研修,A展示室の展示内容の解説,主担当.

館内人事､館外活動等に関すること

【館外の活動】

2001年～,高月町町史編纂委員会,執筆委員.

2003年～,愛知川町町史編纂委員会,執筆委員.
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桝永 一宏 MASUNAGA,Kazuhiro 水生昆虫学 (理学博士)

学芸員 研究部環境史研究領域

(兼)事業部資料担当

水生双麺類昆虫の水辺環境への適応がどのように進化し,地理的に広がっていったのかについて,時間軸が導入で

きる分子系統学的手法と伝統的な比較形態学的手法を用いて解析し,その系統進化過程を解明することを目標として

研究を行っている.この系統発生像に生物地理学的観点をも含めて考察し,東アジアの中での琵琶湖の成立過程や固

有性を明らかにしようと考えている.

海浜性のアシナガバェは島ごとに種分化している種がみられるので,それらのDNA解析をして進化速度を計算 し,

島の成立年代と摺り合わせて,これらの分岐年代の推定を行う.そこで得られた分子時計を用いて,直接地史が推定

できない場所に分布している淡水性のアシナガバェの分岐年代の推定することを考えている.

本年度の学術論文の発表は英文 ･共著で2本行った.論文タイトルは 『AreviewofthegenusDiostracus(Diptera:

Empidoidea:Dolichopodidae)from China(中国産Diostracus属の総説 (双題目 :オ ドリバェ上科 :アシナガバ ェ

料))』である.ナガレアシナガバエ属Diostracusは従来中国 (台湾を含む)から16種が知られていたが,今回新たに2

種が発見されたので､それらの記載を行った｡また本属の中国産全18種について検索を容易にするために検索表を作

成 した.また､『A review ofthegenusNeun'gonel]aRobinson,1964from Nepal(Diptera:Empidoidea:
Dolichopodidae).ネパール産Neurl'gonel]a属の総説 (双廼目 :オドリバェ上科 :アシナか 工ヾ科)Egでは､Neurigonella

属は従来､新北区に1種,旧北区に17種しか報告されていなかった｡今回､東洋区であるネパールから初めてNeurigonella

属を4種記録 した｡そのうち2種が新種であり､記載 ･図示した.

文部科学省の科学研究費補助金 (科研費)の研究 ｢大洋島における海洋性アシナガバェの種分化と起源｣において

研究代表者として,2003年6月24日から7月25日の間,ポルトガル領のアソーレス諸島 (サンミゲル島,サンタマリア

島,テルセイラ島,グラシオーザ島,ファイアル島,サンジョルジ島,ピコ島,フローレス島,コルポ島の9島),マ

ディラ諸島 (マディラ島,ボルトサント島の2島),ポルトガル本土 (サンタクルス,サグレス)で調査を行った, こ

れらの島々はホットスポットにより形成された島なので,島の成立年代が分かっており,各島のハエのDNAを調べ,

ハエの進化速度を計算しようと考えている.

琵琶湖博物館の共同研究 ｢東アジアにおける第三紀起源昆虫の分子進化学的研究｣において研究代表者として,2003

年6月10日から6月18E]の間,韓国へ渡航 し調査を行った.今まで雄しか知られていなかったアシナガバェのDl'ostracus

morimotolの雌成虫が初めて採集された｡この他､多数の水生双廼頬標本が収集され,現在,標本作製やDNAの解析

を行っている.

印刷物

【学術論文】

Zhang,L.,Yang,D.andMasunaga,K.(2003)AreviewofthegenusDiostracus (Dlptera:Empidoldea:

Dolichopodidae)from China.B1-ologia,BratJ'S]ava,InstituteofZoology,SlovakAcademyofSciences,

58:89ト895.

Yang,D.,Saigusa,T.andMasunaga,K.(2003)AreviewofthegenusNeun'gonellaRobinson,1964from

Nepal(Diptera:Empldoidea:Dolichopodidae).AnnalesZoologic),Warszawa,53(4):663-665.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

桝永一宏 (2003年9月19El)ハワイ諸島における海洋性アシナガバェの分布と系統.琵琶湖博物館研究セミナー,琵琶

湖博物館 (草津市).
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【研究プロジェクト等への参加】

科学研究費補助金 ｢大洋島における海洋性アシナガバェの種分化と起源｣(研究代表者 :桝永一宏),研究代表者,(20

03年度).

琵琶湖博物館共同研究 ｢東アジアにおける第三紀起源昆虫の分子進化学的研究｣(研究代表者 :桝永一宏),研究代表

者,(2003年度).

琵琶湖博物館専門研究 ｢双週目アシナガバェ科昆虫の系統分頬と生物地理｣(2003年度).

琵琶湖博物館総合研究 ｢博物館資料の収集 ･整理 ･保管と利用に関する研究｣,(研究代表者 :八尋克郎),研究分担者,

(2003年度).

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

森林総合研究所,森林総合研究所研究報告,論文の査読,1件.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

密書湖博物鹿■の主催行事

2003年5月17日,収蔵庫探検,琵琶湖博物館,講師.

2003年5月22日,博物館をみてみよう,展示解説,琵琶湖博物館,講師.

2003年5月31日,収蔵庫探検,琵琶湖博物館,講師.

2003年7月26日,虫から見た里山,里山体験教室 ⅠⅠ(夏編),日野町上的月,講師 (八尋克郎氏と共同).

2003年7月27日,自由研究講座,夏休み相談室,琵琶湖博物館,講師.

2003年8月2日,動物標本整理一昆虫標本作製-,平成15年度博物館実習,琵琶湖博物館,講師 (山口幸江氏と共同).

2003年8月5日,昆虫相談,生き物飼い方講座,琵琶湖博物館,講師.

2003年8月16日, ミドリセンチコガネを探しに行こう,博物館観察会,琵琶湖博物館,講師 (八尋克郎氏と共同).

2003年8月24日,昆虫同定会,夏休み相談室,滋賀県大津市,講師.

他の博物磨■･虎Bg等主催行事

2003年5月27日,春の叔母川探検,観察会,滋賀県草津市,講師.

2003年5月31日,千丈川を歩いて発見,ホタルの学校,滋賀県大津市,講師.

2003年6月21日,水生昆虫観察会,滋賀県志賀町,講師.

2003年7月30日,野菜畑に行こう!,畑の虫さがし,滋賀県能登川町,講師 (佐々木 剛氏と共同).

2003年8月23日,千丈川のいきものしらべ,ホタルの学校,滋賀県大津市,講師.

2003年9月27日,千丈川のいきものしらべ,ホタルの学校,滋賀県大津市,講師.

2003年10月9日,秋の叔母川探検,観察会,滋賀県草津市,講師.

2003年10月18日,自然観察シリーズ 第2弾 川探検,水生昆虫探検観察,滋賀県大津市,講師.

2004年3月26日,千丈川のいきものしらべ,ホタルの学校,滋賀県大津市,講師.

メディ7への好カ

2003年4月17日,ギャラリー展示 ｢のぞいてみよう博物館の舞台裏｣の開催について,資料提供,(2003年4月17日取

材).

2003年4月24日,NHK 大津放送局,ギャラリー展示第-回博物館資料展 ｢のぞいてみよう博物館の舞台裏｣につい

て,(2003年4月22日取材).

2003年4月24EI,滋賀ケーブルネットワーク株式会社,ギャラリー展示第-回博物館資料展 ｢のぞいてみよう博物館

の舞台裏｣について,(2003年4月22日取材).

2003年4月24日,びわこ放送,ギャラリー展示第一回博物館資料展 ｢のぞいてみよう博物館の舞台裏｣について,出

演,(2003年4月23日取材).
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2003年5月29日,NHK 大津放送局,ギャラリー展示第一回博物館資料展 ｢のぞいてみよう博物館の舞台裏｣につい

て,(2003年5月23日取材).

2003年5月,KBSラジオ,いくよくるよの知っとこ滋賀,出演,(2003年5月取材).

【情報整備活動】

置冨潮博物館の盾動

昆虫液浸標本データベース構築,上原千春氏と共同分担,5,000件.

【資料整備活動】

琵琶湖博物館の活動

日本､韓国､ポルトガル産の昆虫の収集 ･整理 (液浸,乾燥とも).

【展示活動】

置冨胡博物館の,･5動

2003年4月22日～6月22日,ギャラリー展示第一回博物館資料展 ｢のぞいてみよう博物館の舞台裏｣,主担当.

2003年4月22日,常設展示C展示室 ｢川の生き物を調べる｣の新人研修,分担.

2003年度,常設展示C展示室 ｢川の生き物を調べる｣ライトトラップの展示更新と維持管理,分担.

2004年3月,モーニングレクチャー,琵琶湖博物館,3件.

【企画調整課活動】

2004年2月2日～3日,モンゴル技術研修員の研修,指導.

館内人事 ･館外活動等に関すること

【海外渡航】

2003年6月10日～6月18日,韓国,｢東アジアにおける第三紀起源昆虫の分子進化学的研究｣の調査.

2003年6月24日～7月25日,ポルトガル,｢マディラ諸島とアソーレス諸島における海洋性アシナガバェの種分化と分

散｣の調査.

【館外の活動】

2003年4月～2004年3月,昆虫分類学若手懇談会,事務局.

2003年4月～2005年3月,滋賀県生きもの総合調査昆虫類部会,専門委員.
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前畑 政善 MAEHATA,Masayoshi 水族繁殖学 (理学博士)

総括学芸員 研究部生態系研究領域

(兼)事業部交流担 当グループ リーダー

専門研究では､｢日本産ナマズ属魚類3種の繁殖生態に関する研究｣で一定の成果を挙げることができ､平成15年度

はほぼ1年間かけてこれまでのナマズ類研究の総仕上げともいえる原著論文 ｢ReproductiveecologyoftheFar

EasterncatfishSilurusasotus(Siluridae)fromLakeBiwa,Japan,wlthacomparisontoitstwocongeners

inthelake｣を現在､カナダの科学雑誌EBF(EnvioronmentofBIOlogyofFishes)に投稿中である｡同時に､ナマ

ズ頬の旧来の共同研究者､高井則之氏 (産業技術総合研究所)､小早川みどり氏 (九州大学)等とともに原著論文

｢Growthrate,relativegrowthandpotentialagingmethodusingvertebralcentrainSilurusbiwaensis

(Siluriformes:Siluridae). OtsuchiMarineScience28｣を発表した｡これら論文以外に､ 日本産ナマズの繁殖行

動の地域変異を調査するため､山梨県八代町で夜間調査を実施した｡しかし､この調査ではナマズは出現 したが､産

卵行動を観察することができず､野外観察の困難さを痛感した次第である｡

共同研究 ｢水辺エコトーン再生のための在来魚復活､外来魚排除に関する研究｣では､水辺環境の創生が琵琶湖の

みならず､国内各地で行われることを想定して､そのための具体的な科学的根拠 (データ)を得るための研究の実施

場所や方法を検討するための準備作業を実施した｡具体的には､県内各地における水辺創生事業や水域ネットワーク

(琵琶湖一水路一小溝一田んぼ間ネットワーク)再生に関わる情報を収集するため､水辺の創生 ･再生現場の現地観察､

関連委員会の委員 (たとえば､早崎内湖周辺ビオトープネットワーク検討調査事業に関わる調査検討委員会､近江の

川づくり検討委員会 (琵琶湖統合部会､みずすまし構想推進委員会など))として参加するとともに､行政と民間双方

における水辺環境再生の情報収集機関として ｢田んぼ水辺研究会｣を組織したO次年度以降の調査現場として内湖と

EElんばがセッ.トとなっている場所で､しかも地元に水辺再生と人のつながりを取り戻すことを目的とする既存グルー

プのある高島郡マキノ町海津地区を選定した｡平成15年度には､とりあえず予備調査を実施した｡本共同研究の成果

は､よき研究者をどの程度獲得できるかにかかっているが､これもひとえに本研究が研究者にとってどれだけ魅力あ

る研究方向を示せるかに依ると考えている｡

印刷物

【学術論文】

Takai,N.,T.Kitagawa,M.Kobayakawa,N.Mitsunaga,M.MaehataandW.Sakamoto(2003)Growth

rate,relativegrowthandpotentialagingmethodusingvertebralcentrainSilurusbl'waensis(Siluriformes:

Siluridae).OtsuchiMarineScience,28:45-51.

【専門分野の著作】

前畑改善 ･長井健生 (2002)水族館 ･博物館における希少淡水魚の系統保存.生命の科学遺伝,56(6),裳華房,秦

京 :72-75.

【一般向けの著作】

前畑政善 (2003)ナマズはなぜ田んぼをめざすのか?.琵琶湖博物館 (編),磨一点と文化の多様佐一, サンライズ

出版,彦根市 :107-121.

牧野厚史 ･北村 孝 ･北村 勇･泉 峰一 ･藤岡康弘 ･大槻恵美 ･前畑 改善 (2003)総合討論 鮭からみた田んぼ

のゆくえ.琵琶湖博物館 (編),慶一魚と文化の多様佐一, サンライズ出版,彦根市 ニ1651214.

前畑改善 (2003)ナマズがむすぶ琵琶湖と田んぼ.滋資プラスワン符B･1号,5,滋賀県.

前畑改善 (2004)滋賀の魚 ｢ゲンゴロウブナ｣.京都新聞, 2月24日付朝刊.

前畑改善 (2004)滋賀の魚 ｢ギンブナ｣.京都新聞, 3月30日付朝刊.
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研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表】

前畑政善 (2003年6月4日)

会,琵琶湖博物館,

前畑改善 (2003年7月18日)

発表].

前畑改善 (2003年7月20日)

発表].

前畑政善 (2003年8月22日)

市),[基調講演].

イワトコナマズの繁殖生態の特性.(杜)El本動物園水族館近畿ブロック飼育技術者研究

(革津市),[口頭発表].

イワトコナマズの繁殖生態.琵琶湖博物館研究セミナー,琵琶湖博物館 (草津市),[口頭

水田利用魚類の生態.｢田んぼ水辺研究会｣設立準備会,琵琶湖博物館 (草津市),[口頭

琵琶湖の魚にとっての水田の役割.魚のゆりかご水田シンポジウム,琵琶湖博物館 (草津

前畑政善 (2003年11月30日)魚はなぜ田んぼに侵入するのか?.平成15年度琵琶湖博物館研究発表会,琵琶湖博物館

(草津市),[口頭発表].

宇野雅人 ･鈴木真理子 ･前畑改善 (2003年12月6ED 琵琶湖に生息する淡水魚の絶滅危倶種に関する授業案.平成15年

度日本理科教育学会近畿支部大会,京都教育大学 (京都市),[口頭発表].

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館専門研究 ｢日本産ナマズ頬 3種の繁殖生態｣.

琵琶湖博物館共同研究 ｢水辺エコトーン再生のための在来魚復活､外来魚排除に関する研究｣(研究代表者 :前畑改善),

研究代表者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢-ラブナ｣(研究代表者 :大原健一),共同研究者.

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

2001年6月～,(杜)日本魚類学会,El本魚類学会自然保護委員会,委員.

魚類学会誌,投稿論文査読,1件.

【大学の講義 ･実習､学生の指導など】

滋賀県立大学非常勤講師 〔生物多様性論〕.

金尾 滋史 (滋賀県立大学大学院2回生)修士論文指導.

山中佐紀子 (滋賀県立大学大学院1回生)修士論文指導.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

雷冨湖博物館の主催行事

2003年4月20日,魚の会､第-回野外調査,はしかけ活動,法竜寺川,守山市.

2003年4月23日,琵琶湖の水族展示と博物館の役割,展示交流員新人研修,琵琶湖博物館,草津市,講師.

2003年5月27日,水生生物野外調査 ･春編,地域科学館連携事業,伯母川,革津市,講師.

2003年7月3日,水生生物野外調査 ･夏編,地域科学館連携事業,伯母川,草津市,講師.

2003年8月2El,ザリガニの飼い方,教員 (幼稚園､保育園､小学校)研修,琵琶湖博物館,草津市,講師.

2003年8月3日,魚の会､-スを食べよう,はしかけ活動,琵琶湖博物館,草津市,講師.

2003年8月7Ei,交流事業,博物館実習,茸琶湖博物館,草津市,講師.

2003年9月6日,水生生物野外調査 ･秋編,地域科学館連携事業,伯母川,草津市,講師.

2003年10月22日,魚やザリガニの暮らし,学芸員 トーク,安曇川小学校3年生,琵琶湖博物,草津市,講師.

2003年11月2日,伯母川博物館展示作業手伝い,地域科学館連携事業,志津公民館,草津市,講師.

2003年11月3日,｢ひとはくフェスティバル｣へのフィールドレポーター調査結果出展,兵庫県立入と自然の博物館,
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兵庫県三田市,出品物運搬等.

モーニングレクチャー ｢琵琶湖博物館水族展示室｣,3件

他の博物屠 ･i*bg等主催行事

2003年4月12日,水生生物調査,豊穣の里赤野井湾流域協議会,水環境サロンおよび周辺河川 (草津市),講師.

2003年5月10日,河川から水田へ魚を上がらそう(湖西ふるさと水辺創生事業),滋賀県湖西地域振興局 ･新旭町 ･水

と文化研究会,針江地先の水田 (新旭町),講師.

2003年5月15日,びわ湖の魚と水田の役割,滋賀県レイカディア大学,滋賀県文化産業会館小劇場 (米原町),講師.

2003年6月6E],魚の現状から身近な環境を考える,環境学習講演会,甲南町立甲南中学校講堂 (甲南町),講師.

2003年6月7日,茸琶湖の魚と田んぼ,水の学校講演会,新旭町公民館 (新旭町),講師.

2003年7月8日,淡水魚入門講座 1,シニア自然大学,大阪自然環境保全協会,梅田東生涯学習ルーム (大阪市),請

師.

2003年7月22日,淡水魚入門講座2,シニア自然大学, 大阪自然環境保全協会,梅田東生涯学習ルーム (大阪市),請

師.

2003年7月24日,淡水魚入門講座3,シニア自然大学,大阪自然環境保全協会,梅田東生涯学習ルーム (大阪市),請

師.

2003年7月28El,淡水魚入門講座 野外実習,シニア自然大学,大阪自然環境保全協会,大戸川 (大津市),講師.

2003年7月29日,淡水魚入門講座 野外実習2,シニア自然大学,大阪自然環境保全協会,大戸川 (大津市),講師.

2003年7月31E】,淡水魚入門講座 野外実習,シニア自然大学,大阪自然環境保全協会,大戸川 (大津市),講師.

2003年8月7日,魚の解剖実習,(財)大阪府水道サ-ビス公社,琵琶湖博物館 (草津市),講師.

2002年8月10日,森と里と湖のミュージアムに関する地元学調査,京都精華大学,マキノ町,講師.

2003年8月17E】,琵琶湖の魚と田んぼの機能,若狭湾生物同好会,琵琶湖博物館 (草津市),講師.

2003年8月20日,水族バックヤード探検,中主町ジュニアアドベンチャークラブ,琵琶湖博物館 (草津市),講師.

2003年8月27El,琵琶湖の魚と環境,近江八幡市ロータリークラブ,ホテルニュー近江 (近江八幡市),講師.

2003年9月11日,博物館の紹介,近畿労働金庫営業推進部研修会,ILEC会議室 (草津市),講師.

2003年9月11日,企画展示 ｢外来生物-つれてこられた生き物-｣解説 ･案内,青少年育成湖西地区連絡協議会, 琵

琶湖博物館,講師.

2003年9月18日,河川の環境と魚類,平成15年度土木技術職員専門研修,滋賀県建設技術センター,講師.

2003年9月21日,琵琶湖の魚と環境,淀川フォーラム,琵琶湖博物館,講師.

2003年10月1日,琵琶湖の魚と環境,多賀中学校環境学習 (1年生),琵琶湖博物館,講師.

2003年10月21日,茸琶湖の魚と外来魚,甲南中学校環境学習 (1年生),琵琶湖博物館,講師.

2003年10月23日,魚類に親しむ体験,平成15年度 5年経験者研修,滋賀県総合教育センター,琵琶湖博物館芝生広場

周辺湖岸,講師.

2003年10月24日,琵琶湖の環境と魚,独立U協合同セミナー,びわ湖放送,琵琶湖博物館,講師.

2003年10月26日,西内沼の豊かな自然とふれあいあそばう,マキノいきいき元気体験推進協議会東小学区,西内沼

(マキノ町地先),講師.

2003年10月27日,平成15年度生態系保全工法研修会,滋賀県農政水産部耕地課,伊香郡木之本町黒田地区の田園地帯,

講師.

2003年11月1日,守山川 ･目田川ウオッチング,豊穣の里赤井湾流域協議会 (守山市),講師.

2003年11月23El,博物館の理念と展示,(樵)栗田工業 栗友会,完琶湖博物館 (草津市),講師.

2004年1月26日,野洲川とあなたの明日を語る会 (仮称)への参加,近畿農政局 野洲川沿岸農地防災事業所,石部

町役場 (石部那 ),専門委員.

2004年2月6日,河川の調査の実際 (実践編)河川の魚頬調査法,滋賀県湖南振興局 ｢水守り養成講座｣,湖南振興局

別館 (革津市),講師.

2004年2月10日,環境学習会 (総合学習発表会),マキノ東小学校 (高島郡マキノ町),講師.

2004年3月4日,1年進路学習,野洲町立野洲中学校 (野洲町),講師.

2004年3月6日,琵琶湖の魚から水環境を考える,ごみと水環境を考えるつどい,草津市市役所 (革津市),講師.
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凍寮対応

2003年4月 1日,水族バックヤード案内,京都府生物教育会.

2003年5月22日,博物館ツアー,草津市立志津小学校.

2003年5月28日,水族バックヤード案内,京都府生物教育会.

2003年6月15日,概要解説,藤原岳 (三重県)自然科学館運営委員会.

2003年6月24E],水族バックヤード案内,国際協力事業団 (JICA).

2003年7月9日,概要解説,香川県自然科学館.

2003年7月9日,概要解説,福岡国立博物館.

2003年9月10日,企画展示室案内,滋賀県議会 環境 ･農水常任委員会 .

2003年9月23日,概要解説,全羅南道霊岩郡庁職員関研修

2003年9月28日,琵琶湖博物館館内ガイド,海外バイヤー関西インバウンドツアー (韓国､中国､台湾､英国､米国).

2003年10月18日,概要説明,近畿農業信用基金協会事務局長会.

2003年10月22日,琵琶湖博物館館内ガイド,湖南省政府代表団.

2003年11月5日,琵琶湖博物館館内ガイド,平成15年度養殖開発マスタープラン調査 (国別研修)養殖に関わる研修

(マラウイ研修員).

メディ7への皆カ

2003年5月21日,NHK大津放送局,おうみ発630,環境こだわり倶楽部,ゲスト出演.

2003年5月～8月,NHK科学番組編集部 (乗京),ビワコオオナマズの産卵撮影協力.

2003年5月～6月,NHK大津放送局,琵琶湖の魚,音声出演.

【資料整備活動】

彦冨潮博物Gの;5動

淡水魚類標本約10点 (山梨県 ･笛吹川水系産).

【企画調整課活動】

滋賀県博物館協議会,研修委員会委員,2003年5月～2004年5月.

館内人事 ･館外活動等に関すること

【館外の活動】

2003年11月5日～,逢坂小学校エコスクール委員会,委員.

2002年9月～,滋賀県農政水産部,みずすまし構想推進委員会,生態系保全専門部会,委員.

2003年1月～,滋賀県土木交通部河港課,近江の川づくり検討委員会 (琵琶湖統合部会),委員.

2003年5月～,早崎内湖周辺ビオトープネットワーク検討調査事業に関わる調査検討委良会,委員.

2003年5月～2006年3月,滋賀県生きもの総合調査委員会,委員 ･魚貝頬部会長.

2003年5月～2005年3月,滋賀県琵琶湖環境部,移人種問題検討委員会,委員 (水生態系部会長).

2003年5月～2004年3月,(杜)日本動物園水族館協会,種保存委員会,技術部会人工繁殖検討委員,

1991年4月～,(杜)日本動物園水族館協会,種保存委員会 ･日本産希少淡水魚繁殖検討委員会,委員.

2003年7月～2004年7月,環境省自然環境局,希少野生動植物種保存推進委員.

2003年6月～2004年3月,環境省自然環境局,平成15年度自然環境基礎調査検討会,検討員 (淡水魚類作業部会).
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杉谷 博隆 SUGITANl,Hirotaka 農業工学

専門員 研究部生態系研究領域

(莱)事業部交流担当

本年度の専門研究は､｢マザーレイク21計画の理念から見た住民参加型ビオトープづくりの課題と可能性PART

2｣というテーマで､滋賀県マキノ町海津地先での事例における関係者聞き取り調査を中心に実施した｡

国においては､平成15年1月1日に ｢生物の多様性の確保を通じて自然と共生する社会の実現｣をその日的とし

た ｢自然再生推進法｣が施行された｡この法律の大きな特徴として､｢多様な主体の参画と連携｣｢科学的な知見に基

づく順応的な進め方｣が上げられたが､既に､法律施行以前から全国各地で自然再生 ･保全を目的とした事業が数多

く実施されてきている｡上記の海津地区におけるビオト-プ事業もそうした事業の一つである｡こうした自然再生 ･

保全をめざす行政施策が､どのような仕組みのなかで､地域住民との連携をもって進められるかが今後の大きな課題

であるOこの研究を通して､琵琶湖流域に暮らす人々が､主体的かつ継続的に保全活動を実施していくための具体的

な仕組みを考え､湖沼保全のモデルづくりに貢献していきたいと考えている｡

印刷物

【一般向けの著作】

杉谷博隆 ･草加伸吾 ･秋山贋光 ･井戸本純- ･矢野晋吾 ･里口保文 (編)(2003)発雷瀞博物館広類語 rうみんど｣,

27:8p.

杉谷博隆 ･草加伸吾 ･秋山贋光 ･井戸本純一 ･矢野晋吾 ･里口保文 (編)(2003).琵若潮博物館広帝話 ｢うみんとIJ,

28:8p.

杉谷博隆 ･草加伸吾 ･秋山贋光 ･井戸本純一 ･矢野晋吾 ･里口保文 (編)(2004)産雷瀞博物館広顛藷 rうみんど｣,

29:8p.

杉谷博隆 ･草加伸吾 ･秋山贋光 ･井戸本純一 ･矢野晋吾 ･里口保文 (編)(2004)屠若潮博物館広挿話 rうみんと'J,

30:8p.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表】

杉谷博隆 (2003年5月21日)滋賀県のNN事業における環境保全の取り組み.総合地球環境学研究所湖東農業水利勉強

会,総合地球環境学研究所,ウェルサンピア滋賀 (近江八幡市).

杉谷博隆 (2004年1月16日)マザーレイク21計画の理念から見た住民参加型 ビオ トープづくりの課題と可能性

PART2.琵琶湖博物館研究セミナー,琵琶湖博物館.

杉谷博隆 (2004年2月22日)みずすまし構想から魚のゆりかご水田プロジェクトへ 平成15年度琵琶湖博物館連続講

座,琵琶湖博物館.

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館専門研究 ｢マザ-レイク21計画の理念から見た住民参加型ビオトープづくりの課題と可能性｣(2003年

度).

琵琶湖博物館共同研究 ｢内湖一水田間の水辺ネットワ-ク構築による在来魚復活に関する研究｣(研究代表者 :前畑改

善)共同研究者,(2003-2007年度).
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博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

芳書湖博物虚■の主催行事

2003年5月11日～2004年2月15日,｢田植え｣､他全10回,田んぼ体験教室,琵琶湖博物館,企画 ･実施.
2003年12月13日,餅つきをしよう,琵琶湖博物館体験学習の日,琵琶湖博物館,助手.

他の博物庶 ･i55g等主催行事

2003年10月28日,農村の暮らし体験,滋賀県教育センター,教職経験者研修 Ⅰ,王琶湖博物館 (草津市),講師.

凍棄対応

2003年7月10El,博物館展示案内,近畿農政局野洲川沿岸農地防災事業所,琵琶湖博物館.

2003年11月2日,琵琶湖博物館における田んぼ体験教室について,鳥取県関金町金谷農事管理組合,琵琶湖博物館.

館内人事､館外活動等に関すること

【館内の人事】

2003年度,琵琶湖博物館広報誌 ｢うみんど｣,企画 ･編集､主担当.

【館外の活動】

2003年度,滋賀県農政水産部耕地課企画調整担当,主幹を兼務.

2003年度,湖西ふるさとみず辺創生事業合同会議,検討会参加.

2003年8月22El,滋賀県農政水産部,魚のゆりかご水田シンポジウム,企画実施.

2004年2月1日,全国学校ビオトープ･ネットワーク,全国学校ビオトープシンポジウムin滋賀,実施.
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グライガ-,マーク ･ジョセフ GRYGIER,MarkJoseph 生物多様性学 (ph.D.)

専門学芸員 研究部生態系研究領域

(兼)総務部企画調整課

Mystudiesln2003includedanationwidedistributionalsurveyofclamshrimpsandtheprovisionofspecimens

oftheseandotherlargebranchiopodstooverseascolleaguesformorphologlCal,ontogenetic,andmolecular

systematicstudy.Similarly,IassistedseveralcollaboratingparasitologlStSbysendingthem parasitesfrom

LakeBiwa'sfishes.Finally,togetherwithaDanishzoologlSt,Ibegantorevivemydormantstudiesofthe

marineplanktonicy-larvae(Crustacea:Facetotecta).

TwolargebranchiopodsurveysoutsideofShigaPrefecturewereconductedasgrouptripswith"RicePaddy

OrganlSmSurvey"Hashikakegroupmembers:1)pondsamongsandduneslnHamamatsuCity,arare"natural"

siteforlargebranchiopods;and2)arouteinKyotoPrefecturefrom Nishikyo-kuinKyototoTanba-cho.

MyownsuccessfulsurveysweredoneinNagano(firstclam shrimprecord),Hyogo,Nara,Wakayama,

Osaka,Hiroshima,Fukuoka,andOitaPrefectures.Muchpreviouslyunknownclam shrimpllterature(and

specimens)wasreceivedfrom anamateurresearcherinFukuokaPrefecture,andadditionalsamplescame

from AomoriPrefecture.Isentllsamples(3species)oftadpoleshrimptocollaboratorsinMexico,and

samplesoflarvaeand/Orjuvenilesoftwospeciesofclam shrimptocolleaguesinDenmarkandatthe

Smithsonianlnstitution,USA.Forthethirdyearinarow,Ifollowedthespeciescompositionoflarge

branchiopodsinricepaddiesofKataoka-cho,Kusatsu,throughtheseasonofirrlgation.Out-of-seasonclam

shrimpCaenesthenellagifuensiswerenotedatanothersiteinKusatsufromlateNovemberuntilmid-January,

thefirstwinterrecordofanylargebranchiopodinJapan.A surveytrlptOTaiwanresultedinnofield

collections,butImetbiologlStSWhoknewsomethingfirst-handabouttheseshrimp;asaresult,anAmerican

collaboratorandIobtainedlaboratory-rearedspecimensoftwospeciesfromTaiwan.

Concerningparasites,IrecruitedaspecialistintheUSAtoidentifythecollectionofacanthocephalansfrom

LakeBiwaareafishes;amongthem hediscoveredtwonew species,oneofwhichlre-collectedinorderto

providemoretypematerial.Icollectedseveralspeciesofnematodesanddigeneansfrom variousspeciesof

gobyforeventualmolecularsystematlCStudybyacollaboratorinTaiwan.Isentthemuseum'scollection

ofaspidogastreantrematodesfromcorbiculanclamstoaJapanesecolleagueforidentificatlOn;atleastsome

representaspeciesnotrecordedsinceitsdescrlptlOnOVer60yearsago･Severaleffortstocollectthe

monogeneanDl'p]ozoonfrom Carassiuscuviez･iforanotherJapanesecolleaguefailed,butIdidmanageto

providespecimensofthenematodeCamallanuscottitoresearchersintheUSA formolecularsystematic

study.

In2003theCarlsbergFoundatlOninDenmarkfun°eda3-yearresearchprojectconcernlngy-larvae,withme

asacollaborator.AlthoughthenaupliusandcyprlSlarvalstagesarecommonaroundJapan,theadultsof

thesecrustaceansareunknown.IaccompaniedtheDanishprlnClpalresearchertoOkinawaand,togetherwith

acarcinologlStfromtheUniversityOftheRyukyus,Wecollectedtheselarvaefrom plankton,raisedthem

tothelastlarvalstagelnthelaboratory,madephotosandvideos,andpreservedthemforelectronmicroscoplCal

andmolecularsystematicstudy.LaterIwenttohislaboratoryinCopenhagentobeginprocesslngthespecimens,

WiththehopeofgettlngCluestotheiridentltyandrelations･

MyresearchandrevleWpublicationsduringthe2003fiscalyearweremostlycollaborativeones･Theyconcerned

distributionrecordsandlegdevelopmentofvariousclamshrimps,taxonomyofeeltapeworms,generalaspects

oftheLakeBiwaarea'saquaticparasltefauna,andthehlStOryOfstudyofamisidentifiedgenusof

freshwaterparasitlCCOpepOd.NearlycompletecollaboratlVemanuSCrlptSincludethelarvaldescrlptlOnSOf
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twospeciesofclam shrimpandafaunisticreportontheacanthocephalansoffishinShigaPrefecture.

2003年度の研究において､私はカイエビ頬の全国的な分布調査を行い､カイエビ頬および他の大型紙脚類の標本を､

形態学 ･個体発生 ･分子系統学研究のために海外の共同研究者に提供した｡また､寄生虫学の共同研究者にも琵琶湖

の魚類から得た寄生虫を送った｡そしてデンマ-クの動物学者と共同で､休止していた海洋性プランクトンのy幼生

(甲殻類彫甲類 :Facetotecta)の研究を再開した｡

｢田んぼの生き物調査｣のはしかけグループのメンバーと共に､滋賀県外において大型紙脚頬の調査旅行を2回行っ

た :1)浜松市の砂丘の池は､大型紙脚頬の希少な天然生息域であった ;2)京都府の京都市西京区から丹波町にか

けてを調査した｡私が独自で行った長野県 (カイエビ頬の最初の記録)､および兵庫､奈良､和歌山､大阪､広島､福

岡､大分における調査において､大型紙脚頬を採集した.カイェビ頬に関する未知の文献や標本が福岡県のアマチュ

ア研究家から送られ､青森からも標本が提供された｡私はメキシコの共同研究者にカブトエビの標本11点 (3種)

を送付し､コペン-ーゲンの動物学博物館と米国スミソニアン研究所の共同研究者には､カイエビ2種の幼生および

(または)幼体のサンプルを送付した｡また､草津市片岡町の田んぼでは､潅概期における大型鯉脚類の種構成を観察

する調査が3年目に入った｡草津市の他の地点では､11月末から1月中旬にかけて季節はずれのカイエビが発見さ

れ､日本の大型紙脚類では初の冬期記録となった｡台湾への調査旅行では､現地採集はできなかったが､ これらのホ

ウネンエビ･カイエビ相についての直接的な知見を有する生物学者に会うことができた｡その結果､米国の共同研究

者と私は､研究室で台湾の土から飼育した2種の標本を入手することができた｡

寄生虫に関しては､琵琶湖水域の魚類から採取した鈎頭虫のコレクションの同定を米国の専門家に依頼 したo この

中から2つの新種が発見され､そのうち1つについてさらにタイプ標本を供給するために､再度採集を行った｡様々

な種のハゼから数種の線虫と二生吸虫を採取し､台湾の共同研究者の分子系統学的研究に備えた｡また､琵琶湖産シ

ジミから得た本館所蔵の楯吸虫のコレクションを､同定のために日本の共同研究者に送った｡他のEj本の共同研究者

のためにギンブナから単生類のフタゴムシを採取する試みは失敗した｡しかし､米国の研究者の分子系統学的研究の

ために､Camallanuscottjという線虫を提供することができた｡

私がデンマークのカールズバーグ財団から共同研究者として認定を受けたことにより､ y幼生に関する3年間の研

究プロジェクトの2003年度分は､その助成金から資金を得た｡これらの甲殻類のノープリウス幼生段階およびキ

プリス幼生段階についてはEl本全国で認知されているが､その成体は知られていない｡私はコペンハーゲン大学の研

究代表者と沖縄へ行き､琉球大学の甲殻類学者と共に､プランクトンからこれらの幼生を採集し､研究室で幼生の最

終段階まで飼育した｡写真やビデオ撮影を行い､電子顕微鏡検査や分子系統学的調査のためにこれらを固定 した｡そ

の後､コペン--ゲンの彼の研究室を訪れ､それらの幼生の同定や関連についての手がかりを得るために標本を分析

した｡

2003年度における私の研究と論評の発表は､ほとんどが共同でなされたものである｡その内答は､様々なカイ

エビ規の分布記録と脚の発達に関する研究､ウナギに寄生する条虫の分頬､琵琶湖水域の水生寄生虫相の概観､およ

び淡水寄生虫であるカイアシ頬の中で誤って同定された属の研究史である｡共同論文の原稿はほぼ完成 し､ 2種のカ

イエどの幼生記載､および滋賀県産の魚に寄生する的頭虫に関する動物区系地理学的報告を含むものとなっている｡

印刷物

【学術論文】

Ferrari,F.D.andGrygler,M.J.(2003)ComparativemorphologyamongtrunklimbsofCaenesthenella

gifuensisandLJePteStherlakawachiensis(Crustacea:Branchiopoda:Spinicaudata).Zoo]ogl'calJournal

oftheLJinneanSocl'ety,139:547-564.

Martin,J.W.,Boyce,S.L andGrygier,M.J.(2003)New recordsofCyc]estherl'ahlSlopl'(Baird,1859)

(Crustacea:Branchiopoda:Diplostraca:Cyclestherlda)inSoutheastAsia.TheRafflesBulletl'nof

Zoology,51:215-218.

scholz,T.,虫kerikova,A.,Shimazu,T.andGrygier,M.J.(2004)A taxonomlCStudyofBothn'ocepha]us

Rudolphi,1808(Cestoda:Pseudophyllidea)from eelsinJapan:morphologlCalandmolecularevidence

fortheoccurrenceofB.C1avjceps(Goeze,1782)andconfirmationofthevalidityofB.japonl'cus

Yamagut1,1934.SystematicParasitology,57:87-96
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大塚 攻 ･長揮和也 ･Ho,J:S.･Grygier,M.J. (2004)日本から記載されたリムノンケア属L,imnoncaeaカイアシ

頬の正体-プランクトン学と寄生虫学の複合領域的研究の必要性.日本プランクトン学会報 51:13-24.

【専門分野の著作】

マーク J.グライガー (2004)19章 琵琶湖の寄生虫相を明らかにする.長葎和也 (編著),フィール ドの寄生虫学

水虞寄生虫学の最前線,東海大学出版会,東京 :273-284,参考文献 :341-342.

【一般向けの著作】

楠間 奏 ･マーク J.グライガー (2003)はしかけによるr田んぼの生きもの粛査Jマニュアル,琵琶湖博物館,辛
津 :lop.

マーク J.グライガー (2003)学芸員さんからの回答 コウガイビル見つかりました.フィールドレポーター掲示鹿,

27:16.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

Grygier,M. (2003年6月2日)Distributionofclam shrimps(Branchiopoda:Spinicaudata&Laevi-caudata)in

Japan,andahithertounreportedautumngeneration.TheCrustaceanSociety SummerMeeting.

Williamsburg,Virginia,U.S.A, (要旨集 :34)

Grygier,M.andFerrari,F. (2003年6月2日)Morphologyandontogenyoftrunklimbsofspinicaudatanclam

shrimps.TheCTuStaCeanSoclLefySummerMeeting.Williamsburg,Virginia,U.S.A. (要旨集 :35)

Grygier,M. (2003年6月3日)ComparisonoflifecyclesintheRhizocephalaandTantulocarida(Crustacea:

Maxillopoda).TheCrustaceanSocietySummerMeetl'ng.Williamsburg,Virginia,U.S.A. (要旨集 :34)

Urawa,S.,Grygier,M.andNagasawa,K. (2003年6月3日) CrustaceanparasitesofflShesinLakeBiwaand

itswatershed,Japan.TheCrustaceanSocietySummerMeeting.Williamsburg,Virginia,U.S.A. (要旨

集 :70)

Grygier,M.J.(2003年11月30日)田んぼで生活する甲殻類.平成15年度 窟苦瀞博物館研究発表会 /~水近移行芳 生

き物と人びとの暮らし｣.琵琶湖博物館 (滋賀県草津市). (要旨集 :16-19)

マーク J.グライガー (2004年2月20日)Y幼生 (Facetotecta甲殻類彫甲下綱)の紹介および様々な寄生性甲殻類

の生活史の比較.窟雷瀞博物館研究セミナー.琵琶湖博物館 (滋賀県草津市).

マーク J.グライガー･楠岡 泰 (2003年5月14日)C6dricCr6mi壱re氏による窟若潮博物館第37回窟晋瀞博物館特

別研究セミナー.琵琶湖博物館 (滋賀県草津市)[運営 ･司会]

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館総合研究 ｢博物館資料の収集 ･整理 ･保管と利用に関する研究｣研究協力者 (2001年～2004年)

琵琶湖博物館共同研究 ｢琵琶湖とその集水域における水生動物の寄生虫相に関する研究｣研究代表者 (2000年～2003

年)

王琶湖博物館共同研究 ｢たんばにおける大型紙脚頬 (ホウネンエビ･カブトエビ･カイエビ頬)に関する研究｣研究

代表者 (2000年～2003年)

琵琶湖博物館専門研究 ｢甲殻類の系統分類学および海洋無脊椎動物の寄生虫に関する研究｣(1997年～2003年)

(デンマーク)コペンハーゲン大学動物学研究所動物形態学科,J.T.Heieg科長 (研究代表者),CarlsbergFoundation

GrantANS-0998/10｢Biologiogmorfologla.f"Y"1arver:Et100argammeltmysterium.｣共同研究
者 (2003年～2005年)

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

日本動物分頬学会.SpeciesDiversity.[EdltOrial Consultant,2004年1月1日更新]

日本ベントス学会.JapaneseJournalofBenthology(EI本ベントス学会誌).[編集委員 (EngllSheditor),2003年4
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月1日更新]

日本付着生物学会.SessileOrganisms.[編集委員 (Englisheditor)]

ZoologicalInstitute,RussianAcademyofSciences.ZoosystematicaRossica.[InternatlOnalAdvISOryBoard]

日本甲殻類学会.第41回 日本甲殻類学会 流大大会 講演要旨集.学会参加案内やシンポジウムの英文要旨の英文校

閲.

日本甲殻類学会.CrustaceanResearch.[査読 1件]

TheCrustaceanSociety.JournalofCrustaceanBiology.[査読 1件]

Hydrobiologia[Symposium Volume:Morphology,Molecules,Evolution,andPhylogenyinPolychaetesand

RelatedTaxa].[査読 1件]

【大学での講義 ･実習､学生の指導など】

2003年7月10日 京都大学大学院理学研究科.平滞理世 :Lifecycleofriverlnefishnematodes:dynamicsand

maintenanceofparasitepopulation.[博士学位論文審査委員]

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

雷E,･新居物虜の主催行事

はしかけ :田んぼの生き物調査グループ.[副担当]

2001年8月23日～24日 ｢プランクトン (その他の生物)｣.平成15年度夏休み相談室.王琶湖博物館 (滋賀県草津市).

[分野担当]

研修会 ･顔案対応

2003年6月11日 視察対応.琵琶湖博物館.大阪大学短期留学特別プログラム.

2003年6月24日 研修会.茸琶湖博物館.JICA東京国際センター 淡水魚飼育技術に関する研修.

2003年7月2日 視察対応.琵琶湖博物館.

2003年7月12日 視察対応.琵琶湖博物館.

Research.

2003年7月24日 視察対応.琵琶湖博物館.

2003年7月25E] 視察対応.琵琶湖博物館.

境対処能力向上コース.

2003年8月21日

2003年9月5日

2003年10月3日

2003年10月9E1

2003年11月5日

2003年11月6日

2003年11月12日

2003年11月13日

視察対応.

視察対応.

視察対応.

視察対応.

視察対応.

視察対応.

視察対応.

視察対応.

琵琶湖博物館

琵琶湖博物館

琵琶湖博物館

琵琶湖博物館

琵琶湖博物館

琵琶湖博物館

琵琶湖博物館

琵琶湖博物館

2003ToyotalnternatlOnalTeacherProgram.

3rdConferenceonU.S.-JapanPublicUnderstandingofScienceand

滋賀県青年国際交流機構 (滋賀IYEO).

JICA九州国際センター 第5回フィリピン都市および産業環境における環

滋賀県教育委員会 外国語指導助手.

JICA中部国際センター インドネシア国地方環境管理システム個別研修.

全国建設研修センター JICA研修 建設事業における環境保全対策コース.

琵琶湖賞の受賞者一行.

在大阪イタリア総領事館の総領事.

北九州国際技術協力協会 JICA研修 産業廃水処理技術コース.

北方圏センター札幌Eg際センター JICA研修 地域環境保全技術コース.

UJNR有毒微生物専門部会 第38回日米合同部会.

2003年11月15日 研修会.琵琶湖博物館.立命館大学.

2003年11月27日 研修会.琵琶湖博物館.金沢大学 国際ワークショップ ｢陸域堆積物情報とユーラシア東部の長周期

環境変動｣.

2003年11月28日 視察対応.琵琶湖博物館.北九州国際技術協力協会 JICA研修 第4回生活排水対策コース.

2003年12月5日 視察対応.琵琶湖博物館.国際厚生事業団 第14回必須違約品製造品質管理研修 (GMPコース).

2004年2月8El 研修会.琵琶湖博物館. (樵)国際水産技術開発 ･JICA横浜国際センター JICA研修 環境と水産開

発コース.

2004年2月11日 視察対応.JICA筑波国際センター 太湖水環境修復モデルプロジェクト.
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【資料整備活動】

苦言湖博物Gの居動

無脊椎動物 (昆虫､月額以外)29件 (438点)､1種のホロタイプ､アロタイプ､パラタイプ標本を含む.[標本受入]

甲殻頬338点 (大型紙脚類).[標本同定]

寄生虫 21点.[標本スライドプレパラート作成]

寄生虫105点 (鈎頑虫77点を含む),ダニ27点.[標本同定依頼 ･ラベルつけ]

寄生虫94点,甲殻類317点 (大型鯉脚頬).[標本仮データ入力]

他博物庶 ･i*Bgの活動

頑鈎虫101点.InstituteofParasiticDiseasesという寄生虫病実験所 (米国).[研究依頼]

ホウネンエビの仲間4点,EcoAnalysts,Inc.という環境コンサルタント会社 (米国).[研究依頼]

カマキリと-リガネムシ1点. (財団法人)千歳青少年教育財団.[展示のための貸出]

ダニ5点.カールスルーへ大学 (独国).[研究依頼]

上同のダニ5点.筑波大学.[研究依頼]

楯吸虫6点.福岡教育大学.[研究のための貸出]

【展示活動】

芳書湖博物虎の着動

常設展示 ｢琵琶湖博物館研究最前線｣のパネル更新

ギャラリー展示 第1回博物館資料展 ｢のぞいたみよう博物館の舞台裏｣[展示担当の一人]

第14回水族企画展 ｢外来生物 つれてこられた生き物たち -そのペット､あなたは飼い続けることができますか-｣

[パンフレット英訳]

他博物虎 ･i*Bgの居動

(財団法人)千歳青少年教育財団 千歳サケのふるさと館の2004年冬季企画展 ｢THE寄生虫展｣,展示協力

【企画調整事業】

滋賀県立琵琶湖博物館とパリ国立自然史博物館の祖互協力に関する覚書 (更新).[更新担当]

海外研修員.｢受入担当｣

2003年4月14日～6月6日,C6dricCr6miere氏 (フランス,パリ国立自然史博物館),Institutnationaldupatrimoine

(フランス国立遺産大学校)の学芸員資格をとるための海外研修の研修員

2003年11月11日～15日､26日～29日,CharityM.N.Salasini氏 (ザンビア,ルサカ国立博物館),日本国際協力セ

ンター関西支所 ｢博物館技術コース｣の研修員

2004年2月2日～27日,MorkhGunbileg氏 (モンゴル),滋賀県海外技術研修員 (指導 :2月3El,無脊椎動物の液浸

標本の管理 ･整理 (甲殻頬のソーティング) ;2月13日,市民との博物館らしい活動)

館内人事､館外活動等に関すること

【館外の活動】

2003年6月30日更新 (米国)ロサンゼルス郡立自然史博物館資料 ･研究部 (無脊椎動物学研究科).[協力研究員]

(米国)スミソニアン研究所国立自然史博物館 (生物体系学研究部無脊椎動物研究科).[協力研究員]

(米国)スミソニアン研究所国立自然史博物館.生物体系学研究部の研究スタッフの期間限定評価.[外部評価委員]
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野崎 信宏 NOZAKl, Nobuhiro 河川工学

主任主査 研究部生態系研究領域

(兼)事業部展示担当

2003年度は､前年度に引きつづき ｢多自然型川づくりの評価手法｣を専門研究のテーマとし､これに加えて ｢滋賀

県の水害と降雨の関係｣についても分析を行った｡また共同研究 ｢内湖一水田間の水辺ネットワーク構築による在来

魚復活に関する研究｣においては共同研究者として調査等に参画した｡なお､専門研究にあたっては土木交通部河港

課との兼務でもあり､県の河川行政で活用することに主眼をおいて取り組んだところである｡

1.多自然型川づくりの評価手法

1990年に ｢『多自然型川づくり』の推進について｣の通達が出されて以来､各地で多自然型川づくりが実施されてい

る｡しかし用地やコストなどの制約条件の中で､時として相反する"治水上の安全性確保"と"良好な河川環境の保全･

復元"を両立させることは容易ではなく､当初は模索状態の中で､"コンクリートを使わない"あるいは"コンクリー ト

が見えない"護岸づくりに偏重する傾向にあった｡

また"治水"は流下能力という明確な数値目標を有しているのに対し､"河川環境"は構成する要素も多く､その具体

的な目標の不明確さから実施した工事が本当に良かったのかどうかを評価できない現状にある｡

2002年度は ｢現場で実用可能な｣､｢分かりやすい｣評価手法を提案することを目的として､滋賀県河港課および現

場担当者などにより ｢多自然型川づくり評価検討WG｣を立ち上げ検討したが､各評価指標に重複や適応上の問題な

どの課題が洗った｡

そこで2003年度は評価検討WGの結果を参考に､求められる機能面から評価項目を再検討した｡(》上下流の連続性､

②支川､水路との連続性､③河川敷の冠水性､④流れの多様性 (みお筋の蛇行､瀬と淵の形成)､⑤自然な水際の形成､

⑥河畔林の連続性､⑦景観の7つを評価項目として抽出し､項目毎に5点満点の点数評価を行う ｢多自然型川づくり

の評価手法｣としてとりまとめ､このことを研究セミナーで報告した0

2.滋賀県の水害と降雨の関係

滋賀県では1953年の台風13号や1959年の伊勢湾台風など､1953年～1972年の20年間には浸水戸数が5000戸を越える

大水害が5回も発生している｡1973年以降も水害は起こっているが､その規模は小さく､近年で最も大きな水害とさ

れる1990年の台風19号でさえ浸水戸数は約1600戸である｡この浸水戸数減少の要因としては､河川改修等の治水対策

を挙げることができるが､現在の河川の整備水準から判断して治水対策のみの効果とは考えにくい｡

そこで過去の水害と降雨の関係を調べたところ､前述の5回の大水害をもたらした降雨はいずれも1990年の台風19

号を上回る規模の降雨と判断された｡すなわち滋賀県では過去大水害をもたらしたような降雨が1973年以降は発生 し

ていないということである｡しかし､東海豪雨など近年の全国の状況をみると､滋賀県でもいっ大水害をもたらすよ

うな降雨が発生してもおかしくはなく､防災意識の向上の意味から､これらのことを連続講座等で紹介した｡

3.内湖一水田間の水辺ネットワーク構築による在来魚復活に関する研究

共同研究 ｢堅田内湖における魚類の生態に関する研究｣に引き続き､魚頬組成(外来種2種の優占性)と透視度等内

湖の物理的環境条件の関係を追求するため､この共同研究に参画した｡2003年度は共同研究の初年度であり､西内沼･

奥田沼の透視度データ収集と次年度の調査(内湖の透視度)計画立案を行った｡

印刷物

【専門分野の著作】

石原千嘉 ･水野雅光 ･辻 光浩 ･野崎信宏 (2003)多自然型川づくりの評価指標検討について.第36回 〔平成15年度)

業務研究発表会論集,(社)建設コンサルタンツ協会近畿支部,平成15年度業務研究発表委員会 :215-220.

野崎信宏 (2003)彦根における降雨特性の変動について.平成15年度 (第25回)慈資虞i木技術研究発表会論文集,

滋賀県土木交通部 ･(財)滋賀県建設技術センタ-･滋賀県建設技術協会 :120-125.
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【一般向けの著作】

野崎信宏 (2004)近江の青の洞門 『西野水道』.うみんと',29,琵琶湖博物館 :7.

野崎信宏 (2004)堅田内湖の不思議 !～なぜ､バス･ギルに占拠されないのか?～.すいめい,14,滋賀県河港協会 :

10-12.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

井戸本純- ･桑村邦彦 ･松田征也 ･野崎信宏 ･中川元男 (2003年6月15日)堅田内湖における魚頬の生態に関する研究.

2003年度琵琶湖博物館総合研究 ･共同研究報告会,琵琶湖博物館 (草津市).

野崎信宏 (2003年12月19日)｢多自然型川づくり｣の定量的評価手法の検討.琵琶湖博物館研究セミナー,琵琶湖博物

館 (草津市).

野崎信宏 (2003年12月25日)彦根における降雨特性の変動について.平成15年度 (第25回)滋賀県土木技術研究発表

会,滋賀県土木交通部 ･(財)滋賀県建設技術センター･滋賀県建設技術協会,(財)滋賀県建設技術センター

(革津市).

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館共同研究 ｢内湖一水田間の水辺ネットワーク構築による在来魚復活に関する研究｣,共同研究者 (2003年

度).

琵琶湖博物館専門研究 ｢多自然型川づくりの評価手法に関する研究｣,(2003年度).

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス事業】

彦琶)'#博物虎の主催行事

2003年5月10日,朽木の春を感じよう,博物館観察会,朽木村麻生,副担当.

2003年5月27日･10月9E],伯母川探検隊,地域科学館連携支援事業,伯母川河川敷,革津市,運営補助.

2003年6月8日,外来生物 つれてこられた生き物たち,企画展示講座全5回,茸琶湖博物館,運営担当.

2003年8月4日,企画展示,博物館実習,琵琶湖博物館.

2003年8月9日～11E王,企画展示運営,博物館実習,琵琶湖博物館.

2003年10月19日,いま､生き物とのつきあいを考える,企画展シンポジウム,琵琶湖博物館,副担当.

2003年11月15日,博物館の森を調べよう,観察会,琵琶湖博物館,副担当.

2004年2月15El,水との闘いと共存,連続講座,琵琶湖博物館,講師.

他の博物鹿■･i*Bg等主催行事

2003年8月28日,滋賀県の水害について,草津市教科等部会別研修会社会科部会,草津市教科等部会別研修会社会科

部会研修会,琵琶湖博物館 (草津市),講師.

2003年11月6日～7日,企画展示実習,職場体験実習,琵琶湖博物館 (革津市),指導.

夜宴対応

2003年4月2日,彦根工業高校,党琶湖博物館.

2003年4月30日,国土交通省 琵琶湖河川事務所,琵琶湖博物館.

2003年5月14日,国土交通省,琵琶湖博物館.

2003年10月16日,国土交通省近畿地方整備局長,琵琶湖博物館.

2004年1月17日,石川県企画開発部企画課はか,琵琶湖博物館.
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2004年2月27日,国土交通省,琵琶湖博物館.

【メディアへの協力】

2003年7月19日,大津支局,取材対応.

2003年7月21日,読売新聞社大阪本社.

【展示活動】

常設展示､維持管理,主担当.

屋外展示､植栽 ･施設管理,主担当.

第11回企画展示､維持管理 ･運営管理など全般,副担当.

2003年4月17日,展示交流員新人研修,B展示室 :治水と利水,講師.

2003年4月23日,展示交流員新人研修,C展示室 :近畿と琵琶湖,講師.
2003年4月24日,展示交流員新人研修,屋外展示,講師.

モーニングレクチャー ｢近年､雨の降りかたが変わってきている!?一彦根の降雨データから-｣,琵琶湖博物館,3

件.

館内人事 ･館外活動等に関すること

【虎外の活動】

2003年度,淡海の川づくり検討委員会 (琵琶湖統合部会),運営補助.

2003年度,琵琶湖湖辺域保全 ･再生検討委員会ワーキング担当者会議,運営補助.
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長崎 泰則 NAGASAKl,Yasunori 林学

主査 研究部生態系研究領域

(莱)事業部交流担当

樹木の健全性の診断に関する研究

1 はじめに

樹木の病気など生理的機能の不全においては､人間の場合と違って症状を自ら言語で表現しないため､健全性の度

合いを見定めることが困難な事が多い｡一般的には､森林保護関係の熟練者の目視と知識により判断されている.現

時点では樹木医など診断の熟練者も数少なく､被害発生量に対して診断および対処が行き届いているとはいえない｡

そこで､樹木の健全性について､誰でも客観的に判断できるような方法を検討した｡

2 簡易な診断法の検討

病虫獣害を受けた個体が､正常に回復できるかの判断するのは､非常に難しい｡外見での診断には熟練が必要であ

る｡樹幹等にドリルなどを貫入して内部を調べるには､破壊を伴う｡超音波等の非破壊検査も樹体内部構造が分かる

が､健全性の指標とはなりにくい｡そこで､光合成活性を健全性の指標とする方法を検討した｡今回､試みたのは､

｢クロロフィル蛍光｣を利用した健全性の診断法である｡蛍光測定装置 (OPTLSCIENCE杜 OS5-FL)により光量子

収率を測定することで診断する方法を調べた｡

3 クロロフィル蛍光と光合成

秋の落葉期には､落葉樹は光合成を終えて落葉していく｡光合成を終えていく段階での蛍光の変化を測定 した｡調

査は､常緑樹のカキDiospyros kaki､アジサイHydrangea macrophylla､常緑樹のキンモクセイOsmanthus frag

rams ∀ar.aを用いた｡その結果､常緑樹に対して落葉樹は､落葉率の増加に伴い量子収率 (Fv/Fm)が低下 して

いくことが確認された｡

また､ゲッケイジュLaurus nobilisの挿し木において､挿し木苗の葉と挿し木のために努定した葉の量子収率の変

化を調べた｡挿し木苗が0.8前後で経過するのに比較して､努定葉は10日後には0.2を下回るまで低下した｡

4 まとめ と 課題

クロロフィル蛍光による量子収率測定で光合成活性を診ることで､熟練者でなくても､非破壊的に､客観的数値で､

健全性を評価できる可能性がある｡

現段階では､具体的な病害等の進行と蛍光の関係のデータの蓄積が不十分で､今後､事例の蓄積により､健全度と

の関係を調査していく必要がある｡また､蛍光測定では､暗処理等の困難もあるため､さらに､簡易な診断方法の検

討も継続してゆきたい｡

印刷物

【専門分野の著作】

長崎泰則 (2003)列状間伐による間伐材搬出に関する調査.滋資県森林センター業務報告,36:31.

長崎泰則 (2003)放置された里山における植生の遷移と更新技術に関する基礎調査.感賞県森林センター業務#告,

36:33.

【一般向けの著作】

長崎泰則 (2003))林業展示 ｢森づくり･･琵琶湖をはぐくむ森と人 ･･｣に1万8千人 !.滋貿頗森林センターだよ

り,6二3.

長崎泰則 (2003)森林認証と滋賀の林業.滋賓虞森林センターだより,7:1.

長崎泰則 (2003)平成14年度列状間伐調査の結果.盛者頗森林センターだより,7:4.

長崎泰則 (2003)列状間伐の間伐幅と生産性.滋賓県森林センターだより,8:3,

長崎泰則 (2003)教師対象の森林環境教育.感賞県森林センターだより,8:4.

長崎泰則 (2004)円柱加工材の表層部の硬さ.滋質点森林センターだより,9:3.
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長崎泰則 (2003)博物館展示 ｢森づくり･･琵琶湖をはぐくむ森と人 ･･｣.林業薪知麓 600,全国林業改良普及協

会 :18-19.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表】

長崎泰則 (2004年2月20日)樹木の健全性とその簡易診断法の検討.琴琶湖博物館研究セ ミナー,琵琶湖博物館

(草津市).

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館共同研究 ｢内湖一水田間の水辺ネットワーク構築による在来魚復活に関する研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢樹木の健全性の診断に関する研究｣.

博物館事業に関する業績

【交流サービス活動】

彦琶潮博物虚の.主催行事

2003年4月19日,里山の会 里山体験教室下見,はしかけ活動,滋賀県蒲生郡日野町上的月,企画 ･実施.

2003年4月26日,里山の山菜,里山体験教室 (春編),日野町上駒月,企画 ･実施.

2003年5月18日,春の里山を歩こう,観察会,滋賀県大津市仰木,スタッフ.

2003年5月30日,里山の会 シシ垣設置,はしかけ活動,日野町上駒月,企画 ･実施.

2003年6月21日,里山の会 全国雑木林会議準備,はしかけ活動,E]野町上駒月,企画 ･実施.

2003年7月19日,里山の会 里山体験教室下見,はしかけ活動,日野町上駒月,企画 ･実施.

2003年7月26日,里山の虫たち,里山体験教室 (夏編),日野町上駒月,企画 ･実施.

2003年8月30日,里山の会 秋そば栽培,はしかけ活動,日野町上駒月,企画 ･実施.

2003年9月13日,里山の会 よその里山見学,はしかけ活動,日野町上駒月,企画 ･実施.

2003年10月5E],里山の会 全国雑木林会議参加,はしかけ活動,高島郡マキノ町,企画 ･実施.

2003年10月18日､里山の会 里山体験教室下見,はしかけ活動,日野町上的月,企画 ･実施.

2003年10月25日,里山のキノコ,里山体験教室 (秋編),日野町上駒月,企画 ･実施.

2003年11月23日,里山の会 伏せ焼き,はしかけ活動,日野町上駒月,企画 ･実施.

2003年11月24日,里山の会 里山体験教室準備,はしかけ活動,El野町上駒月,企画 ･実施.

2003年12月6日,里山のくらし,里山体験教室 (冬編),日野町上駒月,企画 ･実施.

2004年12月14日,水辺移行帯,琵琶湖博物館連続講座,琵琶湖博物館,革津市,講議.

2004年1月24日,里LLlの会 総会,はしかけ活動,琵琶湖博物館,草津市,企画 ･実施.

2004年2月21日,里山の会 はしかけ発表会準備,はしかけ活動,琵琶湖博物館,革津市,企画 ･実施.

2004年2月11E],植物の冬越 しを観察しよう,観察会,彦根市日夏町,スタッフ､

2004年3月14日,里山の会 はしかけ発表会,はしかけ活動,琵琶湖博物館,草津市,企画 ･実施.

他の博物虎､i*Bg等.主催行事

2003年8月5日,森林環境教育の手法,草津市立志津小学校,講師.

2003年9月18日,総合的な学習の時間,新旭町立湖西中学校 (新旭町),講師.
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館内人事 ･館外活動等に関すること

【館内の人事】

1999年4月1日～,滋賀県森林センター主査 (林業専門技術員)を兼務.
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井戸本 純一 lDOMOTO,Junichi 水産学

主査 研究部生態系研究領域

(兼)事業部展示担当

本年度は､第11回企画展示 ｢外来生物 つれてこられた生き物たち｣の副担当の一人として､多 くの時間をその製

作や運営に携わるとともに､それに関連して茸琶湖漁業を歴史的観点から捉えた一般向けの著作および講演等を行っ

た｡

共同研究では､昨年度に終了した ｢竪田内湖における魚類の生態に関する研究｣のとりまとめを行い､研究報告会､

研究セミナー等で発表するとともに､当館発行の ｢うみんど (湖人)｣誌上に ｢研究最前線｣として寄稿した｡また､

｢水辺エコトーン創生のための在来魚復活 ･外来魚排除に関する研究｣に参画し､研究計画の策定に加わった｡

専門研究 ｢水産生物における遺伝的多様性の管理に関する研究｣では､滋賀県水産試験場醍井養鱒分場と協力 し､

養殖魚を育種するうえで大きな効果が期待されながらもなかなか実用的な成果が上げられていない第-卵割阻止型雌

性発生魚について､その継代が困難な原因が卵の形成過程にある可能性を､ニジマスを使って明らかにした｡

印刷物

【専門分野の著作】

亀甲武志 ･井戸本純一 (2003)ニジマス第-卵割阻止型雌性発生魚の継代特性(2)性転換雄精子からの雄性発生誘導.

平成14年度滋資虞水産試験場事業#告 :419-420.

亀甲武志 ･井戸本純一 (2003)卵膜の厚さに注目した紫外線によるニジマスの雄性発生誘導.平成14年度滋賓虞水産

試屠場事業#告 :425-426.

【一般向けの著作】

井戸本純- (2003)魚が島なす湖､｢特集 フナズシの民族学｣.季刊屈農学.千里文化財団,(104):27132.

井戸本純一 (2003)アユー川と湖の漁業を支えた移植システム.第11回企画展示 /~外来生物 つれてこらわた生き物

たち｣展示解説嘉 琵琶湖博物館 :82-83.

井戸本純一 (2004)第1部 湖と魚と人の交差点<水辺移行帯>､第4回 魚と水辺移行帯一琵琶湖漁業の過去 ･現

在 ･未来-_平成15年度琵琶瀞博物館達彦講座 r水辺移行帯-その自然 ･暮らし､政粛-J要旨集 (前期分),

琵琶湖博物館 :14-15.

井戸本純一 (2004)バス･ギルと在来魚が共存!? ふしぎな内湖の話.研究最前線, うみんと 琵琶湖博物館,(30):

6.

井戸本純一 (2004)魚たちの墓誌錆.r伯母JII博物館ものがたりJ平成15年度地域科学館連携支援事業 伯母Jll探検隊一
地域の,̂とつ(る伯母ノII博物館一報告嘉 琵琶湖博物館 :34p.

井戸本純一 (2004)ヒウオ.滋賀の魚,京都新願 :2004年2月17日.

井戸本純一 (2004)コイ.滋賀の魚,京都新願 :2004年4月20日.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

井戸本純一 (2003年8月30日)堅田内湖における外来魚と在来魚の"共存".日本生態学会近畿地区会第2回例会 ｢琵

琶湖の魚類群集のいま｣,琵琶湖博物館.

井戸本純一 (2004年1月16日)竪田内湖で外来魚は在来魚と共存しているか.琵琶湖博物館研究セミナー,琵琶湖博物

館.

亀甲武志 ･小林 徹 ･中山耕至 ･甲斐嘉晃 ･井戸本純一(2004年4月4日)ニジマス第-卵割阻止型雌性発生魚の継代特

性.平成16年度日本水産学会大会,日本水産学会,鹿児島大学郡元キャンパス (鹿児島市).
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【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館専門研究 ｢水産生物における迫伝的多様性の管理に関する研究｣,(2003年度).

琵琶湖博物館共同研究 ｢水辺エコトーン創生のための在来魚復活､外来魚排除に関する研究｣,(研究代表者 :前畑政

善),研究分担者,(2003年度).

博物館事業に関する事業

【交流 ･サービス活動】

雷冨励博物虎の主催行事

2003年5月25日,姉川のヤナを見に行こう,観察会,びわ町中浜,副担当.

2003年7月26日,漁船に乗ってエリの漁を見に行こう,観察会,守山市木浜,副担当.

2003年10月26日,ビワマスの産卵を調べよう,観察会,マキノ町知内,副担当.

2004年3月7日､水族展示の舞台裏,見学会,琵琶湖博物館,主担当.

2003年10月9日,伯母川探検隊,草津市志津町,指導.

2003年8月24E],夏休み相談室,琵琶湖博物館,魚頬担当.

2003年6月22日,外来生物の積極的利用とその功罪,企画展講座 ｢外来生物 つれてこられた生き物たち｣,琵琶湖博

物館,講義.

2004年1月11E】,魚と水辺移行帯一琵琶湖漁業の過去 ･現在 ･未来-,連続講座 ｢水辺移行帯-その自然 ･暮 らし､

政策-｣,琵琶湖博物館,講義.

他の博物庶 ･i*H等主催行事

2003年7月29･30日,夏期集中講座 ｢琵琶湖探求｣,滋賀県立石部高校,指導.

2003年8月9日,醒井養鱒場のハリヨ池,ハリヨ研究報告会,近江町はにわ館,講演.

2003年9月27日,水環境クリーン･ウォーク (魚釣りコース),滋賀県湖南地域振興局 (草津市),指導.

2003年10月13日,琵琶湖の環境変化と外来生物,チョキちゃん環境フェスティバル,滋賀県理容生活衛生同業組合,

琵琶湖博物館,講師.

2003年10月19日,博物館実習,近畿大学農学部,講師.

凍寮対応

2003年6月24日,マラウイ/ラオス国在来種増養殖技術開発計画プロジェクト｢淡水魚飼育技術｣に係る研修,JI

CA東京国際センター,講師.

2003年9月10日,環境 ･農水常任委員会 県内行政調査,滋賀県議会,視察対応.

メディ7への好カ

2003年10月13EI,読売テレビ,ヌートリアの展示について,取材対応.

2004年3月25E),アフリカの湖 ｢タンガニーカ湖｣水槽のリニューアルについて,資料提供.

【展示活動】

雷琶潮博物館の展示;5動

常設展示室C ｢淡水の生き物たち｣,展示の維持管理.

常設展示室C アフリカの湖 ｢タンガニーカ湖｣,水槽改修工事.

常設展示室C｢蛤一琵琶湖と田んぼをむすぶ魚｣水槽解説パネル,企画 ･製作.

第11回企画展示 ｢外来生物 つれてこられた生き物たち｣製作運営,副担当.

企画展示期間用観覧料金等､エントランス案内表示,企画 ･製作.

企画展示宣伝用エントランスディスプレイ,企画 ･製作.

展示製作用大判プリンターの維持管理および運用補助.
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2003年4月23日,展示交流員新任研修,水族展示について,主担当.

2004年2月26日,展示交流員館外研修,なにわの海の時空館,大阪市住之江区南港､指導.

他博物館 ･機Bg等の店動

ビワコオオナマズ実物大写真バナー,滋賀県立びわ湖こどもの国,安曇川町,製作.

ビワコオオナマズ写真ポスター,平成15年度全国農林水産祭 ｢実りのフェスティバル｣,農林水産省,東京国際展示場,

製作.
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草加 伸吾 KUSAKA,Shingo 森林生態学 (学術修士)

主任学芸員 研究部生態系研究領域

(兼)事業部交流担当

森林伐採の研究を通じて､人間の森林に対する管理､働きかけが､森林の物質循環や水質調節機能にどのような影

響を及ぼすか､森林土壌や水､及び､下流域の琵琶湖に与える影響を明らかにすることを目的として研究を行ってい

る｡

これまで､対照流域法により､伐採前から伐採流域と､対照としての森林流域の水文観測を通じて､数年間にわた

り普段の水と大雨の水の観測を続けてきた.その結果､伐採前には流出の少なかった富栄養化物質である硝敢イオン

が､大雨時には伐採流域にのみ高濃度に流出することを明らかにした｡これらの結果は､生態学会や湖沼会議でも発

表し､館の共同研究発表会でも報告したが､森林伐採 (皆伐)により表層土壌の吸着塩基が溶脱を起こし､伐採 1年

後､斜面平均で約7割に減少すること､また､硝酸が斜面中､下部で形成され､それが台風などの大雨流出の際､高

濃度に流出すること (渓流水最高濃度10.54mg/1)､量として､この台風一雨で約10kg/haの硝酸が伐採地に流出

し､森林流域の流出量0.26kg/haの約40倍になることを明らかにし､斜面下部の保全の重要性を指摘 したことなど

である｡これは､琵琶湖研究所､滋賀県立大､都立大との共同研究 ｢森林伐採が環境に及ぼす影響｣や､申請専門研

究でも進めてきた｡

数年間､月別､大雨時にサンプリングした降水､土壌浸透水､渓流水について､硝酸以外の他のイオン､主要成分

についても分析を進め､その組成についての検討を行った｡その結果､伐採前には伐採流域､森林流域共に組成が非

常に類似しているのに対し､伐採後は､特に大雨時に組成が急変することを､博物館の研究セミナーで報告 した｡ ま

た､斜面の上部､中部､下部という斜面位置の異なる土壌浸透水についても解析を行っている｡現在､森林生態系の

森林及び水系の水生生物にとって､害物質として重要なアルミニウムについて分析を進めている｡また､降水量､水

位の水文データを入手し､流出量についても検討を行っている｡月刊海洋には共著で伐採実験全体の紹介と現在まで

の成果の概略を紹介したOまた､渓流水質 (NO3-N)の伐採前後の変化をqjJL､に､全体概要をEcological Research

に投稿中である｡

S.KusakaandE.Hamabata,Influenceofforestclear-cuttlJlgOnnitratenitrogenloadsonstream waterln
theLakeBiwawatershed.(ExtensIVereVisionとして訂正中)Ecolog1-calResearch.

申請専門研究では､混合による渓流水質の形成メカニズムを中心に､特に大雨流出時の水質の変化に焦点を当てて､

研究を行った｡それによると､大雨直接流出時の硝酸イオン濃度は､主に斜面中部及び下部の表層と下層の高濃度硝

酸を含む土壌浸透水により､ピーク流出時に高い硝酸濃度が維持されていることを明らかにした｡また､斜面上部は

硝酸を発生しないことも明らかになった｡このこととあわせ､斜面表層で硝酸が形成される環境条件について調べる

ために表層から下層の土壌水分量と温度について連続的なデータロガーによる観測を続けている｡この要因究明は､

応用的には､伐採しても硝酸化が起こりにくい方法を兄いだすために大変重要である｡人の森林管理の一形態として

の伐採が森林の窒素循環を乱し､大量の富栄養化物質を流出する森林に変えてしまう結果となりつつあるが､どのよ

うな管理方法が琵琶湖-の負荷の少ない水環境保全的な森林につながるのか知見を得るために館外研究者との共同研

究を進めている｡具体的には､最も多く硝酸を発生する斜面下部を面的に切らずに残して､発生させないと同時に､

他所からの流入分を吸収させる管理方法を提案した｡その有効性や､また､発生した硝酸を吸収できる草本の播種や､

萌芽再生樹木を積極的に戎して植生に吸収させる従来型の管理方法等の有効性を確かめることなどを目的として､

10mx1Omコドラートを単位とした小面積伐採実験を共同で計画開始し､昨年7月から伐採前の土壌浸透水や土

壌水分､土壌温度などの環境条件データを収集している｡その影響の違いを評価するため､2003年度冬に伐採処理 し

て継続測定している｡

また､植物標本､資料の研究として､滋賀県で故橋本忠太郎氏が過去に採集された標本のデータベース再構築に2002

年から着手し､現在までに公開業務の方々の協力で新たに維管束植物約1800点の素データ入力を行った｡ これには､

主に大正時代から昭和初期にかけての人為的な影響が少ない時代の標本が含まれており､データ蓄積を進めている滋

賀県の現在のフローラ (植物相)の解明に対応して､過去から現在への変化という視点で進めているものである｡

また､今年度夏､びわ湖 ･フブスブル湖交流協会主催の温暖化と水位上昇問題の生じているフブスブル湖集水域で

の調査に同行し､近年モンゴルで多発している森林火災跡地 (フブスグル国立公園内)の森林再生の緩慢さに驚き､

長期コドラートを設置して定着実生の調査を継続している｡その結果､ほぼ唯一の優占樹種シベリアカラマツの林が
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樹冠火災を受けた場合､十数年後でも､その実生による更新が非常に少ないことがわかってきた｡現地の気候的条件､

森林構成種､更新の仕方､火災による環境変化､凍土の位置､放牧による影響等様々な要因を検討中である｡

さらに､2003年3月9日～4月4Elまで開催した､ギャラリー展 ｢滋賀の植物標本 ･写真展一村瀬忠義植物コレクショ

ンー｣の企画 ･準備 ･開催を中井大介氏と行ない､滋賀の代表的な植物や､希少種を写真と標本で紹介した｡

印刷物

【専門分野の著作】

草加伸吾 (2004)第4章 土壌浸透水の水質 p7-10+14, In龍谷泰行 (編),平成 15年度.琵琶蘭研究所委託研究

#告書~小面着実願区における森林管理の影響評価 :7-10,14.

吉良龍夫 ･草加伸吾 (2004)現地報告 :｢ガ (蛾)の大発生その後｣.モンゴノレ虐信,8,びわ湖 ･フブスグル湖交流

協会 :4-5.

草加伸吾 ･中井大介 ･村瀬忠義 ･芦谷美奈子 ･布谷知夫 (2004)ギャラリー展示 第2回博物館資料展 ｢滋賀の植物

標本 ･写真展一村瀬忠義植物コレクションー｣ リーフレット:7p [編集].

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会で発表など】

草加伸吾 (2003年11月16日)フブスグル湖集水域における山火事と森林再生 ｢モンゴルの森林の現況報告と将来の展

望｣モンゴル･フブスグル国立公園からの情報伝達Ⅳ.びわ湖 ･フブスグル湖交流協会,琵琶湖博物館 (草津

市).

草加伸吾 (2003年7月11日)フブスグル潮力ラマツ林火災の現場とその森林復活再生の可能性は?.びわ湖 ･フブスグ

ル湖交流協会,大津市生涯学習センター (大津市).

草加伸吾 (2003年7月18日)森林伐採実験流域における水質形成.琵琶湖博物館研究セミナー, 琵琶湖博物館 (草津

市).

草加伸吾 (2003年7月21日)滋賀の自然の今を考える.第14回滋賀自然環境研究会発表会,彦根勤労福祉会館 (彦根市),

[座長].

【研究プ田ジェクト等への参加】

琵琶湖博物館申請専門研究 ｢植生と水質調節 :降雨流出時の水質変化の組成解析｣,(2001年度～).

びわ湖 ･フブスグル湖交流協会研究プロジェクト｢モンゴル･フブスグル国立公園からの環境情報発信と環境教育支

援｣研究分担者.

琵琶湖研究所委託研究 ｢小面積実験区における森林管理の影響評価｣研究分担者.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

雷貫,･'iq博物虜の.主催行事

2003年5月10日,朽木の春を感じよう,フィールド観察会,朝日の森,朽木村麻生.

2003年11月8日,体験学習 ｢木の実で遊ぼう｣,琵琶湖博物館,草津市,講師.

2003年11月15日,フィールド観察会 ｢博物館の森を調べよう｣,琵琶湖博物館,草津市.

モーニングレクチャー｢C展示室､屋外展示｣,6回.

他の博物彪'･機厨等の.主催行事

2003年6月11日,酸性雨について,総合学習,松原中学校,指導.
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2003年11月11日,酸性雨の成因とその被害について,環境学習,安曇川中学校,生徒指導.

2004年1月20日,｢琵琶湖付近の動植物､土壌の汚染､地球環境問題 (温暖化)で琵琶湖に影響があるもの､酸性雨に

よる琵琶湖への影響､琵琶湖周辺の植物｣等々,環境学習,水口東高校,琵琶湖博物館,生徒指導.

【資料整備活動】

窟琶湖博物虎の;=動

屋外展示植栽苗木由来調査.

植物標本資料収集整理 (モンゴル国権物標本資料用53点).

橋本忠太郎植物標本整理 :1800点の維管束植物データベース入力整理 (公開業務 :近藤氏と共同).

植物収蔵庫維持管理副坦当者.

実験温室主担当.

【展示活動】

彦冨潮博物虜の店動

2004年3月9日～4月4日,ギャラリー展示 第2回博物館資料展 ｢滋賀の植物標本･写真展一村瀬忠義植物コレクショ

ン-｣,博物館企画展示室,主担当.

2004年3月10､11､12日,ギャラリー展解説,交流員研修.

2003年4月22日,新任職員研修 (C展示 :水をはぐくむ森林､森林､農地､市街地を通る水).

2003年4月25日,新任職員研修,屋外展示.

2003年12月～2004年2月,展示交流員と話そう,内容指導, 1名.

平成15年度屋外展示植栽維持管理業務.

屋外展示 ｢太古の森｣苗圃排水促進工事実施.

屋外展示植栽木,高木 ･亜高木ラベル調査実施,落下 ･読めないもの対応.

植栽空間管理用コドラ-ト杭設置.

他博物館 ･i*即の居動

ネパールEg際山岳博物館展示準備情報収集 安藤和雄氏 ･伏見硯二氏対応.

【企画調整活動】

もよおしもの案内 (たいけんはっけん)チラシ･カレンダー編集,印刷委託業務主担当.

子ども向け博物館情報誌 ｢うみっこ｣編集委託業務,印刷委託業務主担当.

｢うみっこ｣編集業務業者再選定プロポーザル実施.

館内人事､館外活動等に関すること

【海外渡航】

2003年8月19日～9月1日,モンゴル､フブスグル湖集水域山火事跡地,再生調査､蛾食害地視察､植物標本収集.

【館外の活動】

滋賀県森林センター委員.

琵琶湖研究所共同研究者.
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楠岡 泰 KUSUOKA,Yasushi 微生物生態学 (理学博士)

主任学芸 員 研究部生態系研究領域

(兼)事業部資料担当

充電湖にはさまざまな繊毛虫 (原生生物)が生息しているが､その生活史はおろか､存在すら報告されていない種

が多い｡そのうちのある種が餌の密度によって形態が変化することを以前みつけた｡この種は餌濃度が高いときは吻

(餌を捕獲するための器官)の長さが短いが､餌密度が低くなると吻の長さが伸長した｡吻の長さと餌の捕獲効率の関

係を解析した｡

2003年 (仮称)｢滋賀のプランクトン図鑑｣の編集に関わり､原生動物の章の執筆をした｡これまで､子ども向けの

プランクトン図鑑は日本には無く､専門家用の図鑑を参考にしなければならなかった｡この図鑑は全編カラー写真お

よびイラストから構成され､小学校高学年でも利用可能である｡2004年9月ごろ出版される予定である｡

印刷物

【一般向けの著作】

楠岡 泰 (2003)カブトエビ類 :田んぼは砂漠?砂漠からやってきた水生動軌 中井克樹､中島経夫､アンドリュ-･

ロシタ- (編),第11回企画展示 r外来生物J展示解説書,琵琶湖博物館 二102-103.

楠岡 泰 (2003)自然史博物館 (ロンドン)の歴史の重み.杉谷はか (編), うみんとl,28,琵琶湖博物館 :7.

楠岡 泰 (2004)コラムー伯母川探検に参加して (秩).伯母川博物館ものがたり ｢伯母川探検隊一地域の人々とつく

る伯母川博物館｣報告書 :36.

研究活動に関する業績

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館共同研究 ｢田んぼにおける大鯉脚類 (ホウネンエビ･カブトエビ･カイエビ類)に関する研究｣(研究代

表者 :グライガ-,J.マーク),共同研究者,(2003年度).

琵琶湖博物館専門研究 ｢正琶湖における共生藻類をもつ繊毛虫の生態｣(2003年度).

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

日本陸水学会,LlmnOlogy,論文査読,1件.

【大学の講義 ･実習､学生の指導など】

2003年9月11日,JICAandILECEnvironmentaleducatlOnCOurSefocusedonaquatlCenVlrOnmentS,Environmental

education :acasestudylntheLakeBiwaMuseum.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス事業】

雷言励博物彪■の主催行事

2003年4月26日,里山の山菜,里山体験教室,日野町上的月,補助.

2003年5月18日,春の里山を歩こう､博物館観察会,大津市仰木,主担当.

2003年10月25日,里山のキノコ,里山体験教室,日野町上的且 補助.

2003年12月6日,里山の冬じたく,里山体験教室,日野町上駒月,補助.
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他の博物館 ･虎Bg等主催行事

2003年5月22日,C展示の舞台裏,志津小学校,伯母川探検,琵琶湖博物館,講義.

2003年5月29日,田んぼの生き物を調べよう,滋賀県自然保護課,愛鳥講演会,甲南第三小学校 (甲南町),観察会お

よび講義.

2003年5月27日,川の生き物調査(香),志津小学校,伯母川探検,伯母川 (草津市),調査､解説.

2003年7月3日,川の生き物調査(夏),志津小学校,伯母川探検,伯母川 (草津市),調査､解説.

2003年7月8日,浅野川生き物調査,甲南第三小学校,総合学習の時間,甲南第三小学校 (甲南町),生き物調査およ

び講義.

2003年7月24日,琵琶湖船上調査,石部高校,琵琶湖探究,王琶湖,陸水学調査実習,

2003年7月24E],プランクトンの観察,石部高校,琵琶湖探究,琵琶湖博物館,実習.

2003年7月30日,プランクトンの観察,国際湖沼環境委員会,体験型環境教育プログラム,琵琶湖博物館,実習.

2003年8月3E],プランクトンの観察,滋賀県エコライフ推進課,こども環境特派員事業,充琶湖博物館,実習.

2003年10月1E],湖上実習,東大津高校,ミュージアム･スクール,琵琶湖,,陸水学調査実習.

2003年10月1日,プランクトンの観察,東大津高校,ミュージアム･スクール,琵琶湖博物館,実習.

2003年10月9日,川の生き物調査(秩),志津小学校,伯母川探検,伯母川 (草津市),調査､解説.

2003年10月23El,微小生物の採集と観察,滋賀県教育センター,5年経験者研修,琵琶湖博物館,実習.

2003年10月28日,微小生物の採集と観察,滋賀県教育センター,5年経験者研修,琵琶湖博物館,実習.

2003年10月31日,プランクトンの観察,岐阜県 岐山高等学校,体験学習,琵琶湖博物館,実習.

2003年11月2日,伯母川探検展示準備,志津小学校,伯母川探検,志津小学校 (革津市),展示作り.

2003年11月7日,プランクトンの観察,常盤小学校,公開授業,琵琶湖博物館,実習.

2003年11月13E],プランクトンの観察,米原高校,体験学習,琵琶湖博物館,実習.

2003年11月19El,河川の小さな生き物観察,甲西中学校,選択理科,甲西中学校 (甲西町),講義.

2004年1月20日,プランクトンの観察,水口東高校,体験学習,琵琶湖博物館,実習.

#寮対応

2003年6月3El,琵琶湖の環境に関する講義および展示案内,JICA持続的増殖開発コース,丘琶湖博物館.

2003年6月26日,琵琶湖博物館の説明および展示案内,ピッツバーグ大学 (米国),琵琶湖博物館.

2003年7月2E】,琵琶湖の環境に関する講義および展示案内,豊田財団,琵琶湖博物館.

2003年9月11日,琵琶湖博物館の交流特に環境教育に関する取り組みの講義および展示案内,JICA水環境を主題とす

る環境教育研修,王琶湖博物館.

2003年9月12日,展示制作の裏話､概要説明､意見交換､展示案内,JICA博物館技術コース,琵琶湖博物館.

2003年11月11日,珪琶湖の環境に関する講義および展示案内,JICA水環境モニタリングコース,琵琶湖博物館.

2003年12月4日,琵琶湖博物館の環境教育に関係するプログラムの紹介,東京学芸大学環境教育実践施設,琵琶湖博

物館.

2004年1月20日,琵琶湖博物館の展示概要説明および展示案内,国際モデル森林ネットワーク事務局,琵琶湖博物館.

2004年3月2日,船上陸水学実習およびプランクトン観察,JICA湖沼水質保全研修,琵琶湖博物館.

メディ7への好カ

2004年秋,NHK,未定,ヨシの付着生物撮影協力,(2003年6月30日取材).

【資料整備活動】

彦琶)'#博物戯■の,･5動

収蔵施設の維持管理担当,主担当.

資料目録の作成担当,主担当.

煉蒸担当,主担当.
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【展示活動】

芳書湖博物鹿■の唐動

2003年,プランクトンコーナーの維持,C展示室生き物コレクション.
2003年4月～6月,ギャラリー展 :のぞいてみよう博物館の舞台裏,企画展示室,補助.

2003年7月～11月,企画展示 :外来生物,企画展示室,アメリカカブトエビについて.

【企画調整事業】

パリ国立自然史博物館 (フランス)研修員受け入れ,2003年4月14日～6月6日.

国立ルサカ博物館 (ザンビア)研修員受け入れ,2003年11月11-15,25-29日.

館内人事 ･館外活動等に関すること

【館外の活動】

2003年5月～,滋賀の理科教材研究委員会,滋賀のプランクトン図鑑編集委員 ･原生動物の章担当.
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中井 克樹 NAKAl, K atsuki 魚類生態学 (理学博士)

主任学芸員 研究部生態系研究領域

(兼)事業部展示担当 (4/1-9/9),情報担当 (9/10-)

琵琶湖博物館第11回企画展示 ｢外来生物 つれてこられた生き物たち｣に､これまでに外来生物問題に関わってき

たなかで蓄積した知見や考え方を､かなり紹介することができた｡外来種に関する国の法律案が検討されている時期

でもあり､また滋賀県では外来魚のリリース禁止が条例化されるなど､外来種の問題はややもすれば利害の対立する

人々からの強い反発をまねきかねないことを想定したうえでの展示 ･図録の内容の検討には､これまでになく神経を

使うことになった｡また､生物学 ･生態学といった自分の専門分野の価値体系では対処しきれない領域にまで､ 自分

なりの立場で言及することとなった｡

滋賀県立大学の大学院生と共同での琵琶湖北端部でのフィールドワークは3年目を迎えた｡企画展の準備期間と重

なったためにほとんど現場に出られなかったが､今期はオオクチバスとブルーギルの繁殖生態をはば毎日調査するこ

とができた｡現在､データの解析中であり､その一部は10月に開催された日本魚類学会大会等で発表した｡

今年度は､申請専門研究の成果と密接に関係した企画展の準備と運営に労力の大半を注ぐことになった｡わずかに

残された余力は､外来種関連法案の検討など大きく変化する社会的動向への対応にも費やされた.著述も､既存のデー

タや知見をとりまとめる作業が中心で､自分白身のオリジナルデータの分析や収集はほとんど行えなかった.来年度

は､これまでに貯えた知見の公表に主力を注ぐことが必要であると考えている｡

印刷物

【学術論文】

高橋鉄美 ･中井克樹 ･亀田佳代子 (2003)歯骨による琵琶湖産オオクチバスおよびブルーギルの種判別と体長の推定.

日本水産学会諾,69:643-645.

【専門分野の著作】

中井克樹 (2003)ブラックバスをめぐる"論争"一社会問題化した外来種問題.エコソフィア,(ll):56-63.

中井克樹 (2004)ブラックバス等の外来魚による生態的影響.用水と排水,46 (1):48-56.

中井克樹 (2004)移殖放流がもたらす在来淡水魚の遺伝的撹乱.環境倍額科学,33 (1) :21-25.

中井克樹 (2004)ブラックバス･ブルーギル [釣りという積極利用に制限を加える].白鷹保#,(478):14-15.

中井克樹,(2004),なぜリリースせずにはいられないの?～バス釣りへの疑問.白鷹煤塵,(478):17.

中井克樹,(2004),魚の放流を考える.ポテジャコ (1魚筋自然史研究会会#),(8):1-3.

【一般向けの著作】

中井克樹 (2003)巻頭言 :宍塚との出会い.一五斗好だより (宍塚の自然と歴史の会),(161) :1.

中井克樹 (2003)釣った外来魚の再訪流 (リリース)をめぐって.み-な びわ/噺から (長庚み-な協会),(78):3

3-34.

中井克樹 (2003)外来生物 つれてこられた生き物たち. うみんと;(27):2-4.

中井克樹 (2003)仮想見学ツアー ｢琵琶湖の外来生物｣.潮国と文化 27(3):30131.

中井克樹 ･中島 経夫･AndrewROSSITER(編)(2003)第11回企画展示 ｢外来生物 つれてこられた生き物たち｣.

展示解説書,琵琶湖博物館,草津 :161pp.

中井克樹 ･布谷 知夫 (2003)第1章 導入編 外来生物とは.中井克樹 ･中島経夫 ･AndrewROSSITER (宿),第11

回企画展示 /~外来生物 つれてこらわた生き物たちJ,琵琶湖博物館,草津 :8-27.

中井克樹 (2003)第2章 資料編 外来生物の影響.中井克樹 ･中島経夫･AndrewROSSITER(編),第11回企画展示

I-#釆生物 つれてこられた生き物たちJ,琵琶湖博物館,草津 :29-59.

中井克樹 (2003)ヌートリア.中井克樹 ･中島経夫･AndrewROSSITER(編),第11回企画展示 ｢外来生物 つれ

てこらわた生き物たちJ,琵琶湖博物館,草津 :68-69.
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中井克樹,2003)ソウギョと-クレン.中井克樹 ･中島経夫 ･AndrewROSSITER(編),第11回企画展示 r外来生

物 つれてこらわた生き物たちJ 琵琶湖博物館,草津 :88-89.

中井克樹 (2003)第4章 対策編 外来生物問題にどう取り組むか.中井克樹 ･中島経夫 ･AndrewROSSITER (編),

第11回企画展示 周 東生物 っれてこらわた生き物たちJ,琵琶湖博物館,草津 :1271137.

中井克樹 (2003)第5章 自然 ･生き物とのかかわり方を考える.中井克樹 ･中島経夫 ･AndrewROSSITER (編),

第11回企画展示 /~外来生物 つれてこらわた生き物たちJ,充琶湖博物館,草津 :139-147.

鷲谷いづみ ･川那部浩哉 (進行 :中井克樹)(2003)館長対談 :外来生物-つれてこられた生き物たち. うみJi,ど,

(28):4-5.

中井克樹 (2003)滋賀県/琵琶湖における淡水貝類の現状.霞ケ浦研究 2002,13:417.

中井克樹 (2004)｢外来魚駆除｣(-特定外来魚の生息抑制)によせて,琵琶湖を戻す会 (編),第3回発雷瀞外来魚シ

ンポジウム資料集.

中井克樹 (2004)アカザ.京都新FE7感賞版 :2004年3月23日.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

高橋鉄美 ･亀田佳代子 ･川村めぐみ･中井克樹 (2003年4月2-4日)被食者としての琵琶湖のオオクチバスとブルーギ

ル.平成15年度日本水産学会大会,東京水産大学 (東京都港区),[口頭発表].

中井克樹 (2003年5月28日)ブラックバスなどの外来生物問題.京都府生物教育会平成15年度第1学期例会,琵琶湖博

物館,[講議].

Nakai,K.(2003年6月26日)ChangesinthefishfaunaofLakeBiwa,Japan.BiologySemlnar,instituteof

lntegratedBiology,LeidenUniverslty(Leiden,TheNetherlands),[口頭発表].

中井克樹 (2003年8月31日)琵琶湖の外来魚問題と生態学研究の課題. El本生態学会近畿地区会2003年度第2回例会

｢琵琶湖の魚類群集のいま｣,琵琶湖博物館,[口頭発表].

中井克樹 (2003年8月31日)El本生態学会近畿地区会2003年度第2回例会 ｢琵琶湖の魚頬群集のいま｣,琵琶湖博物館,

[企画 ･運営､当日進行].

中尾博行 ･藤田建太郎 ･川端健人 ･森下 圭 ･沢田裕一 ･中井克樹 (2003年10月11-12日)琵琶湖北湖におけるブルー

ギルの繁殖生態.2003年日本魚頬学会年会,京都大学農学部 (京都府京都市),[ポスター発表].

藤田建太郎 ･中尾博行 ･森下 圭 ･川端健人 ･藤井 晋 ･中井克樹 ･沢田裕一 (2003年10月11-12日)琵琶湖における

オオクチバスの繁殖生態.2003年日本魚頬学会年会,京都大学農学部 (京都府京都市),[ポスター発表].

高橋鉄美 ･亀田佳代子 ･川村めぐみ ･中井克樹 (2003年10月11?12日)琵琶湖のカワウに捕食される魚類の季節変化.

2003年日本魚類学会年会,京都大学農学部 (京都府京都市),[口頭発表].

中井克樹 (2003年10月6日)琵琶湖における外来魚問題の経緯と現状一滋賀県の新しい条例によせて-.地球環境関西

フォーラム 第16回水環境とくらしの調和部会,新阪急ビル (大阪府大阪市),[講議].

中井克樹 (2003年11月6日)琵琶湖の自然と侵入者たち.第2回伊豆沼 ･内沼ゼニタナゴ復元プロジェクト会議 (伊豆

沼 ･内沼ゼニタナゴ復元プロジェクト事務局),宮城県伊豆沼 ･内沼サンクチュアリセンター研修室 (宮城県若

柳町),[ビデオ発表].

中井克樹 (2003年11月14日)外来魚の引き起こす問題一釣魚をめぐる論争と観賞魚のもつ潜在的危険性. 日本環境動

物昆虫学会第15回大会公開シンポジウム ｢外来種問題について考える｣,大阪府立大学学術交流会館多目的ホー

ル (大阪府堺市),[シンポジウム講演].

中井克樹 (2003年11月21日)外来生物をめぐる問題と課題 :企画展示を担当しながら考えたこと.琵琶湖博物館研究

セミナー,琵琶湖博物館,[口頭発表].

中井克樹 (2003年12月8日)外来生物問題の考え方.第20回阪神生態談話会,甲南高等学校 (兵庫県芦屋市),[口頭発

表].

Yuma,M.,Nakai,K.andTimoshkin,0. A.(2003年12月18日)BIOdlVerSityStudiesinFreshwaterunder

IBOYScheme.PerspectivesoftheBIOdiversltyResearchintheWesternPacificandAsialnthe21st

Century,京大会館 (京都府京都市),[口頭発表].
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中井克樹 (2004年3月14日)外来種問題の考えかた～いま､生き物とのつきあいを見直すとき～.第 1回生物多様性シ

ンポジウム ｢ふるさとの自然があぶない 外来種に侵略される生きものたち｣(第1回生物多様性シンポジウム

実行委員会),新潟青陵大学 (新潟県新潟市),[基調講演].

中井克樹 (2004年3月14日)パネルディスカッション ｢外来種と向き合う現場からの報告｣.第1回生物多様性シンポジ

ウム ｢ふるさとの自然があぶない 外来種に侵略される生きものたち｣(第1回生物多様性シンポジウム実行委

員会),新潟青陵大学 (新潟県新潟市),[パネリスト].

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館申請専門研究 ｢琵琶湖等における外来生物 (とくにブラックバス問題)に関する研究｣(1996年度～ ;20

01年度までは専門研究).

WWFジャパン自然保護助成 ｢琵琶湖等の淡水生態系保全のためのブラックバス頬の生態的 ･遺伝的研究｣(研究代表

者 :中井克樹),研究代表者 (2003年度).

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

日本生態学会,

El本生態学会,

日本生態学会,

日本生態学会,

日本生態学会,

E]本員頬学会,

E]本魚頬学会,

日本魚類学会,

自然保護専門委員会,委員,2002年3月～2004年8月.

自然保護専門委員会外来種問題検討作業部会,部会長,2001年3月～.

近畿地区委員会,委員,2000年1月～.

近畿地区会自然保護専門委員会,委員,1998年～.

英文誌 ｢EcologicalResearch｣,編集委員,2000年7月～2003年6月.

評議員,1999年1月～.

評議員,2004年1月～.

自然保護委員会,委員および外来魚問題検討部会員,2001年2月～.

応用生態工学会,｢応用生態工学｣会誌編集委員会,専門編集委員,2000年4月～.
応用生態工学会,パートナーシップ委員会,委員,2001年12月～.

阪神貝類談話会,理事,2000年1月～.

山口月額研究同好会,査読協力員,1996年～.

International ConferenceonAssessmentandControlofBiological InvasionRisks (YokohamaNational

University,21stCenturyCOE Program "EnvironmentalRiskManagementforBio/Eco-System",

BiodiversityNetworkJapan),ScientificCommittee,member,2003年12月～2004年8月.

【大学の講義･実習､学生の指導など】

2003年度9月2日,滋賀医科大学1年,生物学特論 ｢ブラックバス問題と琵琶湖｣,非常勤講師.

2003年度,滋賀県立大学大学院環境科学研究科 ･博士後期課程2年生 (中尾博之 ･藤田建太郎)および修士課程1年生

(川端健人 ･森下 圭),琵琶湖におけるオオクチバス･ブルーギルの繁殖生態等に関する諸研究,副指導教官.

2003年度,京都教育大学地理学教室4年生 (茂野 彰),卒業論文 ｢滋賀県琵琶湖における外来魚 リリース禁止の普及
に関する検討｣,助言 ･資料提供.

2003年度,京都精華大学人文学部環境社会学科4年生 (大場明広),卒業論文 ｢赤星鉄馬の誤算～琵琶湖ブラックバス

問題を考える～｣,助言 ･資料提供.

2004年2月1日～3月31日,(独)日本学術振興会特別研究員 (高橋鉄美),研究課題 ｢アフリカ･タンガニイカ湖産カワ

スズメ科魚類における適応放散メカニズムの解明｣,受入研究者.

2003年8月4日,法政大学西洋ゼミ,｢至己琶湖の外来魚対策に関する現状調査｣,助言 ･資料提供.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

彦芦,･新博物館の.主催行事

2003年4月27日,人と外来生物の特別な関係 :ため池調査の結果から,フィールドレポーター報告会,琵琶湖博物館,
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発表.

2003年6月8日～7月20日,企画展講座 ｢外来生物 っれてこられた生き物たち｣全5回+特別回,琵琶湖博物館,企画 ･

運営.

2003年7月6日,外来生物問題の現状と課題,企画展講座 ｢外来生物 つれてこられた生き物たち｣第5回,琵琶湖博物

館,講師.

2003年7月20日,企画展示オプショナルツアー,企画展講座 ｢外来生物 つれてこられた生き物たち｣特別回,琵琶湖

博物館,講師.

2003年7月26日,漁船に乗ってエリの漁を見に行こう,観察会,守山漁業協同組合および琵琶湖上 (滋賀県守山市)請

師.

2003年8月25日,夏休み相談室､琵琶湖博物館,貝類担当.

2003年10月19日,企画展シンポジウム ｢いま､生き物とのつきあいを考える～外来生物から見えてくる課題～｣,琵琶

湖博物館,企画 ･運営.

2003年10月19日,パネル討論,企画展シンポジウム ｢いま､生き物とのつきあいを考える～外来生物から見えてくる

課題～,琵琶湖博物館,コーディネーター.

2004年2月29日,生き物でにぎわう湖の沿岸帯を調べる,連続講座 ｢水辺移行帯-その自然 ･暮らし､政策-｣,琵琶

湖博物館,講師.

2004年3月17日,学芸員 トーク ｢外来生物のおはなし一生きものとのつきあいかたを見なおそう-｣,泉南市立青少年

センター見学会,茸琶湖博物館,講師.

他の博物虎 ･i*Bg等主催行事

2003年4月6日,琵琶湖の外来魚をめぐる騒動一認識のくいちがいをどうするか?-, ミュージアムパーク茨城県自然

博物館 第27回企画展 ｢サイエンス霞ケ浦｣記念イベント自然講座, ミュージアムパーク茨城県自然博物館

(茨城県岩井市),講師.

2003年4月19日,外来生物問題の概要と琵琶湖の外来魚の現状に関する解説,4Rの会 ･琵琶湖学習会,琵琶湖博物館,

講師.

2003年4月20日,六稜会館プレOPENシンポジウム ｢六稜会館をどう生かすか｣,六稜同窓会,大阪府立北野高等学校

六稜会館 (大阪府大阪市),パネリスト

2003年4月22日,琵琶湖の環境と水質の現状に関する解説,高槻市立三箇牧小学校校外学習,琵琶湖博物館.講師.

2003年4月23日,ブラックバス問題と琵琶湖,立命館大学BKC特殊講義 ｢近江 ･草津論｣,立命館大学草津キャンパス

(滋賀県草津市),講師.

2003年6月29日,シンポジウム ｢外来魚のリリース禁止-琵琶湖ルールを考える-｣,朝日新聞社 ･朝E121関西スクエ

ア,パネル討論,琵琶湖博物館,パネリスト

2003年7月26日,外来種はなぜ問題にされるのか :一般論と琵琶湖の事情,草津市教育委員会事務局生涯学習課,淡海

生涯カレッジ草津校問題発見講座第4回,琵琶湖博物館,講師.

2003年7月26日,河川生物の調査と観察の指導,大津滋賀流域みずすまし推進協議会,新免農場内で生き物調査,大津

市上田上新免町 ･新免農場内,アドバイザー.

2003年7月30日,｢外来魚｣｢琵琶湖の水質｣に関する個別指導,滋賀県立石部高等学校,夏期集中講義 ｢琵琶湖探求｣,

琵琶湖博物館,講師.

2003年8月6日,琵琶湖の外来生物を知る,守山市立遠野公民館定期講座 ｢びわ湖を見つめる講座｣第4回,琵琶湖博物

館,講義 ･研修.

2003年8月7Ei,琵琶湖の外来魚の解剖による胃内容物分析の指導,(財)大阪府水道サービス公社,夏休み水源<琵琶

湖>親子見学会,琵琶湖博物館,講師.

2003年8月19日,｢田んぼの学校｣第5回勉強会と観察会,くろだ村づくり委員会,黒田公民館および周辺水路,滋賀県

木之本町､講師.

2003年8月26日,琵琶湖博物館ガイダンスと生き物に対する関わり方に関する講義,伊川を愛する会,夏休みこども淡

水魚教室,琵琶湖博物館,講〔軌

2003年9月18日,ため池における希少生物の保全と外来魚の影響,兵庫県健康生活部環境局,加西市ベッコウトンボ検

討会,加西市役所 (兵庫県加西市),意見発表.
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2003年9月25日,地曳網体験と外来魚の解剖実習,草津市立志津小学校5年,志賀町北小松および琵琶湖博物館,講師.

2003年9月26日,外来魚問題と琵琶湖の生態系,高島町教育委員会,高島町生涯学習 ｢町民大学公開講座｣,高島町生

涯学習センター (滋賀県高島町),講師.

2003年9月27日,平成15年度 ｢水環境クリーン･ウォーク｣,滋賀県湖南地域振興局 ･草津市環境課,草津市烏丸半島

周辺の琵琶湖岸 (車津市),企画段階の助言.

2003年9月27日,琵琶湖 ･淀川水質浄化共同実験センター平成15年度観察会,(財)琵琶湖 ･淀川水質保全機構,琵琶

湖 ･淀川水質浄化共同実験センター (革津市),企画段階の助言のみ.

2003年10月8日,琵琶湖の外来魚の食性調査の指導,東京都立青梅東高等学校修学旅行,環境実習,琵琶湖博物館,請

師.

2003年10月9日,身の回りの外来生物について/水生生物一般について講義,宇治田原町立田原小学校,環境学習,琵

琶湖博物館,講師.

2003年10月13日,琵琶湖の変化と外来生物について,滋賀県理容衛生同業協同組合女性部 ･青年部研修会,琵琶湖博

物館,講義.

2003年10月22日,外来魚に関する事前調査,衆議院環境調査室,衆議院議員第2会館 (東京都千代田区),意見陳述.

2003年10月25日,外来種問題から考える自然や生きものとのつきあいかた,大津市 ｢人権 ･生涯｣学習推進協議会連

合会ほか,第35回人権を考える大津市民のつどい ｢秋の集会｣日吉ブロック集会 第5分科会 ｢びわ湖と共に生

きる～今､私たちにできること～｣,大津市立坂本小学校 (滋賀県大津市),講師.

2003年10月26日,西内沼の豊かな自然とふれあいあそばう !～外来魚捕獲と沼の生き物調査～,観察会,マキノいき

いき元気体験推進協議会東小学区,西内沼 (滋賀県マキノ町),講師.

2003年11月7日,外来生物について解説,草津市立常磐小学校,研究発表会公開授業 (1) 5年 ｢びわ湖から考えよう｣,

琵琶湖博物館,講師.

2003年11月9日,琵琶湖の外来魚をめぐる魚の問題､人の問題,大浦レイクヒルズ自治会,秋の文化講演会,西浅井町

ふれあいスポーツセンター (滋賀県西浅井町),講師.

2003年11月18日,琵琶湖等における外来魚 (主にオオクチバス)の生態的影響,兵庫県内水面漁場管理委員会研修会,

琵琶湖博物館,講師.

2003年11月27日･12月8日,ディベート｢捕鯨の是非/外来魚のキャッチアンドリリースの是非｣に関する講評,地球

環境関西フォーラム ｢環境教育支援制度｣,甲南中学校総合学習,甲南中学校 (兵庫県芦屋市),講師.

2003年12月5日,湖や池における外来生物の現状,(社)E]本環境アセスメント協会関西支部,平成15年度第2[司関西研

究集会,大阪厚生年金会館 (大阪府大阪市)講師.

2003年12月7日,水の中ですすむ激変一外来種問題を考える,豊橋市自然史博物館,平成15年度自然史講座,豊橋市自

然史博物館 (愛知県豊橋市),講師.

2002年12月11日,ブラックバスの生態的影響と駆除における課題,下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会,諏訪湖浄化

講演会,下諏訪商工会議所 (長野県下諏訪町),講[帆

2003年12月13日,外来生物 :身近なもの､厄介なもの,神通川流域連携研究会 ･飛騨インタープリターアカデミー

神通川流域連携講演会,飛騨 ･世界生活文化センター (岐阜県高山市),講師.

2003年12月13日,外来生物 :身近なもの､厄介なもの (応用編),飛騨インタープリターアカデミー,飛騨 ･世界生活

文化センター (岐阜県高山市),講師.

2003年12月22日,琵琶湖における外来魚問題,三重大学生物資源学部水圏生物生産学講座学術講演会,外来魚を考え

る,三重大学生物資源学部 (三重県津市),講師.

2004年1月15日,外来生物 つれてこられた生き物たち-琵琶湖の現状と外来生物とのかかわり万一,滋賀県環境保全

財団,平成15年度環境啓発アドバイザー研修会,県民交流センター･ピアザ淡海 (滋賀県大津市),講師.

2004年1月25日,第3回琵琶湖外来魚シンポジウム外来魚駆除最前線,琵琶湖を戻す会パネルディスカッション,琵琶

湖博物館,パネルディスカッション進行.

2004年1月29E],悩ましき外来生物問題,京都市生涯学習総合センター,京都アスニ-セミナー,京都アスニー (京都

府京都市),講師.

2004年3月6E],いま問われる生き物とのつきあい方～ ｢いいとこどり｣はあさまへん !,六稜同窓会,第6回六稜 トー

クリレー,大阪府立北野高等学校六稜会館 (大阪府大阪市),講師.

2004年3月11日,琵琶湖の生態系について～魚頬群集の変化を中心に～,大津地方裁判所民事研究会,大津地方裁判所
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大会議室 (滋賀県大津市),講師.

2004年3月17日,ブラックバスの侵入を食い止めよう～道外での生態的打撃と社会的対立を繰り返さないために～,

北海道水産林務部,北海道外来魚対策に係る講演会,ホテルポールスター札幌 (北海道札幌市),講師.

凍棄事業

2003年4月22日,兵庫県下の町域におけるため池調査に関する相談,(株)一成.

2003年4月25日,常設展示の案内,岡 由佳理 (鳥羽水族館)氏.

2003年5月7日･8日,琵琶湖の外来魚問題の現状取材,植村 誠 (ルポライター)氏.

2003年6月20日,琵琶湖の外来魚の現状および対策に関する説明､情報利用室への案内,小原昌和 (長野県園芸特産

課水産係長)氏はか.

2003年7月24日,企画展示

2003年8月11日,企画展示

氏ほか.

2003年8月11日,企画展示

2003年8月16日,企画展示

2003年8月17日,企画展示

2003年8月23日,企画展示

2003年8月24日,企画展示

2003年9月5日,企画展示

｢外来生物｣の案内,

｢外来生物｣の案内,

｢外来生物｣の案内,

｢外来生物｣の案内,

｢外来生物｣の案内,

｢外来生物｣の案内,

平木賢一郎 (兵庫県自然環境保全課)氏ほか.

神谷佐緒理 (国営木曽三川公園アクアワ-ルド水郷パークセンター)

矢部 隆 (愛知学泉大学助教授)氏はか.

瀬能 宏 (神奈川県立生命の星 ･地球博物館主任研究員)氏.

薄志泰正 (やんぼる野生生物保護センター自然保護官)氏.

落合啓二 (千葉県立中央博物館上席研究員)氏.

｢外来生物｣の案内,ため池研究会.

｢外来生物｣の案内,鹿熊 勤 (フリーライター)氏ほか.

2003年9月26日,常設展示 (おもに水族展示)の案内,全国市町村議会議長 ･副議長視察団.

2003年9月28日･29日,企画展示 ｢外来生物｣および琵琶湖現地の案内,工藤 智 (北海道立水産筋化場)氏.

2003年10月18日,企画展示

2003年10月28E】,企画展示

2003年11月10日,企画展示

2003年11月15日,企画展示

2003年11月20日,企画展示

2003年11月21日,企画展示

2003年11月23日,企画展示

2003年11月24日,企画展示

｢外来生物｣の案内,NPO法人 ･アサザ基金.

｢外来生物｣の案内,近藤紀巳 (地域自然科学研究所)氏ほか.

｢外来生物｣の案内,立揮史郎 (北海道大学文学部講師)氏はか.

｢外来生物｣の案内,ザンビア共和国･JICA研修員.

｢外来生物｣の案内,菊池基弘 (千歳サケのふるさと館)氏.

｢外来生物｣の案内,森吉裕志 (地球環境関西フォーラム)氏.

｢外来生物｣の案内,柳沼 薫 (財].日本生態系協会)氏.

｢外来生物｣の案内,譜藤和範 (旭川大学)氏.

2003年11月28日,企画展後の概要説明と常設展示の案内,井尻智道 (園部文化博物館)氏はか.

2004年1月26日,琵琶湖における外来魚対策の現場の案内,杉山秀樹 (秋田県水産振興センター)氏 ･工藤 智 (北

海道立水産筋化場)氏はか.

2004年1月26日,ブラックバス問題関連の取材対応,佐久間 功 (サイェンスライター)氏.

2004年3月9日,琵琶湖の生態系変化に関する助言と常設展示案内,戸田三津夫 ･松田 智 (静岡大学工学部助教授)

氏.

2004年3月19E],ブル-ギルの生態と駆除方法に関する助言と情報利用室案内,吉松定昭 (香川県水産試験場研究主

幹)氏はか.

2004年3月22日,企画展示計画の相談対応と水族展示案内,青木清治 (小山市博物館学芸員)氏はか.

メディ7への旋カ

2003年5月10日,フジテレビ系全国ネット｢ウェークアップ｣,外来種問題,企画に関する助言と琵琶湖の水中映像の

提供 (2003年3月より企画に関する電話相談等).

2003年7月21日,毎日放送ラジオ ｢ごめんやす馬場章夫です｣,琵琶湖博物館 ･外来生物展,企画展示の意図 ･内容等

の解説 (7月19日､企画展示室を案内しなから取材).

2003年8月1日,KBS京都テレビ ｢田測岩夫の得ダネてれび｣,得ダネ!滋賀だより,企画展示の概要案内,(KBS京都

スタジオにて生出演).

2003年8月12日･13日,OCCN(CATV;大阪府下ネット),｢関西 トピックス｣,20年ぶり琵琶湖の水質調査,琵琶湖
の生態系変化に関するコメント,(7月27日来館取材;8月19日･21日 CS日本G十でも放送).
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2003年8月20日,NHK総合テレビ,｢かんさいニュース一番｣ ,企画展 ｢外来生物｣,企画展示の意図 ･内容等の解説,

(8月11日来館取材).

2003年8月28E】,びわ湖放送,｢ぶるるるぶびわこ｣,企画展 ｢外来生物｣,企画展示の意図 ･内容等の解説,(8月12日

来館取材).

2003年8月31日,NHK総合テレビほか,｢さわやか自然百景｣,滋賀県 ･伊吹山,陸産貝類に関する取材協力および助

言,(7月17日来館し企画相談､その後8月にかけて電話での取材).

2003年9月27日,NHK総合テレビ,｢かんさいニュース一番｣,ペット由来の外来生物,昨今のペットブームに関する

コメント,(9月25日､来館取材).

2003年10月7日,テレビ朝日,｢スーパーJチャンネル｣,外来魚問題,琵琶湖の現状に関する水中映像提供,(10月3日､

来館取材).

2003年10月31日,東日本放送 (東北地方ネットでも放送),｢うじきつよしのワンダーポケット｣,擬態,ブルーギルの

琵琶湖での生息現状とメス擬態の習性解説,(10月16日､王琶湖および博物館での取材).

2003年4月21日,朝El新聞,水産庁が外来魚封じ込め案,水産庁案に対する批判的コメント,(3月25El､清水弟記者の

電話取材).

2003年5月10日,産経新聞,｢トキメキ特派員｣,バス ｢キャッチ&イート｣,琵琶湖ルールに関するコメント,(4月11

日､来館取材).

2003年6月26日,朝日新聞 (香川)夕刊,｢フナずし｣の味､讃岐が救え !,香川県でのニゴロブナため池養殖に関す

るコメント,(6月､電話取材).

2003年7月8日,朝日新聞 (大阪),｢シンポ 『外来魚のリリース禁止一琵琶湖ルールを考える』｣,パネリス トの一人と

して発言,(6月29日､シンポジウムでの発言を取材し抄録化).

2003年7月3日,毎El新聞 (大阪)夕刊,｢琵琶湖 ･外来魚問題｣,外来魚駆除事業とリリース禁止に関するコメント,

(6月16日､阿部雄介記者来館取材).

2003年9月13日,北海道新聞空知版,｢この人｣,中井克樹さん :滋賀県立琵琶湖博物館の主任学芸員,北海道での外来

魚駆除事業に関するコメント,(9月12日､北海道南幌町のオオクチバス駆除視察現場で鈴木隆仁記者のインタ

ビュー).

2003年10月4日,読売新聞 (大阪)夕刊,｢ひと人抄｣,琵琶湖博物館主任学芸員の中井克樹さん :不幸な外来生物つく

らぬ,外来生物に対する姿勢のあり方と今後の方向性を紹介.

2003年11月29日,毎日新聞,｢現場から記者 リポート｣,県内の外来種 :危ぐされる生態系への影響,外来生物問題へ

の対処する姿勢に関するコメント,(11月22日､企画展示を中心に岡村恵子記者による取材).

2003年12月18日,信濃毎日新聞,下諏訪で外来魚対策講演会,外来魚問題の経緯と現状､対策の必要性を紹介,(12月

11日､講演会会場での取材).

2003年12月19日,中日新聞,外来種の影響訴える 飛騨アカデミー,外来生物問題の考え方を説明,(12月13日､講演

会会場での取材).

2004年3月22日,毎日新聞,｢生き物たちのシグナル :第3部 外来種を追う｣,3. ブラックバス,琵琶湖における外

来魚問題の経緯に関するコメント,(加藤潔記者来館取材).

【情報整備活動】

.琵琶湖博物腰■の盾動

2003年5月12日,茨城県霞ケ浦の外来魚現状の映像撮影,デジタルビデオおよびデジタル写真.

2003年5月14E],神奈川県芦ノ湖および静岡県-碧湖の映像撮影,デジタルビデオおよびデジタル写真.

2003年6月9日,神奈川県鎌倉市にてタイワンリスの映像撮影,デジタル写真.

2003年6月19日,大津市立瀬田南小学校にてカイウサギの映像撮影,デジタル写真.

2003年6月24日～27日,オランダ･ライデン大学および自然史博物館ナチュラリスにおけるヴィクトリア湖関連取材

映像,デジタルビデオおよびデジタル写真.

2003年7月10日,山口県岩国市におけるアルゼンチンアリおよび岡山県岡山市児島湾干拓地におけるスクミリンゴガ

イの映像撮影,デジタルビデオおよびデジタル写真.

企画展示 ｢外来生物 つれてこられた生き物たち｣における展示映像,ビデオ作品,企画 ･編集主担当.
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他博物庶 ･i*Bgの居動

2003年5月,紀平 肇 ･松田征也 ･内山りゅう著 ｢E]本産淡水貝類図鑑 1. 琵琶湖 ･淀川産の淡水貝類｣(ピーシーズ

刊)へのカラスガイ写真提供,デジタル写真1点.

【資料整備活動】

苦言;'#博物虜の着動

2004年度企画展示関連,噂乳類 ･帽虫類 ･魚頬外来種の剥製標本の製作,業者委託.

2004年度企画展示関連,北海道庁より､アライグマ雌雄冷凍資料受領.

2004年度企画展示関連,阿部慎太郎 (環境省奄美自然保護官事務所)氏より､ジャワマングース冷凍資料受領.

2004年度企画展示関連,高桑正樹 (大阪千代田短期大学)氏よりセアカゴケグモ生体資料受領.

2003年5月11日,粂川泰- (内閣府沖縄振興局)氏より､西浅井町･1992-1993年採集オオクチバス標本資料一式受

領.

2003年9月29El,和田 悟 (カメラマン)氏より奥利根湖産コクチバス冷凍資料受領.

2003年12月21日,池辺進一 (和歌山市在住)氏より陸･淡水産員頬の乾燥標本一式受領.

2004年2月11E],多田 実 (ルポライター)氏より西表島産淡水貝類資料受領.

他博物屠 ･機Bgの居動

京都大学東南アジア･アフリカ地域研究センター,2003年4月,アラル海産貝類の同定依頼.

鳥羽水族館 ･岡由美子氏,2003年4月25日,三重県産淡水員頬の同定依頼.

立命館大学探検部,2003年9月17[]･10月10日,八丈小島産陸生貝類の同定依頼.

(独)水資源機構丹生ダム建設所,2003年10月～2004年1月,滋賀県余呉町丹生ダム予定地の陸産貝類調査にかかる助

言と採集物の同定依頼.

青森県在住カメラマン,2003年11月,青森県下北半島産淡水貝類の同定依頼.

(育)河川性物研究所,2004年1月,神奈川県産の外来淡水貝頬の同定依頼.

秋田県水産振興センター,2004年1月,秋田県産の淡水二枚貝類の同定依頼.

【展示活動】

窟冨湖岸物腰■の;5動

2003年4月22El,新人研修案内,C展示室 ｢琵琶湖の環境と変化｣
2003年7月19日～11月24日,第11回企画展示 ｢外来生物 つれてこられた生き物たち｣,主担当.

2004年2月～3月,常設水族展示 ｢世界の魚たち:世界の湖 ･タンガニイカ湖｣の改修,主担当者AndrewRosslter

の引継ぎ.

他博物館 ･機Bgの盾動

神奈川県立生命の星 ･地球博物館,2003年7月19日～9月15日,特別展 ｢侵略とかく乱のはてに～未来につなげる自然

とは～｣,琵琶湖の外来魚駆除事業の現場写真提供.

千歳サケのふるさと館,2003年7月19日～9月15日,特別展 ｢大ロシア展 バイカル湖､アムール川､古来より続 く神

秘の生命世界｣,バイカル湖の生物に関する助言およびバイカルアザラシ骨格標本の貸出し対応.

小樽市博物館,2003年7月19日～9月23日,特別展 ｢外来生物とみなとまち小樽｣,特別展会場写真等の提供.

海遊館,2003年9月20日～11月24日,企画展 ｢海を渡ってきた生き物たち～とりもどそう生態系 ･とりかえそう日本の

生き物たち｣への写真 ･ビデオ資料提供,オオクチバスの水中写真 ･ビデオ提供.

三田市立有馬富士自然学習センター,2004年1月6日～4月20日,企画展 ｢外来種を考える｣,外来生物に関する情報提

供､標本および映像資料貸出し対応.

千葉県立中央博物館,2004年3月20日～5月9日,企画展｢持ち込まれたケモノたち一外来動物がおびやかす地域の自然-1

オオクチバスの生態､外来魚駆除の現場等の写真資料の提供.

三田市立有馬富士自然学習センター,2004年3月21Ei,観察会 ｢オオクチバスの解剖と料理講座｣,琵琶湖で漁獲され
たオオクチバスを資料として提供.

園部町立文化博物館,2004年夏季,2004年度企画展,外来生物関連企画展開催に対する助言.
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小山市立博物館,2004年夏季,2004年度企画展,身近な河川の変遷に関する企画展示開催に対する助言.

館内人事 ･館外活動等に関すること

【海外渡航】

2003年6月23日～28日,ライデン大学総合生物学科および国立自然史博物館 ･ナチュラリス (オランダ･ライデン市),

企画展示用のヴィクトリア湖産魚類標本と写真資料の借用.

2004年2月22日～27日,ライデン大学総合生物学科および国立自然史博物館 ･ナチュラリス (オランダ･ライデン市),

企画展示用のヴィクトリア湖産魚類標本の返却と写真資料の将来利用に関する契約締結.

【館外の活動】

2003年5月～,滋賀県,移人種問題検討委員会,委員および水生態系部会員.

2003年～,滋賀県,滋賀の大切にすべき生き物委員会,専門委員.

2001年11月～,滋賀県,琵琶湖生態系研究会,委員.

1996年度～,環境省,自然環境保全基礎調査検討会 無脊椎動物分科会,検討員.

2003年度～,環境省,絶滅のおそれのある野生動植物種の選定 ･評価検討会 陸 ･淡水産貝類分科会,検討委員.

1998年1月～,国土交通省利根川下流河川事務所,利根川ヤマトシジミ勉強会,委員.

2003年9月～,兵庫県 ･加西市,ベッコウトンボ検討会,委員.

2003年12月～2004年3月,(財)自然環境研究センター,平成15年度ブラックバス･ブルーギルが在来生物群集および

生態系に与える影響と対策調査 検討会,委員.

1999年2月～,(財)リバーフロント整備センター,河川水辺の国勢調査スクリーニング委員会 底生動物スクリーニ

ング･グループ,委員.

1999年10月～,(財)ダム水源地環境整備センター,河川水辺の国勢調査 (ダム湖版)スクリーニング委員会 底生動

物スクリーニング･グループ,委員.

1999年2月～,(財)琵琶湖 ･淀川水質保全機構,琵琶湖 ･淀川水質浄化共同実験センター ｢多自然型水路実験｣研究

部会,検討委員.
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松田 征也 MATSUDA,Masanari 底生動物学

主任学芸員 研究部生態系研究領域

(兼)総務部企画調整課

専門研究では､1993年からイシガイ科貝類を中心とした生息調査を実施し､地元と行政､そして大阪教育大学と協

力しながら希少貝類の保全にむけた取り組みを､木ノ本町黒田で行っている｡今年度は8月19日に黒田集会所およびそ

の周辺水路で開催された 貝類の観察会 ｢くろだ田んぼの学校｣を開催して､採集された水生生物の説明を行うととも

に､地域に生息する希少な生物についての紹介を行った｡この観察会には､小学校以下の子どもたちが多数参加 して

いることから､身近にいる普通の生物が希少な生物たちであったことを感じることができたと思われた｡ また､琵琶

湖博物館連続講座 ｢水辺移行帯｣では､黒田村づくり委員会委員長､湖北地域振興局田園整備課の担当者とともに

｢木ノ本町黒田における希少貝類の保全について｣の講座を開催した｡この他､改修後の水路における貝類の生息調査

などを実施し､新規加入の個体が確認されたが生息数は少なく､今後の継続的な観察が必要であると考えられた｡専

門研究ではこの他､県内の希少貝類の継続的な調査を､滋賀淡水且頬研究会とともに行ない､カタハガイ､ オバェポ

シガイなどの新しい生息地を確認することができた｡今後も継続的な調査を実施するとともに､環境保全のありかた

について研究を進めたい｡

共同研究 ｢外国産シジミに関する研究｣では､これまで県内の約100個所からシジミ類 を採集し､貝殻形態による

比較を行っているが､シジミ頬は種の特徴が形態に現れにくく､生息環境により貝殻の形質が変化することから､種

頬の判別に有効な手法が必要となり､マイクロサテライトによる比較を行うためにプライマーの開発を行なった｡ ま

た､外国産のシジミ頬にはDNA量が異なるグループが存在することから､近畿大学水産学科水産生物学研究室の協力

を得てフローサイトメーターによる解析を行い､ 容易に倍数性の区別ができるようになった｡共同研究 ｢南湖の富栄

養化過程に沈水植物が及ぼす影響の解明｣では､大津市におの浜沖の実験区において 調査を実施したが､生きている

貝は5種類を採集するにとどまり､個体数も極めて少なかった｡こうした反面貝殻は多数確認されるなど､湖底環境が

淡水貝頬の生息にとって好ましくない状況ある可能性が考えられ､来年度以降も調査を継続する予定である｡

総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖｣では琵琶湖南湖に設置されているエリ周辺での水の流れと魚の行動との関係を

明らかにするため､近畿大学水産学科漁場学研究室と共同でバイオテレメトリーを用いた実験を実施している

印刷物

【専門分野の著作】

紀平 撃 ･松田征也 ･内山りゅう (2003)El本庄淡水員頬図鑑.(か澄音潮定ノf/産の淡水月数 ピーシーズ,東京 :160.

山根 猛 ･松田征也 (2003)えり漁場の水理特性と漁獲変動について.平成15年度日本水産=学会諾窟論文菜, 日本

大学生物資源学部,神奈川 :157-158.

松田征也 ･吉川真一郎 ･佐藤智之 (2003)3館連携企画展 ｢びわ湖 ･淀川 ･大阪湾 水の旅｣-びわ湖で少なくなっ

た魚と員一について.(社)日本動物園水巌館妨会第69回近畿ブロック水虞館飼育係研修会要旨隻,琵琶湖博物

館 :8,

松田征也 (2003)淡水貝類の移入種について.(社)日本動物園水虞館妨会第69回近畿ブロック水虜館飼育係研修会要

旨糞,琵琶湖博物館 :9.

松田征也 (2003)スクミリンゴガイ.第J1回企画展示 ｢外来生物｣展示解説書,琵琶湖博物館 :104-105.

松田征也 (2003)カワヒバリガイ.第J1回企画展示 ｢外来生物J展示解説書,琵琶湖博物館 :106-107.

松田征也 (2003)タイワンシジミ.第11恒7企画展示 /~外来生物J展示解説書,琵琶湖博物館 :108-109.

北藤真人 ･横山達也 ･松田征也 (2003)琵琶湖 ･淀川水系の3つの水族展示施設が連携開催した企画展 ｢びわ湖 ･淀

川 ･大阪湾 水の旅｣について.(Ti)日本動物園水族館協会第48回水虞館技術者研究会プログラム,マリンピ

ア松島水族館,宮城 :24.

西川輿史雄 ･松田征也 ･河瀬 均 ･川寄太久馬 (2003)木之本町黒田における圃場整備と希少貝類保全への取 り組み

について.水辺移行欝-その白鷹 ･者らし･政第-,歴富瀞博物館達彦講座■(前期分J,琵琶湖博物館 :21-28.
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【一般向けの著作】

松田征也 (2003)びわ湖の貝大研究. うみっこ,琵琶湖博物館 :4p.

松田征也 (2004)タイリクバラタナゴ.滋賀の魚,京都新聞 :2004年3月9日.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

山根 猛 ･松田征也 (2004年5月17-19日)えり漁場の水理特性と漁獲変動について.日本水産工学会, 日本大学生物

資源科学部 (神奈川).

松田征也 ･吉川真一郎 ･佐藤智之 (2003年6月4日)3館連携企画展 ｢びわ湖 ･淀川 ･大阪湾 水の旅｣-びわ湖で少な

くなった魚と貝一について. (社)日本動物園水族館協会第69回近畿ブロック水族館飼育係研修会,琵琶湖博物

館.

松田征也 (2003年6月4日)淡水貝類の侵入種について.(杜)日本動物園水族館協会第69回近畿ブロック水族館飼育係

研修会,琵琶湖博物館.

Y.Mitsunaga,S.Kawai,M.Matsuda&T.Yamane(2003年6月9-13日)HABITATUTILIZATIONOFLARGEMOUTH
BASSAROUNDASETNET.FifthConferenceonFishTelemetryHeldinEurope,COISPATECNOLOGIA

&RICERCA (ITALY).

松田征也 (2003年10月15日)アユモ ドキの繁殖.(杜)日本動物園水族館協会,種保存会議ポスター発表,名古屋港水

族館.

北藤真人 (大阪 ･海遊館) ･横山達也 (水道記念館) ･松田征也 (2003年 11月7日)充電湖 ･淀川水系の3つの水族

展示施設が連携開催 した企画展 ｢びわ湖 ･淀川 ･大阪湾 水の旅｣について.(社)日本動物園水族館協会の第

48回水族館飼育技術者研究会,松島水族館.

松田征也 (2003年11月8日)平成14･15年度 教育普及事業推進委員会の活動. (社)日本動物園水族館協会の第48回

水族館飼育技術者研究会,松島水族館.

松田征也 (2003年11月16日)琵琶湖の希少貝類と移入種.阪神貝類談話会,兵鼠

光永 靖 ･山根 猛 ･河合俊輔 ･松田征也 (2004年2月13日)琵琶湖南湖エリ周辺におけるオオクチバスの行動追跡.

半閉鎖水系における水生動物の行動観察,水産工学研究所 ･京都大学.芝蘭会館 (京都).

【研究プE3ジェクト等への参加】

琵琶湖博物館共同研究 ｢外国産シジミ頬に関する研究｣(研究代表者 :松田征也),研究責任者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢南湖の富栄養化過程に沈水植物が及ぼす影響の解明｣研究分担者.

琵琶湖博物館総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖,その成立と人間生態系の比較研究｣研究協力者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢木之本町黒田における淡水貝類の生態学的研究｣.

【大学での講義･実習､学生の指導など】

2003年9月18日,同志社大学学際科目講座,｢珪琶湖の水生生物｣.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

雷冨湖岸物腰'の主催行事

2003年4月23日,水族展示における交流活動｣,新任職員研修,琵琶湖博物館.

2003年5月22日,水族バックヤードの見学,地域科学館連携支援事業,志津小学校,琵琶湖博物館.

2003年 7月26日,漁船に乗ってエリの漁をみに行こう!,フィール ド観察会,琵琶湖博物館.

2003年8月2日,カエルの飼い方,生きもの飼い方講座,琵琶湖博物館.
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2003年10月9日,伯母川探検隊一秋編-,地域科学館連携支援事業,伯母川 ･草津市.

2004年3月7日,水族展示の舞台裏,博物館講座,琵琶湖博物館.

他の博物屠･弟Bg等の.主催行事
2003年4月2日,瀬田シジミ漁および瀬田川の大切さ,大津東ロータリークラブ,ロイヤルオークホテルおよび瀬田

川.

2003年6月4-5日,近畿ブロック水族館飼育係研修会,(社)E]本動物園水族館協会,琵琶湖博物館.

2003年8月6日,琵琶湖の貝を調べてみよう!,自然調査ゼミナール,琵琶湖博物館.

2003年8月9日,ハリヨの生態について,-リヨ研究報告会,近江町立双葉中学研究報告会,はにわ館 (近江町).

2003年8月19日,木之本町の貝について,くろだ田んぼの学校,くろだ村づくり委員会,黒田集会所 (木ノ本町).

2003年8月25-26,El種保存委員会 ･魚類類別会議,(社)日本動物園水族館協会,琵琶湖博物館.

2003年9月27E],水環境クリーン･ウォーク,草津市環境課環境保全係 (烏丸半島).

2003年10月17El,琵琶湖の水生生物について,大津市立中央小学校 (大津市).

2003年10月18日,カワニナについて,水と文化研究会,南郷市民センター (大津市).

2004年1月25日,木之本町黒田における圃場整備と希少月額保全への取り組みについて,連続講座,茸琶湖博物館,

(西川輿史姓氏 (くろだ村づくり委員会委員長) ･川寄太久馬氏 (湖北地域振興局環境農政部)と共同)

2003年10月28日,魚類に親しむ体験,教職5年経験者研修,烏丸半島.

2003年11月11-12日,使えるワークシートを作ろう,琵琶湖博物館ワークショップ,(杜)日本動物園水族館協会,教

育推進事業,琵琶湖博物館.

2004年3月15日,琵琶湖の生き物から見た環境問題,子どもが作る講演会,近江八幡市立島小学校.

凍棄対応

2004年3月11日 シップ･アンド･オーシャン財団視察対応.

2004年3月18日 栃木県なかがわ水遊園視察対応.

メディ7への滋カ

2003年4月21日,京都新聞,水族 トピック展示 ｢スイゲンゼニタナゴの稚魚｣.

2003年4月22日,NHK,フロアートーク ｢水族展示の舞台裏をのぞいてみよう｣.

2003年4月22日,韓国忠州文化放送展示室,取材協力 ｢湖水を生かす｣.

2003年4月23日,産経新聞,水族 トピック展示 ｢スイゲンゼニタナゴの稚魚｣.

2003年4月23日,毎日新聞,水族 トピック展示 ｢スイゲンゼニタナゴの稚魚｣.

2003年6月6日,毎日放送ラジオ報道,MBSニュースワイド･アングル,展示室取材協力.

2003年6月24日,毎日新聞,オオクチバスとブルーギルについて.

2003年6月25日,読売新聞,琵琶湖博物館の研究活動について.

2003年6月28日,韓国KBS放送,マザーレイク21計画の取材.

2003年6月27日,読売テレビ,オオクチバスについて.

2003年7月3日,NHK大阪,水族 トピック展示 ｢オヤニラミ｣.

2003年8月13日,読売新聞,琵琶湖で捕獲された外来種について.

2003年9月25日,びいめ～る企画室,G-NETLが,館内施設紹介.

2003年9月26日,NHK大阪,琵琶湖で確認された外来生物について.

2003年10月5日,東海テレビ,ふれあい見つけ旅,展示室取材協力.

2003年12月18日,県民情報室,子ども連れで楽しむことのできる施設紹介,展示室取材協力.

2003年12月22日,KBS京都放送,滋賀県広報番組取材.

2004年3月26日,テレビ大阪,経済発見,C展示室取材協力.

2004年3月22日,BBCびわ湖放送,県政テレビ夕刊プラスワン,展示室取材協力.

2004年3月22日,BBCびわ湖放送,うぉ-たんのこどもプラスワン,展示室取材協力.

2004年3月28日,BBCびわ湖放送,うぉ-たんのこどもプラスワン,ゲスト出演.
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【資料整備活動】

窟g;'#博物虜の,･5動

貝類標本89件収集および受贈.

【展示活動】

.琵琶湖博物虎の展示,･5動

スジシマドジョウ大型種の常設展示.

スジシマドジョウ小型種琵琶湖型の常設展示.

他博物虎■･i*Bgの房動

かごしま水族館,特別企画展 ｢さあ !水辺にでかけよう!～ふしぎいっぱい川のいきもの～｣.

宮津エネルギー研究所水族館,｢-リヨの展示および繁殖｣.

島根県立宍道湖自然館,特別展 ｢金魚 ･銀魚 ･鉄魚-いづもナンキンのルーツを探る-｣.

水道記念館,｢スジシマドジョウ小型種琵琶湖型の展示｣.

名古屋港水族館,｢ヒナモロコの展示｣.

【企画調整活動】

よみがえれ !日本の淡水魚,ビデオ上映会と展示施設のミニガイドツアー,4件,2003年8月,琵琶湖博物館.

【研究部関連事業】

危険物倉庫の管理,主担当.

研究調査船の管理,副担当.

館内人事､館外活動等に関すること

【虎外の活動】

4月1日､5月5El､7月20日,琵琶湖ルール啓発活動.

1999年3月3日～,守山湖岸再生部会,草津土木事務所,委員.

2000年～,木浜内湖再生部会,草津土木事務所,委員.

2003年度,(社)日本動物園水族館協会,種保存委員会,日本産希少淡水魚繁殖検討委員会,種別調整者 (アユモドキ･

イタセンパラ･ホトケドジョウ).

2000年7月25日～,(社)日本動物園水族館協会,教育普及事業推進委員.
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桑原 雅之 KUWAHARA,Masayuki 水族生理学

主任学芸員 研究部生態系研究領域

(兼)事業部交流担当

2003年度の研究活動は,｢平成15年度 企画展示 外来生物｣の開催が中心課題となった.本企画展示では,人間の

活動によって生息域外から持ち込まれた生き物が,野外に出ることによって引き起こされる問題について,多 くの事

例をもとに来館者に理解してもらうとともに,将来的にそれらの生き物とどのようにつきあっていくのがよいのかと

言うことについて,考えていこうというものであった.

私は,水族企画展示を中心に特にペットの問題について焦点を当て,調査と展示を行った.日本では,昔から多 く

の動物がペットとして輸入されてきた.それらのペット動物の中には,飼いきれなくなったり,脱走 したりして野外

に出ることにより,生態系の擾乱や遺伝子汚染,農作物等への被害などさまざまな問題を引き起こしているものがい

る.中でも,植物防疫法が改訂され,外国産のクワガタムシやカブトムシの生体の輸入が可能となった1999年以降こ

れらの昆虫の野外での確認例が急増するとともに,遺伝子汚染や新たな寄生虫の持ち込みなど,他のペット動物と同

様の問題が顕在化してきている.そこで,本水族企画展示では,この外国産クワガタ･カブトを中心に,法律や社会

状況の変化が外来生物の問題とどう関わっているのかを示し,さらにこれらの問題をくいとめるための提案を行った.

専門研究については,今年度も引き続き ｢琵琶湖水系におけるビワマスとアマゴの関係｣というテーマでサンプリ

ングを行った.中でも,2002年度魚類学会年会で発表した早期遡上個体の存在について,論文としてまとめることを

念頭に,再度分析結果の見直しを行った.その結果,形態的にビワマスに判別された個体の多くはやはりビワマス型

のmt-DNAをもち,ビワマスにも早期遡上個体の存在することが再確認された.ただ,現在のところこれらの早期遡

上個体の生態的意義については,明らかになっておらず,さらに調査を進めてゆく必要がある.また,形態的にビワ

マスに判別された早期遡上個体の中に,サツキマス型のmt-DNAを持っ個体が数個体含まれており, ビワマスとサツ

キマスの交雑個体が存在する可能性も強く示唆された.

共同研究では,｢琵琶湖水系に生息するイワナの地理的分布とその形成過程｣が2年目を終えた.ほぼ琵琶湖水系全

域でのサンプリングを行い,マイクロサテライトDNAによる分析を行った.その結果,これまで一般に言われている

ような湖東地域と湖西地域というような棲み分けは認められないことが明らかになった.また,昨年度までのデータ

では,鈴鹿山系の個体群とそれ以外というグループができることがわかっていたが,さらに調査を進めた結果,石田

川水系の河内谷,および安曇川水系の北山側を流れる支流である平良谷とオポレ谷が琵琶湖水系の個体群の中では遺

伝的に大きく異なっていることがわかった.これらの結果は,琵琶湖水系におけるイワナの分布の形成を考察する上

で有力な手かかりになるものと考えられる.さらに,琵琶湖水系のほとんどのイワナ個体群において,遺伝的な変異

性がきわめて低いことが明らかになった.このことは,丘琶湖水系に生息するイワナ個体群の遺伝的な特徴ともいえ

るかもしれない.

印刷物

【専門分野】

桑原雅之 (2003)展示水槽アクリルガラスの破損について.第13回動物園水虞館設備会議諾粛要旨, 日本動物Ea水族

館協会.

桑原雅之 ･来見誠二 ･井口恵一朗 (2003)琵琶湖の西側と東側に生息するイワナの遺伝的差異.2003年度日本魚粛学

会年会諾粛要旨,日本魚類学会.

釆見誠二 ･桑原雅之 ･井口恵一朗 (2003)琵琶湖の西側と東側に生息するイワナの形態的差異.2003年度日本魚筋学

会年会諾粛要旨,日本魚頬学会.

桑原雅之 ･右川洋一 ･中本巨樹 (2003)水族館におけるタナゴモドキの人工繁殖の可能性について.2003年度 ゴ')研

究会話粛要旨集,ゴリ研究会 :12.
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【一般向けの著作】

桑原雅之,滋賀の魚 ｢ウツセミカジカ｣,京都新聞,京都新聞社 :2004年3月2E].

桑原雅之 (2003)渓流魚の移植について.第11回企画展示 周 東生物 つれてこらわた生き物たちJ展示解説書,琵

琶湖博物館 :120-121.

桑原雅之 ･関 慎太郎 ･深野絢子 (2003)第14回水族企画展示 ｢外来生物 つれてこられた生き物たち -そのペッ

ト､あなたは飼い続けることができますか-｣.第14回水虞企画展示 ')-フレット,琵琶湖博物館.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

桑原雅之 (2003年9月25日)展示水槽アクリルガラスの破損について.第13回動物園水族館設備会議,(財) 日本動物

園水族館協会,下関市立Lものせき水族館 (下関市).

桑原雅之 ･来見誠二 ･井口恵一朗 (2003年10月12日)琵琶湖の西側と東側に生息するイワナの遺伝的差異.2003年度

El本魚類学会年会,日本魚頬学会,京都大学農学部 (京都市).

来見誠二 ･桑原雅之 ･井口恵一朗 (2003年10月12日)琵琶湖の西側と東側に生息するイワナの形態的差異.2003年度

Ej本魚類学会年会,Ej本魚類学会,京都大学農学部 (京都市).

桑原雅之 ･右川洋一 ･中本巨樹 (2003年11月2日)水族館におけるタナゴモドキの人工繁殖の可能性について.2003年

度 ゴリ研究会,北海道大学水産学部,北海道大学水産学部 (函館).

桑原雅之 ･釆見誠二 ･井口恵一朗 (2003年12月19日)琵琶湖水系におけるイワナの分布.琵琶湖博物館研究セミナー,

琵琶湖博物館 (草津市).

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館共同研究 ｢琵琶湖水系に生息するイワナの地理的分布とその形成過程｣(研究代表者 :桑原雅之),研究

代表者 (2003年度).

琵琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖水系におけるビワマスとアマゴの関係｣(2003年度).

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

芳書胡博物虎の.主催行事

2003年度 ｢はしかけ登録講座｣,琵琶湖博物館,草津市,運営,3件.
モーニングレクチャー,琵琶湖博物館,指導,3件.

2003年5月27日,伯母川調査,伯母JH探検隊,志津小学校,革津市,講師.

2003年6月29日,外来生物 つれてこられた生き物たち-そのペット､あなたは飼い続けることができますか-,企画

展入門講座,琵琶湖博物館,草津市,講師.

2003年7月27日,夏休み自由研究講座,琵琶湖博物館,草津市,運営.

2003年8月5EI,カメの飼い方,生き物飼い方講座,琵琶湖博物館,草津市,講師.

2003年8月23-24日,夏休み相談室,琵琶湖博物館,革津市,運営.

2003年10月26日,ビワマスの採卵現場を見学しませんか,フィールド観察会,滋賀県マキノ町知内,企画 ･運営.

2003年11月2日,伯母川博物館準備,伯母川探検隊,志津公民館,草津市,補助.

2004年3月7日,水族展示の舞台裏,博物館探検隊,琵琶湖博物館,革津市,指導.

2004年3月6-14日,はしかけ活動発表会,琵琶湖博物館,草津市,運営.

他の博物館 ･襟6g等主催行事

2003年5月16日,平成15年度滋賀県高等学校理科教育研究会総会研修,滋賀県高等学校理科教育研究会,王琶湖博物
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館 (革津市),講師.

2003年7月29日,琵琶湖の汚染,石部高校 ミュージアムスクール 夏期集中講義 ｢琵琶湖探求｣,琵琶湖博物館 (草津

市),講師.

2003年9月20日,外来生物 つれてこられた生き物たち-そのペット､あなたは飼い続けることができますか-,逮

続講座,安曇川文化芸術会館 (高島郡安曇川町),講師.

20()4年2月14日,パワフル市民交流21,草津市立まちづくりセンター (草津市),運営補助.

2003年6月27日,琵琶湖と琵琶湖にすむ魚たち,滋賀県レイカディア大学草津校,滋賀県立長寿社会福祉センター,

琵琶湖博物館 (草津市),講師.

メディ7への留力

随時,NHK大津,滋賀の生き物図鑑,琵琶湖産水生生物の紹介,(2003年11月19･25日､2004年2月2日取材対応).

【資料整備活動】

琵琶湖博物館の活動

水族資料,収集,主担当.

水族資料,維持管理,主担当.

【展示活動】

彦雷励博物虎の房動

2003年4月23日,展示交流員研修,指導.

平成15年度水族企画展示 ｢外来生物｣,主担当.

平成15年度企画展示 ｢外来生物｣,副担当.

ビワマス水槽アクリル破損補修,主担当.

水族展示,維持管理.

【企画調整事業】

動物園水族館協会近畿ブロック飼育係研修会,会場運営 ･副担当,2003年6月4-5日,琵琶湖博物館.

館内人事 ･館外活動等に関すること

【館内の人事】

2003年4月1日～2004年3月31日,琵琶湖総合保全整備計画,ワーキング担当.

【館外の活動】

2004年2月4日,水辺エコトーンマスタープラン専門化検討会議,委員.
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牧 野 厚史 MAKINO,Atsushi 地域社会学 (社会学修士)

主 任 学芸員 研究部生態系研究領域

(兼)総務部企画調整課

今日の環境問題では,住民の参画や協働による政策の必要性が指摘されているが,そのためには,環境に働きかけ

ている住民たちの社会組織や価値観の分析が不可欠となっている.そこで,｢まちづくり｣や ｢むらづくり｣とも呼ば
れる地域計画についてフィールドワークを行い,地域の環境に住民が行う意思決定過程の観察を通して,決定に関わ

る社会組縦の仕組みや価値観の解明を試みてきた.事例地は,琵琶湖集水域のみではなく,当該テーマを深める上で

必要な日本各地の地域社会も含まれている｡

本年度の成果としては､専門研究と総合研究を組みあわせ,これまであまり研究蓄積がない琵琶湖漁業史の一端を

解明する論文を公表した.また,10年にわたるこれまでの研究のまとめを行っているところである.その一方で,博

物館外の研究会に積極的に参加し,新たな研究領域の開拓を試みた｡

印刷物

【学術論文】

牧野厚史 (2003)漁場占有利用権の行方一戦前期充琶湖岸村落における漁業組合の役割.3号館フィール ド年嵐 5,

佐賀大学農学部生物生産学科資源社会管理学講座 ･地域資源研究室 ･環境社会学研究室 :159-166.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

牧野厚史 (2003年10月17E])漁場占有利用権の行方.王琶湖博物館研究セミナー,琵琶湖博物館 (草津市).

牧野厚史 (2003年11月9日)｢災害｣の履歴と現在一過去の経験をいかに現在に活かすか !- 災害史から何を学ぶか.

災害史セミナー,救援ボランティア左京 ･滋賀県立茸琶湖博物館共催,琵琶湖博物館 (革津市).

牧野厚史 (2003年11月30日)水辺移行帯一村の領域における水辺-.琵琶湖博物館研究発表会,琵琶湖博物館 (草津

市).

牧野厚史 (2003年12月13日)漁場占有利用権の行方一戦前期琵琶湖岸村落における漁業組合の役割.環境史研究会,

第4回環境史研究会,大津市勤労福祉センター (滋賀県大津市).

【研究プロジェクト等への参加】

関西学院大学社会学研究科COE拠点形成プログラム ｢幸福の社会調査｣研究分担者,(2003年4月1日～2004年3月31日).

国立歴史民俗博物館基幹研究 ｢環境利用システムの多様性と生活世界｣研究分担者,(2003年4月1日～2003年12月31日).

科学研究費基盤B｢コモンズの社会学的研究｣研究分担者,(2003年4月1日～2005年3月31日).

【大学の講義 ･実習､学生の指導など】

2003年10月～2004年2月,関西学院大学社会学部2･3回生,｢地域 ･環境 ･生活特論A｣.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

定言胡博物虎の主催行事

2003年6月1日,竹生島でカワウを観察しよう,観察会,滋賀県びわ町.

2003年7月26日,漁船に乗ってエリの漁を見に行こう,観察会,滋賀県守山市.
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2003年11月8日,湖のまわりにある巨木を見にいこう,観察会,滋賀県高月町.

館内人事 ･館外活動等に関すること

【館内の人事】

2003年4月1日～2004年3月31日,中長期基本計画の策定,主担当,中長期基本計画検討委員会.

【館外の活動】

2003年4月1日～2004年3月31日,高月町史編纂委員,委員.

2004年2月～,ため池保全検討委員会,委員.
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芳賀 裕樹 HAGA,Hiroki 陸水化学 (理学博士)

主任学芸員 研究部生態系研究領域

(兼)総務部企画調整課

2001年度から行ってきた南湖の沈水植物に関する共同研究の最終年にあたる03年度には次の研究を行った｡

1)カラー魚群探知機を使った南湖全域における沈水植物の繁茂状況の把握

南湖に東西方向の観測ラインを27本 (500mおき)に設け､博物館調査船 ｢うみんど｣を一定速度で走らせながら､

カラー魚群探知機の映像をビデオに記録する方法で､南湖の沈水植物 (水草)の繁茂状況の把握を行っている｡2003

年度は7･8･9月に南湖全域の航測調査を行った｡この結果､南湖の約7害lHこ沈水植物の分布が認められた｡魚群探知

機を使った分布域調査は2001年から継続して行っている｡この間の沈水植物の分布域の変化､面積の拡大の様子を現

在解析中である｡

2)スキューバ (潜水)による沈水植物の種類組成 ･現存量調査

スキューバダイビングにより､湖底の一定面積の沈水植物を刈り取り､種頬別の現存量 (乾燥重量)を調べた｡200

2年9月に行った南湖全域52地点 (1kmメッシュ)の調査に引き続き､2003年には24地点 (1,4kmメッシュ)の調査を7･

8･9月の3回実施した｡この結果､センニンモ･クロモ･オオカナダモが量的に主要な沈水植物で､センニンモ･クロ

モは南湖の全域に分布し､オオカナダモは南側にやや多い傾向が明らかになった｡

南湖全体の沈水植物の現存量 (乾燥重量)は1万 トン以上と推定された｡現在､この数値についての確定作業を行っ

ている｡

3)且曳きによる沈水植物の除去の効果と影響の調査

2002年から引き続き､県自然保護課 ･水産試験場 ･衛生環境センターとの協力の下に､貝曳きにより沈水植物を除

去した場合の影響について調査を行った｡博物館のチームは沈水植物の種類 ･量の変化､二枚貝への影響を担当し､

共同研究者の茨城大学の中里氏はユスリカを主体とする底生生物を担当した｡実験では50m四方の除去区画と比較対

照区画を3つずつ設け､スキューバにより沈水植物や底生動物を定量採集して､比較を行った｡

2002年5月に貝曳きによる除去作業を行った堅田実験区では､2003年7月には除去区と比較対照区の沈水植物の量が

同じになり､月曳きによる除去の効果の継続時間は1年間と判断された｡また､2003年にあらたに設けたにおの浜沖実

験区では､同年の10月には全日均衡化は消滅した｡二枚貝 ･底生動物への影響は共同研究者が現在検討中である｡

このほか専門研究として､京大元教授を団長とする市民グループによる琵琶湖の水質の調査団に参加 し湖水中の有

機物量の測定を担当した｡調査団はこのほかに農薬やトリ-ロメタン生成能､変異原性､2サイクルエンジンから発

生する有害物質などの測定を行っている｡

印刷物

【学術論文】

芳賀裕樹 ･大塚泰介 (2003)琵琶湖北湖沖帯透明度の73年間の変遷.摩水草#誌 E]本陸水学会 :133-139.

【一般向けの著作】

芳賀裕樹 (2003)｢湖沼学つれづれ｣連載.｢はしかEJJニューズレター,琵琶湖博物館,lo件.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

芳賀裕樹 ･大塚泰介 (2003年9月15日)琵琶湖北朝沖帯の透明度の長期変遷 ～滋賀県水産試験場のモニタリングデー

タより～.日本陸水学会第68回大会,日本陸水学会,岡山理科大学 (岡山市).

芦谷美奈子 ･芳賀裕樹 (2003年9月13日)琵琶湖南湖の沈水植物の現況-2002年夏の分布 ･現存量 ･種類組成一.日本

陸水学会第68匡l大会,日本陸水学会,岡山理科大学 (岡山市).
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【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館共同研究 ｢沈水植物が琵琶湖南湖の富栄養化に与える影響の解明｣(研究代表者 :芳賀裕樹),研究代表

者 (2001年4月～2004年3月).

河川環境管理財団助成研究 ｢魚群探知機による沈水植物の分布 ･現存量のモニタリング手法の開発｣(研究代表者 :芳

賀裕樹),研究代表者,(2002年6月～2003年5月).

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

日本陸水学会,広報幹事,2003年4月～.

【大学の講義 ･実習､学生の指導など】

2003年4月8日,京都精華大学,環境社会基礎 ｢琵琶湖特別研修｣.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

彦琶潮博物Gの.主催行事

2003年4月～2004年3月,伯母川探検隊～地域の人とつくる伯母川博物館,平成15年度地域科学館連携支援事業,草

津市志津公民館 ･志津小学校 ･琵琶湖博物館,草津市,講師.

2003年12月21Ej,琵琶湖南湖の水草はどうなったか,琵琶湖博物館専門講座第3回,琵琶湖博物館.

他好物虎 ･i*H等主催行事

2003年9月25日,水浄化と植物 ･植物が水浄化に果たす役割,岐阜市立加納中学校,体験学習,琵琶湖博物館,講師.

2003年11月11日,水環境モニタリングコース,研修,国際湖沼委員会/JICA,琵琶湖博物館,講師.

凍案対応

2004年2月24日,中央アジア地域 ･水に関する学術者青年招蒋 琵琶湖視察,外務省,大津市 ･琵琶湖 ･草津市.

【企画調整活動】

中長期基本計画担当,展示更新主担当,2003年4月～2004年3月.

館内人事 ･館外活動等に関すること

【館外の活動】

2003年度,琵琶湖環境部,琵琶湖の望ましい水位などに向けた調査作業部会.
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矢野 晋吾 YANO,Shingo 環境 社会学 (人間科学博士)

主任学芸員 研究部生態系研究領域

(兼)事業部情報担当

2003年9月より休職中につき､業績目録の原稿作成が不可能である｡

そのため､本年度の業績等については､来年度の業績目録に掲載する｡
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亀田 佳代子 KAM EDA ,K ayoko 鳥類学 (理学博士)

主任学芸員 研究部生態系研究領域サブグループリーダー

(兼)事業部展示担当

水域で魚類を捕食し､森林で集団繁殖を行うカワウが､生態系においてどのような役割を果たしているのかを明ら

かにする研究を行っている.具体的には､博物館共同研究 ｢『カワウ問題』解決に向けての生態学的アプローチ｣を立
ち上げ､1)湖から森林への物質輸送が森林生態系に与える影響､2)カワウの食性および採食場所選択の季節変化お

よび個体変異､3)カワウによる森林および漁業被害問題検討のための生態学的情報の収集と統合､について研究を行っ

ている｡

1)の研究に関しては､これまで共同研究者らと進めてきたカワウによる窒素供給の長期的影響について､窒素安定

同位体比分析の結果を中心に､第4回国際理論応用陸水学会水鳥ワーキンググループ大会で発表した (8月､カナダ).

発表内容は論文としてとりまとめ､学会プロシーディング (論文集)が掲載予定の雑誌Hydrobiologiaに投稿 した｡

一方､長期間にわたるカワウ営巣林の生態系遷移を明らかにすること､養分動態だけではなく森林の生物相や食物網

へのカワウの影響を明らかにすること､の二つを目的として､昨年度作成したカワウ営巣林の窒素安定同位体比マッ

プをもとに､新たな調査区域を設定した｡2004年度以降は､この調査区において､昆虫をはじめとする動物相の調査

を開始する予定である｡

2)の研究については､安定同位体比分析を用いたカワウ個体の食性分析を継続している｡特に､海外の研究者に分

析を依頼して得られた硫黄同位体比の結果から､非繁殖期のカワウの採食場所の違いが明らかになりつつある｡9月に

行われた日本馬学会2003年度大会シンポジウム ｢魚食性鳥類の食性と採食行動 :その変異をさぐる｣では､｢カワウの

食性と採食場所選択に関する個体変異｣というタイトルで､安定同位体比分析の一部を紹介した｡また､ この講演に

関連して､り頬における食性の個体変異について総説論文を執筆し､日本烏学会誌に投稿した｡

2003年度以前の研究成果では､ 日本のカワウの個体数変遷と被害問題についての論文が､ ドイツ鳥頬学会誌

(Vogelwelt)に掲載された.これは､2000年12月に行われたり頬国際学会において発表した内容であるo

博物館活動においては､これまでの研究成果をさまざまな形で広く発信した｡4-6月に開催されたギャラリ-展示､

第1回博物館資料展 ｢のぞいてみよう博物館の舞台裏｣では､カワウの食性研究によって集められた標本と情報が博物

館の資料として保管されることを紹介し､研究と資料収集活動との密接な関係を紹介した｡また､6月には観察会 ｢竹

生島でカワウを観察しよう｣を開催し､カワウ営巣地の状況を直接観察する機会を作った｡さらに､3月の連続講座で

は､カワウ共同研究で得られた最新の成果を紹介した｡

その他の研究活動としては､環境省による特定鳥獣保護管理計画カワウ技術マニュアルの作成など､国や地方自治

体の審査会や委員会などに､鳥頬学またはカワウ研究の専門家として参加し､情報提供や提言を行っている｡

印刷物

【学術論文】

Kameda,K.,Ishida,A.andNarusue,M_(2003)ThepopulationIncreaseOftheGreatCormorantPhalacrocoTaX

caTbohanedaelnJapan:conflictswithfisheriesandtreesandfutureperspectives.Vogelwe]t,124,

Suppl∴ 27-33.

Ishida,A.,Narusue,M.andKameda,K,(2003)ManagementofGreatCormorantPha]acrocoraxcarbo

hanedaecoloniesinJapan.Vogelwelt,124,Suppl∴ 331-337.

高橋鉄美 ･中井克樹 ･亀田佳代子 (2003)歯骨による琵琶湖産オオクチバスおよびブルーギルの種判別と体長の推定.

日本水産学会諾,69:643-645.

【一般向けの著作】

亀田佳代子 (2003)森に肥料をまく烏-カワウ.(社)El本林業技術協会 (宿),森の野鳥を禁 しむ101のヒント,東京

書籍,東京 :198-199.

亀田佳代子 (2003)特集 :島の蘇生を望みながら.広#びわ,びわ町,(342):3.
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研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表】

亀田佳代子 ･川村めぐみ･高橋鉄美 (2003年7月5日)琵琶湖におけるカワウの捕食魚の季節変化.日本水産学会近畿

支部前期支部例会シンポジウム,近畿大学農学部 (奈良県奈良市),[口頭発表].

亀田佳代子 (2003年7月12E])中国 (IOC北京)香港カワウ紀行.日本烏学会員近畿地区懇談会第77回例会,伊丹市昆

虫館 (兵庫県伊丹市),[口頭発表].

Kameda,K.,Hobara,S.,Koba,K.,SaltO,T.,OsonoT.,Terai M.,Takayanagl,A.,Nakagawa,K.,

Fujiwara,S.,Nakamura,M.,Ron,M.,andTakemoto,D. (2003*8月3-7El)Mechanismoflong-term

effectsofcormorant-derivednitrogeninalakesideforest.TheSILLlmnOlogy&WaterbirdsConference

2003,AquaticBirdsWorkingGroupofSocletaSInternationalisLimnologlae,MountAlllSOnUniverslty

(Sackville,NewBrunswick,Canada), [ポスター発表].

亀田佳代子 ･木庭啓介 ･保原 達 ･大関享司 ･SergueiKiyashko(2003年9月5日)カワウを介した水域一陸域相互作

用 :森林への養分供給とカワウの食性解析.安定同位体研究会 ｢生態学 ･生物地球科学における安定同位体比

の利用｣,2003年度京大生態研センター公募研究会,京都大学生態学研究センター (滋賀県大津市),[口頭発表].

亀田佳代子 ･高橋鉄美 ･川村めぐみ (2003年9月21El)カワウの食性と採餌場所選択の種内変異.日本烏学会2003年度

大会シンポジウム,弘前大学文京キャンパス (青森県弘前市),[口頭発表].

須川 恒 ･石EEI 朗 ･亀田佳代子 (2003年9月20日)-カワウを通して野生生物と人との共存を考える (その6)-カ

ワウと人との共存に向けた取り組み.日本烏学会2003年度大会自由集会,弘前大学文京キャンパス (青森県弘

前市),[企画 ･運営].

亀田佳代子 (2004年3月13日)魚食性鳥頬カワウの増減と人間活動の変遷一生態系が ｢歴史｣を語ることは可能か?I

第5回環境史研究会,大津市勤労福祉センター (滋賀県大津市),[口頭発表].

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館共同研究 ｢『カワウ問題』解決に向けての生態学的アプローチ｣(研究代表者 :亀田佳代子),研究代表者

(2001-2004年度).

珪琶湖博物館専門研究 ｢水域-陸域間の相互作用における鳥頬の役割に関する研究｣(2001年度～).

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

日本烏学会,ホームページ委員会,委員,2000年1月～2005年12月.

日本鳥学会,企画委員会,委員長,2000年9月～2005年12月.

日本馬学会,奨学賞選考委員会,委員,2004年1月～2005年12月.

日本鳥学会員近畿地区懇談会,事務局,2002年1月～2004年12月.

日本生態学会,近畿地区会,地区委員,2004年1月～2005年12月.

生き物文化誌学会,琵琶湖学術大会実行委員会,委員,2004年1月～2004年5月.

Strix,野外鳥類学論文集,投稿論文の査読,1件.

【大学の講義･実習､学生の指導など】

2003年度後期,滋賀県立大学大学院,生物多様性論 ｢鳥頬からみた生物多様性と生態系機能 (リレー式)｣講師.

博物館事業に関する業績

【交流･サービス活動】

芳書湖博物虜の主催行事

2003年6月1日,竹生島でカワウを観察しよう,観察会,竹生島･滋賀県東浅井郡,講師.

2003年7月26日,漁船に乗ってエリの漁を見に行こう,観察会,守山漁業協同組合 ･滋賀県守山市,講師.
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2003年8月1日,ディスカバリー ･ボックス製作,博物館実習,琵琶湖博物館,講師.

2003年12月 7日～2004年3月7日,連続講座 ｢水辺移行帯-その自然 ･暮らし､政策-｣,茸琶湖博物館,企画 ･運営.

2004年3月7日,｢カワウと人の過去 ･現在 ･未来一カワウが運んだものの行方-｣,連続講座 ｢水辺移行帯-その自

然 ･暮らし､政策｣,琵琶湖博物館,講師.

他の博物庶 ･i朗g等主催行事

2003年11月23日,｢教育普及活動｣の考え方と取り組み一琵琶湖博物館の活動を例に一,国土交通省国営武蔵丘陵森林

公園管理所,第2回武蔵丘陵森林公園カワウ検討会,行徳野鳥観察舎,(千葉県市川市)講演.

凍寮対応

2004年2月25日,視察対応,沖縄県平和祈念資料館,ディスカバリー･ルーム

メディ7への留カ

2003年6月6日,日本テレビ,THEワイ ド,竹生島のカワウに関するコメント,(6月1日､琵琶湖博物館でインタビュー).

2004年1月25日,東京MXテレビ,ガリレオチャンネル,水と大地を結ぶ翼 循環を作るカワウの物質輸送,カワウの

物質輸送に関するコメントおよび写真提供,(12月22日､伊崎半島および琵琶湖博物館でインタビュー).

NHK福岡,カワウの生態に関するコメント,(1月15日､電話取材).

2004年1月29日,毎日新聞,Oh!Me(オー !ミ-)(インターネットと連動 した滋賀情報紙),素敵な人 !,研究活動

に関するコメントおよび写真提供,(1月17日､琵琶湖博物館で取材).

2004年冬号(No.40),アクア琵琶, ビワズ通信, 【琵琶湖 ･淀川のなかまたち】,カワウの生態に関するコメントお

よび写真提供,(12月～1月､電話取材).

読売新聞,琵琶湖のカワウの現状と対策に関するコメント,(2月21日､電話取材).

【情報整備活動】

彦冨潮好物Gの居動

アクア琵琶情報誌 ｢ビワズ通信｣-の写真貸出,写真1点.

【資料整備活動】

吉富潮博物虎の着動

鳥類本剥製標本製作,瀬川也寸子氏と共同,9点.

鳥類仮剥製標本製作,瀬川也寸子氏と共同,49点.

鳥類骨格標本標本製作,瀬川也寸子氏と共同,17点.

【展示活動】

置苦湖岸物腰■の,･5動

2003年4月22日～6月22日,ギャラリー展示 第1[司博物館資料展 ｢のぞいてみよう博物館の舞台裏｣,鳥類標本担当瀬川

也寸子氏と共同.

ディスカバリー･ルーム ｢世界の子どもたち｣展示更新,共同.

ディスカバ I)- ･ルーム ｢石の下のいきもの ･水の中のいきもの｣補充用生物レプリカ製作,共同.

ディスカバリー･ルーム ｢生きもののつながり｣ リビング･ギア再製作,共同.

展示交流員の研修,主担当.

展示交流員と話そう,内容指導.

館内人事 ･館外活動等に関すること

【海外渡航】

2003年8月3日～10日,カナダ,国際理論応用陸水学会水鳥ワーキンググループ大会出席.
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【館外の活動】

1997年4月1日～2004年3月31日,

2000年12月22日～2003年3月31日,

2001年7月17日～2005年8月31日,

2002年2月15日～2005年2月14EI,

2003年5月1日～2005年3月31日,

2003年7月1日～2006年3月31日,

2003年7月lEト2004年3月31日,

2003年10月26日～2004年3月31日,

京都大学生態学研究センター,協力研究員.

環境省 ･カワウ保護管理方策検討調査ワーキンググループ,委員.

大津市環境影響評価専門委員会,委員.

滋賀県環境影響評価審査会,委員.

滋賀県 ･移人種問題検討委員会,委員.

滋賀県 ･生きもの総合調査,専門委員.

国土交通省国営武蔵丘陵森林公園,カワウねぐら保護管理検討委員会,委員.

E]本科学協会平成15年度 ｢水域環境をめぐる学習活動等の成果公表支援｣事業,

シンポジウム ｢河川に生きるカワウと人との共存の道を探る｣,委員.
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大塚 泰介 OHTSUKA,Taisuke 陸上生態系学 (農学博士)

学芸員 研究部生態系研究領域

(莱)事業部情報担当

研究の内容が多岐にわたっているため,分野ごとに簡潔に記す｡

[珪藻電子図鑑の作成]

珪藻電子図鑑a版 (試験版)杏,2004年3月に公開した｡西Ej本の河川に生息する珪藻を中心に,153種の解説およ

び光学顕微鏡写真を示すとともに,40種については電子顕微鏡写真を示した｡

なお,本図鑑の解説を作成する過程で,7種について学名を新組み合わせとすべきであること,および 1種につい

ては新種として記載すべきであることが明らかになった｡これらについては,今後なるべく早期に論文として発表す

る必要がある｡

[珪藻の計量形態学]

有田重彦氏,高橋鉄美民らとの共同で,珪藻の形態の定量的表現,およびその検索システムへの応用を研究 してい

る｡

この研究によって,これまでに明らかになったのは以下の2点である｡

･Navicula属珪藻のそれぞれの条線は ｢焦点｣に向かって伸びる｡

･Navicula属の殻の外形は円弧の組み合わせとして表現できる0

また,仮説として提示され,現在検証中なのは以下の2点である｡

･珪藻殻の長さ,幅などの計量形質どうしの関係は,多変量対数正規分布で近似される｡

･有性生殖からの時間経過に伴う殻サイズの減少の影響を排除するためには,対数化した計量形質のセットを主成分

分析にかけ,莱-主成分を無視してそれ以下の成分を解析すればよい｡

[付着藻類群集の発達過程に関する実験]

付着藻類群集の発達過程を実験的に明らかにするため,琵琶湖博物館の人工水路を用いた群集形成実験を,中井大

介民らとの共同で開始した｡初年度は,水路の特性を調べながらの調整にほぼ終始したが,2月末よりようやく本格的

な実験に入ることができた｡2004年3月現在,濁りの原因物質がある場合とない場合における,付着藻類群集の発達過

程の違いについて調べている｡

[南極湖沼に形成されるコケ坊主に含まれる珪藻の研究]

南極の湖沼底にはしばしばコケが繁茂する｡コケは湖底から立ちあがって塊を形成し,その周りに微生物叢を纏う

ことが多い｡これを ｢コケ坊主｣と呼んでいる｡私は極地研よりコケ坊主標本の提供を受け,その中に含まれている

珪藻の種組成,および環境との対応を研究し始めたところである｡これまでの研究で,コケ坊主に含まれる珪藻の優

占種はほとんど常に Amphoravenetaであることが明らかになっている｡

[淡水珪藻の参加型研究]

琵琶湖博物館はしかけのグル-プ ｢たんさいぼうの会｣に,アドバイザーとして関与している.2003年5月には,会

員の活動の成果を学会発表した｡また,2003年4月には奈良県の大和吉野川に,5月には滋賀県の大宮川に,そして12

月には滋賀県の姉川 ･高時川に,それぞれ珪藻の採集旅行に出かけた｡現在,2002年に採集した琵琶湖沿岸の珪藻の

同定作業を進めており,成果をたんさいぼうの会会員との連名で論文化する予定である｡

印刷物

【学術論文】

芳賀裕樹 ･大塚泰介 (2003)琵琶湖北湖沖帯透明度の73年間の変遷.摩水草#諾,64:133-139.
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研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表】

大塚泰介 (2003年5月17日)二次元正規近似による珪藻群集の序列化.日本珪藻学会第24回大会,大阪医科大学 (大阪

府高槻市).

有田重彦 ･大塚泰介 (2003年5月18日)Navicula属の条線に見られる規則性.日本珪藻学会第24[司大会,大阪医科大

学 (大阪府高槻市).

花田美佐子 ･大塚泰介 (2003年5月18日)琵琶湖産 Gomphonema属 (広義)の電子顕微鏡観察.日本珪藻学会第24

回大会,大阪医科大学 (大阪府高槻市).

中井大介 ･大塚泰介 (2003年5月18日)

(大阪府高槻市).

高橋鉄美 ･大塚泰介 (2003年5月24日)

(京都市左京区).

芳賀裕樹 ･大塚泰介 (2003年9月15日)

より-.日本陸水学会第68回大会,

藤田裕子 ･大塚泰介 (2003年11月30日)

帯 :生き物と人びとの暮らし｣,

赤野井湾で採集した琵琶湖新産珪藻.日本珪藻学会第24回大会,大阪医科大学,

統計を用いた種同定システムの開発.日本動物分類学会第39回大会,京都大学

琵琶湖北湖沖帯の透明度の長期変遷 一滋賀県水産試験場のモニタリングデータ

岡山理科大学 (岡山県岡山市).

水田藻類と農業との関わり.平成15年度 琵琶湖博物館研究発表会 ｢水辺移行

琵琶湖博物館 (革津市).

大塚泰介 (2004年1月16日)Web版珪藻図鑑の検索システムについて.琵琶湖博物館研究セミナー,琵琶湖博物館 (草

津市).

(電子媒体による研究成果の公開)

大塚泰介 (2003年7月1日)環境統計学の講義ノート(2003年版),http://www.ibm.go.jp/ohtsuka.

大塚泰介 (編著) (2004年3月1E])珪藻電子図鑑a版,http://www.Ibm.go.jp/ohtsuka/atlas/index.html.

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館専門研究 ｢付着藻類の群集構造に影響を及ぼす環境要因の実験的検証｣.

琵琶湖博物館共同研究 ｢珪藻電子図鑑の増補改良｣(研究代表者 :大塚泰介),研究代表者.

河川整備基金助成事業 ｢web版珪藻図鑑の作成｣(代表者 :大塚泰介),研究代表者.

総合地球環境学研究所プロジェクト｢アジア･熱帯モンスーン地域における地域生態史の統合的研究｣研究協力者.

【学会等の役職 ･運営,論文の査読など】

珪藻学会誌,DlatOm,編集委員.

珪藻学会誌,Diatom,論文査読,1件.

EcologicalResearch,論文査読,1枚

Water,Air,&SoilPollution,論文査読,1件.

【大学の講義･実習,学生の指導など】

2003年度前期,滋賀県立大学2回生対象,講義 ｢環境統計学｣.

愛媛大学農学研究科修士課程学生 (竹下輝),修士論文 ｢微小電極を用いた河川微生物膜中の環境測定｣,技術指導と

助言.

京都精華大学人文学部学生 (夏原由佳),卒業論文 ｢琵琶湖博物館における ｢はしかけ｣活動について-プランクトン･

珪藻を観察する人々-｣,研究受入と助言.

2003年8月8日～12日,高哲換 (ソウル大学教授),干潟の珪藻の研究技術に関する提案および意見交換.

2003年8月12日-3lE],朴鎮淳 (ソウル大学修士課程学生)二干潟の珪藻の写真撮影および同定に関する講習受入.

2003年1月26日～2月14日,朴鎮淳 (ソウル大学修士課程学生),干潟の珪藻の同定に関する講習受入.
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博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

彦各期博物虎の主催行事

2003年5月25日,たんさいぼうの小さな旅 その壱 大宮川,はしかけ事業,大宮川 ･滋賀県大津市,世話人.

2003年7月12日,珪藻入門 珪藻写真をみてみよう,博物館講座,琵琶湖博物館 ･草津市.

2003年12月13日～15日,たんさいぼうの旅 その四 姉川 ･高時川,はしかけ事業,姉川 ･高時川全域 (滋賀県),世話

人.

はしかけニュースレター ｢たんさいばうの会｣,記事執筆.

【資料整備活動】

彦琶潮博物虎の店動

微小生物標本､資料受入 ･整理 ･同定 ･登録作業 (佐々木行忠氏,坪井美智子氏,花田美佐子氏と共同).

【情報整備活動】

晋冨潮博物虎の,･5動

情報システム,更新 ･追加開発の調整.

情報システム, 全般運営と運転管理.

情報システムに関する照会への対応.

博物館あてメール-の対応,回答対応の割振管理.

【展示活動】

彦富潮博物虚の房動

2003年4月22E]～6月22日,ギャラリー展示 ｢のぞいてみよう博物館の舞台裏｣,微小生物 ･展示物作成 ･会場運営,
(佐々木行忠氏,坪井美智子氏,花田美佐子氏と共同).

他博物庶 ･i*BgのJ･5動

2004年2月21日,千歳サケのふるさと館展示物 ｢掃除しない窓の藻類｣,写真提供と助言.

館内人事,館外活動に関すること

【館外の活動】

2003年度,島根大学汽水域研究センター,協力研究員.
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中藤 容子 NAKATO,Yoko 民俗学 (文学修士)

学芸員 研究部生態系研究領域

(兼)事業部展示担当

2003年度は暗中模索の中から一筋の光を兄いだすことのできた一年であった｡

博物館開館以来､私は民俗学部門担当の学芸員として､県教育委員会が収集した1万点近くの民具の管理を担当し

ている｡歴史資料整理室のメンバーと共に､それらすべてに応急的な保存処理をほどこし収蔵庫内に安置し､ さらに

資料目録を作成すべく､資料の番号付与､法量の計測､写真撮影､データベース作成など､資料整理を行ってきた｡

その手間は膨大なもので､大変地道な作業である｡時折訪れる各分野の専門家に見ていただく際に ｢これが近江に残っ

ていましたか｡すごいことです｣という言葉を聞くことが励みになり､貴重な資料を後世に残していかねばとここま

で資料整理を進めることができた｡しかし､その一方で ｢民具は使ってみてなんば｣という思いも強 くなった｡体験

用として新規に収集した民具を実際に使ってみることで､人々は道具を使う身体感覚を養うことができ､また民具の

作りや使い方をより一層詳細に解明することができる｡資料を登録し永久保存することでは作り出すことのできない､

こうした機会もまた､大変に有意義であると切実に感じるようになった｡

相反するようにみえる資料の永久保存と利活用｡これを乗り越えて､博物館に収蔵する資料が社会貢献 し､人々に

とって意義ある活動を生み出す基盤にするためにはどうしたらよいだろう｡近年の財政難で収集民具の収蔵継続すら

危うくなっている博物館施設の話を聞くたびに､民具の利用価値の再発見と社会貢献のための実践が急務であると感

じ､次年度の専門研究のテーマをここに定めた｡

そして10月､翌年4月から開催する機織り道具の博物館資料展の準備を進める中で､当時の担当の牧野久実主任学芸

員が､はしかけグループ ｢中世のおんなたち｣と出会う機会をYF-ってくれた.彼らは平成14年度企画展示 ｢中世のむ

ら探検｣の時にはしかけグループ ｢中世探検隊｣として､中世の衣食住を体験したメンバーで､企画展示終了後も､

絵図から復元製作した中世の地機で機織り活動を続けていた｡私が､資料展への協力を呼びかけると快諾 してくれ､

さらに分からない､どうしたらよいかと相談するたびに､妙案が生まれ､当初の予想をはるかに超える協働ができた｡

博物館に収蔵する江戸時代の地積をもとに新しい地機を復元製作することになったことは､その最たることである｡

今回の ｢中世のおんなたち｣との活動の中で､収集資料の整理-動きの再現可能な資料の復元製作-動きの再現 ･

わざの伝達､という一連の流れが見えてきた.これは民具の利用価値の再発見､地域住民と博物館との協働､新 しい

民具研究の開拓へとつながっていく､琵琶湖博物館が中長期的に目指す方向にも沿った動きである｡ これからどう実

践し､発展していけるか､これが私の学芸員生活での重要な柱になってきそうである｡

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表】

中藤 容子 (2004年3月19日)博物館における民具の復元 ･再現 ･体験一党琶湖博物館はしかけ事業との関わりから-.

正琶湖博物館研究セミナー,琵琶湖博物館 (革津市).

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖水系における伝統的資源利用とその変化｣(2003年度).

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス事業】

貢ぎ胡博物館の主催行事

2003年4月17日,展示交流員研修 (B展示室),琵琶湖博物館 ･草津市.

2003年6月11-13日,資料整理の実演 ｢民具資料アバの分類｣,ギャラリー展示 ｢のぞいてみよう博物館の舞台裏｣関

連企画,琵琶湖博物館 ･草津市.
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2003年8月2日,

2003年8月4日,

2003年10月18日,

2003年11月16日,

2003年12月24日,

2004年1月10日,

2004年1月18日,

博物館実習,民俗資料の整理方法,琵琶湖博物館 ･草津市,指導.

博物館実習,展示をっくる工夫 (B展示室),琵琶湖博物館 ･草津市､指導.

中世の地機を織ってみよう,はしかけ勉強会,琵琶湖博物館 ･草津市.

収蔵庫の織機について調べてみよう,はしかけ勉強会,琵琶湖博物館 ･草津市.

収蔵地機の復元検討会,はしかけ勉強会,琵琶湖博物館 ･草津市.

近江の地機見学会,はしかけ勉強会,水口町立歴史民俗資料館 ･滋賀県水口町.

琵琶湖の伝統漁法とその意義の変化,琵琶湖博物館連続講座 ｢水辺移行帯-その自然 ･暮らし･政

策-｣,琵琶湖博物館 ･草津市.

2004年2月8日,中世の地機体験 (経糸の準備),はしかけ勉強会,琵琶湖博物館 ･草津市.

2004年2月13日,近江の地機情報交換会,はしかけ勉強会,琵琶湖博物館 ･草津市.

2004年3月2日,織物研究室訪問,はしかけ勉強会,帝塚山大学短期大学部織物研究室 ･奈良県奈良市.

2004年3月6日～14日,中世のおんなたち,はしかけ活動発表会,琵琶湖博物館.

2004年3月26日,収蔵地機の復元製作 ･組み立て,はしかけ勉強会,琵琶湖博物館 ･滋賀県大津市.

フロアトーク･質問コーナー,琵琶湖博物館,8件.

他の博物屠 ･i*厨等主催行事

2003年7月29･30日,滋賀県の食生活今昔,滋賀県立石部高校,学習指導,琵琶湖博物館 (草津市).

2003年8月28日,社会科教育の中で琵琶湖博物館をいかに使いこなすか一民俗学担当学芸員からの提言-,草津市教

科等部会別研修会社会科部会,平成15年度社会科部会第2回研修会,琵琶湖博物館 (革津市).

2003年11月7日,ほんとうに琵琶湖は汚れているのか,草津市立常盤小学校5年生 (水環境グループ),琵琶湖博物館

(革津市).

2003年12月16日,｢米米博物館｣をっくるために,石部南小学校5年生,体験学習,茸琶湖博物館 (草津市).
2004年2月14日,｢中世のおんなたち紹介｣第4回パワフル交流市民21,草津市立まちづくりセンター (草津市),参加.

凍寮対応

2003年8月28日,

2003年9月18日,

2003年11月13El,

2003年11月14El,

2003年11月24日,

2003年12月25日,

2004年3月25日,

博物館案内､主にB展示室,国学院大学大学院古代史研究会.

博物館運営など案内,沖縄県教育庁文化施設建設室.

フナズシの作り方案内,日米有毒微生物学会.

本館収蔵竜尾車の熟覧,相川郷土博物館.

びわはくで秋いっぱい､C展示室富江家のくらしコーナー,湖州平子ども会.

民具の展示 ･収蔵について,砺波郷土資料館.

｢糸を紡いで布を織る｣展示について,大分県立歴史博物館.

メディ7への留カ

2004年4月15日,サンライズ出版,Duet86号,はしかけ活動発表会 ｢中世のおんなたち｣地機織り準備について,

(2004年3月13･14日取材).

【情報整備活動】

芳書胡博物虎の居動

琵琶湖博物館民俗資料,収蔵資料データベース書式作成とデータ入力,主担当.

展示用漁具データベース修正,主担当.

【資料整備活動】

雷冨;'m博物虎の居動

茸琶湖博物館民俗資料､保存処理､整理 ･登録作業,主担当.

琵琶湖博物館民俗資料､新規収集,主担当.

琵琶湖博物館民俗資料､資料貸出,主担当.

民俗収蔵庫維持管理業務,主担当.
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環境収蔵庫維持管理業務,副担当.

収蔵地機の復元製作,はしかけ ｢中世のおんなたち｣､ケアクラフト002(自助クラフト倶楽部)と協同.

【展示活動】

芳書潮博物虎の,昔動

常設展示B展示室 ｢湖に生きる人々｣コーナー展示管理,主担当.

企画展示 ･ギャラリー展示担当,主担当.

｢琵琶湖の木造船見聞録デ-タベース｣コーナーの設置 (B展示室維持管理担当),主担当.

｢縄文人のくらし｣コーナーガラス交換､キャプションカバー製作 (B展示室維持管理担当),主担当.

展示交流員と話そう,｢漁具にさわってみよう･近江のオコナイ｣,展示交流員2名,指導.

モーニングレクチャー ｢琵琶湖の木造船見聞録データベース公開の意義｣,琵琶湖博物館,3件.

【企画調整事業】

2004年2月9･10･25日,研修生指導,民俗資料の整理,モンゴル研修生.

館内人事 ･館外活動等に関すること

【虎内の人事】

～2003年5月11日,育児休暇.
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布谷 知夫 NUNOTANl,Tomoo 博物館学 (農学修士)

総括学芸員 研究部博物館学研究領域

(莱)研究部長

2003年度は､あまりまとまった研究業績は上げられていないが､｢企画展示 外来生物｣の開催に関する論文を発表

した｡これは自然系の博物館ではほとんど取り上げられていなかった社会問題を含んだ展示テーマを日本の各地で一

斉に展示されるという例が見られたため､展示と社会問題の関係をあっかいながら､琵琶湖博物館の企画展示を紹介

したものである｡

そのはかには､台湾の博物館学会のシンポジウムに招待されて講演をし､報告書に文書を記述した｡ これは日本と

台湾での共通の六っのテーマについて､日本及び台湾から各6人の講演者が発表をして議論を行うという意欲的なもの

で､布谷は博物館評価について､日本の現状と基本的な考え方を発表した｡またミュージアムマネージメント学会の

主催のシンポジウムで､博物館での学習活動の今後のあり方について､布谷･磯野で講演をし､同じく報告書を発行し

た｡この講演は博物館学習にかかわるいくつかの課題についての発表で､博物館ならでは可能な学習の形態や､エデュ

ケイクーの役割に関する内容である｡

総合研究｢博物館資料｣については､今年度はほとんど進展を図ることができなかったが､昨年度までの分析に加え

て､2004年の3月に参加した ｢町ぐるみでなじみの生活環境づくり｣というワークショップとシンポジウムの経験を踏

まえて､痴呆介護の世界で博物館の活用が行われていることを材料にして､博物館資料の地域での新 しい活用の発展

性を論じる文書を年度の報告書に書き加えた｡これは､痴呆の介護の世界でその個人がもっともなじみがある空間を

作り出して､安心感を与えることでケアを行うということであるが､博物館に収蔵していない地域の資料を博物館と

してどのように考えるか､あるいはそういう資料に役割を持たせることができるという好例であり､博物館資料論の

中では面白い例であると考えている｡

また今年度も滋賀県立大学の博物館学の集中講義や､琵琶湖博物館でのいくつかの大学の博物館見学実習などに対

応した｡

展示活動においては､2003年春の｢今昔写真で見る世界の水利用の100年｣の館内責任者､企画展時｢外来生物 つれ

てこられた生き物たち｣の副担当者としての企画展示の実施､2004年度の企画展示 ｢のびる･ひらく･ひろがる 植物

がうごくとき｣の副担当者としての展示準備などを行った｡

交流事業では､｢植物観察はしかけグループ｣の観察会を担当して年4回の会を行い､この会を博物館主催の植物の観

察会の下見に当てた｡次年度も同じようにして｢植物観察はしかけ｣を担当する予定である｡

印刷物

【学術論文】

布谷知夫 (2004)社会問題を扱った企画展示.博物館学#諾■,29(2):85-95.

布谷知夫 (2004)日本博物館評鑑之現況輿課題 (日本における博物館評価の現状と課題･中国語および日本語).面臨

変革的21世紀博物館,台湾輿El本博物館帝対話輿交流学術会議論文集 中華民国博物館学会 :211-231.

【専門分野の著作】

布谷知夫 (2002)学びの場としての博物館.自由な学びを支援するには一英米の博物館事UJに探る-､#i好記慮 ･論

文集,国立民族学博物館民族学研究開発センター :90-95.

布谷知夫 (2003)博物館と来館者を ｢つなぐ｣展示とは.歴史展示とは何か.国立歴史民俗博物館 (編),国立歴史展

俗博物館シンポジウム#告書,アム･プロモーション:224-227.

布谷知夫 (2003)地域生態系 ｢京都府自然環境目録｣.京都府企画環境部環境企画課,京都府 二303-309.

布谷知夫 (2003)日本における博物館評価の現状と課題.｢面鹿愛革的2iLU妃博物館 台湾輿日本博物館約対話輿交

流学術会議J大会手冊,行政院文化建設委員会 ･中華民国博物館学会 :61-62.

布谷知夫 ･磯野なっ子 (2004)博物館におけるコミュニケーションの在り方. ミュージアム･マネージメント･フォー

ラム2003,r21世紀型 ミュージ7ム･マネージメントのGIJ造-ミュージアムマネージメント学の碇立のためにIJ
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資料集,日本 ミュ-ジアム ･マネージメント学会,学術総合センター :29-33.

布谷知夫 (2004)伯母川博物館つくりと学校･地域･博物館,伯母ノ//博物館物語,琵琶湖博物館 :10.

布谷知夫 ･磯野なっ子 (2004)博物館におけるコミュニケーションの在り方. ミュージアム･マネージメント･フォー

ラム2003,r21世紀登 ミュージアム ･マネージメントのBIJG-ミュ-ジアムマネージメント学の確立のために-｣
#告書,日本 ミュージアム･マネージメント学会 :58-62.

布谷知夫 (2004)パネルディスカッション｢21世紀のミュージアム･マネージメントの創造｣での発言. ミュージア

ム･マネージメント･フォーラム2003,r21世紀塑 ミュージアム ･マネージメントの虐IJL5-ミュ-ジアムマネー
ジメント学の確立のために-J#告書,El本 ミュージアム･マネージメント学会 :63-83.

【一般向けの著作】

布谷知夫 (2003)ヨシ群落と水質浄化との関係.瀞国と文化 104,滋賀県文化振興事業団 :22-25.

布谷知夫 (2003)使いやすい琵琶湖博物館.停える窟若潮博物館#告書,琵琶湖博物館 :6.

布谷知夫 (2003)種子を机の上で発芽させる.白,#甜蒼のテーマ･53,NACSIJ自然観察指導員大阪連絡会,(55):2-

4.

布谷知夫 (2003)里山の概念 (表紙の言葉).尉西自然保者磯膚会報 (2):24.

布谷知夫 (2003)茸琶湖博物館の ｢はしかけ｣制度.鳳 滋賀県造園技術者研究会,(80):10-ll.

布谷知夫 (2003)外国からやってきた植物.B然顧蒼のテーマ･54,(56):214.

布谷知夫 (2003)展示室がますます大事になっています.交歳月と話そう記鑑

布谷知夫 (2003)こんな博物館があったらいいな.琵琶湖博物館,マナビィ,文部科学省生涯学習局,22(9) :40-

41.

布谷知夫 (2003)ヨシ群落の話 ･あれこれ.日劇餅寮のテーマ･55,NACS-J自然観察指導員大阪連絡会会誌,(57)

2-4.

布谷知夫 (2003)植物の事情 詳説.第11回企画犀示 /~外来生物 つれてこらわた生き物たちJ解説書,琵琶湖博物

館 :25-27.

布谷知夫 (2003)外来種タンポポ.第Jl回企画展示 r外来生物 つれてこられた生き物たち｣解説嘉 琵琶湖博物館 :

110-111.

布谷知夫 (2003)ヒガンバナ.第11回企画展示 r外来生物 つれてこらわた生き物たちJ解説書,琵琶湖博物館 :114-
115.

布谷知夫 (2003)セイタカアワダチソウ.第jl回企画展示 /-外来生物 つれてこらわた生き物たち｣解説書,琵琶湖

博物館 :116-117.

布谷知夫 (2003)生態系を変えてしまう植物.第11回企画展示 r-外来生物 つれてこらわた生き物たち｣解説書,完

琶湖博物館 :119.

布谷知夫 (2003)滋賀の植物標本･写真展. うみ,4,ど-,29:2-4.

布谷知夫 (2004)西野の歴史と自然に学ぶ.ェコミュージアム研究会誌 (9):36-39.

布谷知夫 (2004)博物館にリクエストして使える情報を増やす.自然保護,日本自然保護協会,477:10-ll.

布谷知夫 (2003)最近の質問から.自燃教案のテーマ･56,NACS-J自然観察指導員大阪連絡会会誌,58:2-4.

布谷知夫 (2004)タンポポの雑種問題.自然顧黍のテ-マ･57,NACSIJ自然観察指導員大阪連絡会会誌,59:214.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表】

布谷知夫 (2003年4月26日)タンポポ調査の経過.シンポジウム ｢タンポポ調査の意味を問う｣,2005タンポポ調査企

画委員会,大阪市立自然史博物館集会室.

布谷知夫 (2003年11月19日)日本における博物館評価の現状と課題.国際シンポジウム ｢面臨変革的21世紀博物館

台湾輿日本博物館的対話輿交流学術会議｣,行政院文化建設委員会 ･中華民国博物館学会,国立歴史博物館

(台北).

布谷知夫 ･磯野なっ子 (2003年12月7日)博物館におけるコミュニケーションの在り方. ミュージアム ･マネージメン
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ト･フォーラム2003｢21世紀型 ミュージアム･マネージメントの創造- ミュージアムマネージメント学の確立

のために｣,日本 ミュージアム･マネージメント学会,学術総合センター (東京).

布谷知夫 (2003年3月9日)シンポジウム ｢福祉と博物館のTAKARA ワークショップの経験から､現場の経験から｣.

なじみ2004町ぐるみで"なじみ"の生活環境っくり-これからの痴呆ケア 福祉と博物館と市民のアートナ-シッ

プ-,社会福祉法人浴風会高齢者痴呆介護研究 ･研修センター,社会福祉法人浴風会高齢者痴呆介護研究 ･研

修センター [パネリスト].

【研究プロジュクト等への参加】

博物館総合研究 ｢博物館資料の収集･整理･保管･利用に関する研究｣(研究代表者 :八尋克郎),副代表.

【学会等の役職･運営､論文の査読など】

全日本博物館学会,委員.

日本エコミュージア研究会,理事.

日本生態学会自然保護専門委員会,委員.

関西自然保護機構,理事.

エコミュージアム研究,査読,1件.

【大学での講義･実習学生の指導など】

2003年4月5日

2003年4月5日,

2003年6月29日,

2003年7月3El,

2003年7月23日,

2003年9月5日,

2003年9月12日,

2003年12月2日,

2003年12月14日,

2003年12月22日,

｢琵琶湖の現状｣成安造形大学デザイン学科新入生琵琶湖見学研修,琵琶湖博物館.

成安造形大学造形学科新入生琵琶湖見学研修,｢琵琶湖の現状｣.

奈良大学 ･大阪芸術大学博物館現地実習,｢琵琶湖博物館の設立の考え方｣.

滋賀県立大学人間科学部生活文化学科食生活専攻琵琶湖文化論実習,｢至芭琶湖周辺のくらし｣.

徳島文理大学博物館学現場見学実習,｢琵琶湖博物館の展示と理念との関係｣.

東北学院大学博物館見学実習,｢琵琶湖博物館の理念と日常の活動｣.

愛知淑徳大学博物館見学実習,｢琵琶湖博物館の紹介｣.

愛知学院大字博物館学見学実習,｢琵琶湖博物館の開館の経過｣.

大阪芸術大学博物館見学実習､｢琵琶湖博物館の活動について｣.

滋賀県立大学集中講義 (非常勤講師)｢博物館学各論A 博物館とは何をしているところなのか｣.

博物館事業に関する業績

【交流サービス活動】

苦言,･新博物館の主催事業

2003年4月27日,田畑の植物観察,植物観察はしかけ研修,堅田.

2003年5月4日,春の田畑の観察会,堅田.

2003年5月18日,里山の観察会,堅田.

2003年5月27日,伯母川探検 学校に博物館を作ろう,志津小学校体験学習 草津市伯母川.

2003年6月8日,田んぼの雑草,田んぼ体験教室､E琶湖博物館.

2003年6月8日,暮らしの中の外来生物,企画展示関連連続講座第-回.

2003年7月5日,ガマの観察会,琵琶湖博物館フィールドレポーター,びわこ文化公園 ･琵琶湖博物館.

2003年7月20日,外来生物展示会,企画展示関連連続講座特別編,琵琶湖博物館.

2003年8月3日,夏の植物,植物観察はしかけ研修,彦根城.

2003年8月10日,外来植物の観察会,(雨天のため中止).

2003年8月16日,植物の名前調べと草木染め,琵琶湖博物館.

2003年8月17日,外来植物を見つけよう･夏の植物の観察会,彦根城公園 (雨天のため中止).

2003年10月26日,木の実の観察会,はしかけ植物観察の会,高島町岳山

2003年11月3日,木の実の観察会,(雨天のため中止).
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2003年11月8日,巨木の観察会,高月町.

2004年2月1日,植物の冬越しの観察会,はしかけ植物観察の会,彦根市荒神山.

2004年2月11日,植物の冬越しの観察会,彦根市荒神山.

2004年3月7日,琵琶湖博物館の概要,はしかけ登録講座,琵琶湖博物館.

2004年3月6-14日,はしかけ発表会 (植物観察の会),琵琶湖博物館.

他の博物虜 ･i*5g等主催行事

2003年4月18日,琵琶湖の環境をどう考えるか.NTTドコモ環境委員会研修会,琵琶湖博物館.

2003年5月15日,琵琶湖博物館の学校連携.石山小学校.

2003年5月16日,琵琶湖博物館の理念.高等学校理科教育研究会,琵琶湖博物館.

2003年5月22日,博物館はなぜ資料を集めているのか.草津市立志津小学校5年生,琵琶湖博物館.

2003年5月22E],琵琶湖の環境の考え方,農協女性部.

2003年5月23日,琵琶地域と環境課題.平成15年度近畿都市統計協議会第一回統計講習会,ライズヴィル都賀山.

2003年6月4日,琵琶湖博物館と環境展示.三影会,琵琶湖博物館.

2003年6月26日,植物の観察.理科教育講座,滋賀県総合教育センター,琵琶湖博物館.

2003年6月29日,琵琶湖の話.琵琶湖におどろき､あそび､まなぶ,メリーゴーランド.

2003年7月9日,地球環境の保全と創出について.Eg土環境緑化協会近畿支部,琵琶湖博物館.

2003年7月23日,琵琶湖博物館の紹介.日本赤十字看護学校研修,琵琶湖博物館.

2003年7月23El,琵琶湖博物館の展示.大阪自然大学合宿研修会,琵琶湖博物館.

2003年7月25日,琵琶湖博物館の環境展示.印旗沼流域水循環健全化会議先進事例研修,琵琶湖博物館.

2003年8月2日,ヨシと人々のくらし.淡海生涯カレッジ,瀬田公民館

2003年8月10日,高島町旗地域のフィールドワーク.

2003年8月8-10日,地元の自然を観察する.自然観察指導員講習会滋賀,日本自然保護協会,精華大学朽木.

2003年8月4EI,植物のくらし.理科教育講座 (第二回),琵琶湖博物館.

2003年8月28El,小中学校の社会科学習における博物館利用.草津市教科部会別研修会社会科部会研修会,琵琶湖博

物館.

2003年10月10-11日,西野の歴史と自然エクスカーション案内.第9回エコミュージアム研究会全国大会,高月町.

2003*10月18E],

2003年10月23日,

2003年10月28日,

2003年10月25日,

2003年11月7日,

2003年11月7日,

台所の植物学そよごの会,琵琶湖博物館.

植物の観察.5年次教員研修,滋賀県教育センター,琵琶湖博物館.

植物の観察.5年次教員研修,滋賀県教育センター,琵琶湖博物館.

植物の観察会と管理計画.輪の会,大阪府箕面市.

やってみタイム,琵琶湖の環境について.常盤小学校総合的な学習の時間,琵琶湖博物館.

琵琶湖博物館の運営方針と評価.台湾行政院文化建設委員会,琵琶湖博物館.

2003年11月14-16日,自然の観察.自然観察指導員養成講座 ･埼玉.

2003年12月3日,

2003年12月9日,

2004年 1月30日,

2004年2月4日,

2004年2月28日,

2004年3月4日,

2004年3月21日,

琵琶湖の自然と人間のよりよい共存関係.南部支部明るい選挙推進協議会研修総会,琵琶湖博物館.

下之郷追跡の研究と環境復元下之郷研究講座,守山市吉見町公民館.

富江さんの生活.三方第二小学校,琵琶湖博物館.

水とのかかわりを記録する.水守養成講座,湖南振興局環境農政部,湖南振興局別館会議室.

琵琶湖の水質について.布目ダム周辺地域開発協会会員研修会,王琶湖博物館.

ヨシについて.ヨシ笛の会,琵琶湖博物館.

学校と博物館との連携の考え方､シンポジウム,教育界が自然史博物館に期待すること.石川県に

自然史博物館を実現する会,石川県生涯学習センター.

2004年3月22日,展示室における交流の考え方.展示交流員研修会,琵琶湖博物館.

2004年3月27日,琵琶湖博物館が考える環境.吹田自然観察会,琵琶湖博物館.

凍寮対応

琵琶湖博物館概要説明･展示説明.
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メディ7への皆カ

2004年10月15日,国立教育政策研究所社会教育センターLネット,社研の窓,琵琶湖博物館のはしかけさん紹介,出

演.

【展示活動】

定言湖岸物産の着動

｢今昔写真で見る世界の湖沼の100年｣,館内担当者.
第11回企画展示 ｢外来生物｣,副担当者.

第12回企画展示 ｢のびる･ひらく･ひろがる 植物が動くとき｣,副担当者.
ギャラリー展示 ｢滋賀の植物標本写真展 村瀬忠義植物コレクション｣,協力者.

【資料整備活動】

君貫潮博物虎の活動

資料目録10｢村瀬忠義植物標本コレクション (シダ植物･単子葉植物)｣,編集.

館内人事･館外活動等に関すること

【館内の人事】

｢うみんど｣編集委員会,委員.

【館外の活動】

田園空間博物館整備地方委員会,委員.

天然記念物和泉葛城山ブナ林保護増殖検討委員会,委員 (会長代行).

滋賀県棚田地域等保全検討会,委員.

滋賀県生き物調査委員会,委員 (植物部会長).

滋賀県移人種問題検討委員会,委員.

静岡県自然学集資料評価委員会,委員.

京都府国定公園選定委員会,委員.

守山市下之郷遺跡を考える会,委員.

JICA博物館技術コース委員会,委員.

JICA文化関連研修あり方検討委員会委員,委員.

ミ3.-ジアムの近未来を考えるセミナー企画委員会,委員.

(財)日本自然保護協会自然観察指導員講習会,講師団.

タンポポ調査近畿2005･近畿実行委員会,代表.
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秋山 鹿光 AKIYAMA,Hiromitsu 魚類病理学

専門学芸員 研究部博物館学研究領域

(兼)資料担当グループリーダ-

今年度では､前年度の2003年3月に行ったボーイスカウト(幼年の部のカブ･ビーバスカウト)において､外来魚の料

理を行った事を皮切りに外来生物と環境問題､魚類の食文化と社会問題などを絡めた講演と実習を行ってきた｡折 し

も､企画展で外来生物をテーマとしていたことから､人間と自然との関わりを考えるきっかけ作りに役立ったと思う｡

外来生物の引き起こす様々な自然への影響は､実は人間が引き起こしている社会問題であるが､今居るその生物をど

の様に考え処理するかも重要な視点だと考えた｡琵琶湖の魚頬に対する関心の低さは､魚を捕って食べる魚食文化の

衰退と関係があると考え､例え外来の魚類であっても､琵琶湖の恵みとして利用する姿勢を訴えた｡そこで､従来か

ら行っている魚の解剖実習について (実は琵琶湖の魚というとブルーギルしか獲れないような状態が以前からあり､

解剖する魚も在来魚ではなく外来魚という実状が背景にあるが)調理を通して魚の体のつくりや特徴を学習 し､ 自ら

の手で奪った命を食を通して考える学習活動を展開した｡ リリース禁止条例が制定され､回収箱に溜められたものを

肥料とするのも良いが､生き物をゴミのように扱うのは子供たちの健全な心の育成に害があるだろう｡良識のある大

人は理解していると思うが､それを伝える役割を親だけに任せるのではなく､解剖実習 (-調理方法の実習) として

学習できるのは､恐らく博物館だから出来る仕事ではないだろうか｡かつて修めた食品衛生学や水産利用学などが思

わぬところで役立っている｡個人研究に関連しては､聴覚器官である側線器官の見せ方に工夫が必要であり､調理(料

理手法を借りた解剖)を通して消化器系や血管系の説明は出来るが神経系は難しいと感じている｡鮮度や肉質､栄養分

に関係する蓄積物質などは生理学の応用として広めたい知識であるが､実習時間と合わせて考えると現時点ではそこ

まで手を広げることは出来ず今後の課題である｡音による個体間のコミュニケーションの研究は､なかなか思うよう

に進展せず､今年度も大きな成果は得られなかった｡

映像資料は､最も簡潔にまた強力に利用できる資料と考えている｡今年度では､廃棄予定のカラー印刷写真やOHP

シートをラミネート加工し､環境学習用貸出資料として整備してみた｡セットとして不足していると考えられる画像

や新たな要求の出た写真を順次同様に加工し貸出資料として整備した｡ある種の事柄を呈示するのには､数千字の文

章より写真の方が遥かに雄弁で役に立っ｡結果として､学校関係や公民館､子供会などの活動で展示資料や呈示資料

として役立った｡今後も順次整備するつもりである｡

画像に関しては､見たこともないはずの古い風景写真などを子供たちが懐かしいと言う､また､誰もが感 じる懐か

しさのある風景にはどの様な秘密があるのか興味をもっている｡デジャブや原風景､原体験などの人の心に残る深い

印象と画像との関係は映像資料を扱う上で特に興味のある視点である｡外部利用の内訳だけを見ると､社会性あるい

は､人間の営みに関するものより生物種の画像の方が人気が高く､これからも多くの画像を収集する必要があると考

えている｡

印刷物

【一般向けの著作】

秋山贋光 (2003)琵琶湖四方山話.6｢映像記録との出会い｣.r瀞国と文化JVo1.10夏号 27(3),(財)滋賀県文化

振興事業団,大津市 :92-95.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表】

秋山贋光 (2004年3月19日)水族展示水槽で発見された淡水ゴカイについて.琵琶湖博物館研究セミナー,琵琶湖博物

館 (草津市).
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博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

晋冨励博物虚■の主催行事

2003年4月10[],伯母川探検隊事業地域連携支援事業,志津公民館 ･草津市.

2003年5月17日,琵琶湖の魚と外来魚 (在来魚と調理法)解剖実習,琵琶湖博物館 ･草津市,

2003年5月22日,水族裏側と展示手法地域連携支援事業,琵琶湖博物館 ･草津市.

2003年5月25日,姉川のヤナ観察会観察会,姉川 ･長浜市､近江町.

2003年5月27日,地域科学館,第1回伯母川調査地域連携支援事業,伯母川 ･草津市.

2003年6月8日,田んぼの生き物解説田圃体験教室,琵琶湖博物館 ･草津市.

2003年8月2日,琵琶湖博物館映像資料について博物館実習,琵琶湖博物館 ･草津市.

2003年8月2日,魚の飼い方夏休み,生き物飼い方講座,琵琶湖博物館 ･草津市.

2003年8月24日,魚類の同定夏休み何でも相談,琵琶湖博物館 ･草津市.

2003年9月7日,外来魚駆除,伯母川探検隊,伯母川,草津市.

2003年10月9日,伯母川調査,伯母川探検隊,伯母川,草津市.

2004年2月14日,はしかけ魚撮影指導､講義,琵琶湖博物館 ･草津市.

2004年3月7日,水族展示の舞台裏体験学習,琵琶湖博物館 ･草津市.

フロアートーク･質問コーナー,茸琶湖博物館,9件.

モーニングレクチャー,琵琶湖博物館,3件

他の博物庶 ･i*厨等主催行事

2003年4月15日,琵琶湖の自然と魚県立大環境科学部,環境フィールドワーク,琵琶湖博物館 (草津市).

2003年6月17日,

2003年6月25日,

2003年6月26日,

2003年6月28口,

2003年7月2日,

2003年7月20E】,

2003年7月25日,

2003年7月30日,

2003年8月4日,

魚の捌き方希望ケ丘文化公園,解剖実習,琵琶湖博物館 (革津市).

外来魚の調理法滋賀大学付属中学校,解剖実習,琵琶湖博物館 (革津市).

外来魚の採集と調理法について滋賀県教育研修所,教員研修,琵琶湖博物館 (革津市)

琵琶湖と魚について近江八幡市岡山公民館,講義,髭琶湖博物館 (草津市).

魚の調理法守山南中学校,解剖実習,琵琶湖博物館 (草津市).

川の生き物 (魚類)の同定水と文化研究会,指導,高島郡高島町 (高島町).

講義･水族見学石部高校,質問対応,琵琶湖博物館 (草津市).

教師投網練習滋賀県教育研修所,教員研修,琵琶湖博物館 (草津市).

魚の解剖など総合教育センター,理科教育講座,琵琶湖博物館 (革津市).

2003年8月6-7日,外来魚､在来魚説明･釣り採集,調理滋賀県中学校教育研究会理科部会,自然調査ゼミナール,

琵琶湖博物館 (革津市).

2003年8月7日,川の生き物調査について伊吹山中,川の調査研修講師,伊吹山中 (伊吹町).

2003年8月8日,移人種問題と外来魚調理,総合教育センター,博物館を活用した環境学習 (小?高･養護学校),琵

琶湖博物館 (革津市).

2003年8月19日,外来魚調理,守山中学校,守山科学クラブ,琵琶湖博物館 (草津市).

2003年9月11日,投網実演フローティングスクール,琵琶湖博物館 (草津市).

2003年9月14E],大戸川魚つかみ､琵琶湖の魚説明,ぼてじゃこトラスト,WaterStation琵琶 (大津市).

2003年9月27日,外来魚釣り解剖,草津市役所環境課,水環境･クリーンウォーク,琵琶湖岸 (草津市).

2003年10月1日,外来魚など講義と解剖実習,東大津高校,講義,琵琶湖博物館 (革津市).

2003年11月1日,設備･水質･飼育について,ダイ-ツ工業,職員研修,琵琶湖博物館 (草津市).

2003年11月7E],琵琶湖の魚の話,霜月会(膳所高OB会),講義,琵琶湖博物館 (草津市).

2003年11月7日,琵琶湖の魚と外来魚,常磐小学校,講義 (常磐小研究授業),王琶湖博物館 (革津市).

2003年11月27日,琵琶博概要説明,愛知県丹羽郡小中学校PTA連絡協議会,講義,琵琶湖博物館 (草津市).

2003年12月10日,琵琶湖の魚について,明冨中学校,質問対応,琵琶湖博物館 (草津市).

2004年 1月20日,琵琶湖の魚について,水口東高校,質問対応,琵琶湖博物館 (草津市).
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2004年3月16El,魚と環境,滋賀学園中学校,講義,玉琶湖博物館 (革津市).

凍棄対応

2003年6月20日,

2003年10月28日,

2003年12月17日,

2004年1月14日,

2004年2月8日,

2004年2月19E],

2004年2月26日,

画像資料による地域振興について,国交省画像視察,琵琶湖博物館.

魚類展示説明,近畿ブロック出納局長会議,琵琶湖博物館.

天然記念物イタセンパラの保護増殖活動について,富山県氷見市教育委員会,王琶湖博物館.

映像資料の取扱いに関して,霞ケ浦,琵琶湖博物館.

琵琶湖博物館の展示,JICA,琵琶湖博物館.

充琶湖博物館の展示,サイパン国際交流,琵琶湖博物館.

水族飼育設備,日大理工学部海洋建築,玉琶湖博物館.

メディ7への分力

2003年7月17日,毎日放送,ちちんぷいぷい, トンネル水槽のコイについて.

2003年10月8日,読売新聞､新聞折り込み,読売ライフ取材.

2003年10月21日,読売テレビ,トンネル､外来魚､等取材対応.

【資料整備活動】

雷琶朗博物虎の店動

静止画資料CD-ROM入力,入力コマ選択副担当,600カット

静止画像資料の貸出,43件 (376点).

動画資料の貸出,2件 (2点).

館内人事 ･館外活動等に関すること

【館内の人事】

2003年6月4日～5日,(社)日本動物園水族館協会近畿ブロック飼育技術者研修会,運営委員.

2003年4月～,うみんど編集委員.

【館外の活動】

2003年度,nets(滋賀の水生生物調査グループ),役員.

2003年度,ぼてじゃこトラスト,顧問.

2003年度,(社)日本動物園水族館協会,(社)日本動物園水族館協会種名検討委員会,委員.
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戸田 孝 TODA,Takashi 地球物理学 (理学博士)

主任学芸員 研究部博物館学研究領域

(莱)事業部展示担当 (4/1-9/9),情報担当 (9/10-)

本年度の研究活動では､多岐にわたる小さな業績が多数得られた｡各々は､前年度までの流れの中での発展や総括

であったり､あるいは翌年度以降につながる内容である｡しかし､単年度レベルで見た場合には､全体としてのまと

まりは無い状況である｡

まず､共同研究として進めてきたリモートセンシングの課題については､共同研究者が指導している学生の卒業研

究の一環として､水草域の分布状況の変動を定量的に表現する方法が確立し､その表現している内容に自然現象とし

てどのような意義があるのかという点についての検討が次の課題となっている｡この成果を踏まえて､電気工学 ･赤

外線工学 ･地球物理学の各分野の学会において､各々口頭発表を行った｡

博物館学に関連する業績としては､今年度の企画展 ｢外来生物｣開催直前の段階で急速博物館同志の連携が図られ

た経緯を踏まえて､博物館の組織運営論およびインターネットを利用した情報公開や蓄積のありかたに関する論点を

明らかにする報告を公表した｡また､地域における博物館連携のありかたをめぐるこれまでの業績を踏まえて､県内

の博物館施設について広く紹介する一般向けの文章を公表した｡

一方､前年度ごろから科学教育の関係者と ｢博物館と学校教育との連携｣についての議論を深めているが､彼 らが

主催した ｢カリキュラム上の連携｣をテーマとする学会のセッションで口頭発表する機会を得た｡この中で博物館の

｢専門性 ･テーマ性｣に対して学校教育の ｢網羅性｣という性格の違いを的確に意識する必要性を指摘し､議論を深め

ることができた｡今後の発展に期待できる部分である｡

印刷物

【学術論文】

戸田 孝 (2004)｢外来生物展｣とインターネット連携.博物館研究,39(3),日本博物館協会 :13-16.

【一般向けの著作】

戸田 孝 (2003)湖国の博物館いろいろ.御国と文化 105,滋賀県文化振興事業団 :18-31.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

戸田 孝 (2003年7月25日)学校と博物館のカリキュラム連携のありかた.日本科学教育学会第27回年会,日本科学教

育学会,金沢工業大学 (石川県).

戸田 孝 ･西村泰彦 ･釈 慶樹 ･板倉安正 (2003年8月25El)常設赤外線カメラによる琵琶湖赤野井湾の水草の観測,

2003年電気学会 基礎 ･材料 ･共通部門大会,電気学会 基礎 ･材料 ･共通部門,長岡技術科学大学 (長岡市).

Toda,T.,Itakura,Y_(2003年9月30日)ThermalInfraredMonltOrlngOfSubmergedPlantsGrowingObserved

from Lakeslde.The28thlnternationalConferenceonInfraredandMillimeterWaves (IRMMW2003),

日本応用物理学会 ･通信総合研究所 ･日本赤外線学会,ピアザ淡海 (大津市).

戸田 孝 ･板倉安正 ･西村泰彦 ･釈 慶樹 (2003年12月5日)赤野井湾での常設型僻轍赤外観測一現状と課題-.陸水物

理研究会 ･日本陸水学会北海道支部会2003年度札幌合同大会,陸水物理研究会 ･日本陸水学会北海道支部会,

北海道大学百年記念会館 (札幌市),

戸田 孝 (2004年3月14日)外来生物展とインターネット連携.第7回博物館 ･美術館の情報システムに関する研究会.

博物館ホームページ推進研究フォーラム,新潟県立歴史博物館 (長岡市).
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【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館専門研究 ｢博物館事業における水理学分野の位置付けに関する研究｣,(2003年度).

科学研究費補助金 (基盤研究(A)(1))｢科学系博物館 ･野外センターと学校が連携した動的プログラムの開発｣(研究

代表者 :野上智行),研究協力者,(2001-2003年度).

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

日本陸水学会,広報幹事技術顧問,2003-2005年度.

【大学の講義 ･実習､学生の指導など】

2003年度,滋賀大学教育学部卒業研究 (釈 慶樹),｢観測原理および解析手法に関する一般論的指導とデータ提供｣.

2003年5月26日 (放送),放送大学教養学部専門科目,｢自然の理解｣｢流体的地球像('03),担当講師の質問に応える

形で ｢琵琶湖の物理的特性｣について講義.

【受賞など】

日本科学教育学会第27回年会発表賞,2003年9月20El.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

雷貫;新博物館の主催行事

2003年8月4日,展示の概略,博物館実習,講義.

2003年8月4日,C展示室の概要,博物館実習,講義 (現場説明を含む).
2002年8月7EI,回転実験室で水槽実験を !,博物館講座,琵琶湖博物館 (草津市),企画 ･実施.

他の博物鹿■･i*Bg等主催行事

2003年11月10日,環境についての考え方一琵琶湖博物館の展示を通して,修学旅行,白鴎高等学校,琵琶湖博物館

(革津市),展示解説.

凍棄対応

2003年3月28日,インターネットを使った交流システムについて (九州博物館を意識した事例調査),文部科学省大臣

官房文教施設部技術課.

【情報整備活動】

雷貫潮博物虎の房動

琵琶湖博物館情報システム,個人管理ページの運営.

珪琶湖博物館情報システム,システムを構成する古い機器の処分に際しての技術的検討.

琵琶湖博物館情報システム,全館員向けメールメッセージの館内公開.

琵琶湖博物館情報システム,インターネットページの内容更新 (9月～).

【展示活動】

苦言胡博物館の着動

常設展示C展示室,運営総括 (～9月).

常設展示C展示室,気象に関する展示の更新および維持管理.

常設展示C展示室,水理に関する展示の更新および維持管理.

常設展示室,LANシステムの調整および改善.

企画展示 ｢外来生物｣,｢全国の外来生物展｣に関する調査および展示資料作成.
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【企画調整事業】

滋賀県博物館協議会,インターネットページ整備に際しての技術面の検討およびリンク設定に関する調整.

館内人事 ･館外活動等に関すること

【館外の活動】

2003年度,自然史学会連合,自然史博物館部会委員.
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八尋 克郎 YAHIRO,Katsuro 陸上昆虫学 (農学博士)

主任学芸員 研究部博物館学研究領域サブグループリーダー

(莱)事業部情報担当グループリーダー

オサムシ科を中心に滋賀県とその周辺の昆虫相とその系統進化を地域の人と共同で明らかにすることを研究の目標

としている｡また､異分野の研究者と総合研究 ｢博物館資料の収集 ･整理 ･保管と利用に関する研究｣を行っている｡

まず､今年度の大きな成果は地域の人との共同研究の成果の詳細を､『滋賀県のオサムシの分布』(琵琶湖博物館研

究調査報告第20号,滋賀オサムシ研究会編)で公表したことである｡また､この研究は2001年にポーランドで開催

されたXEuropeanCarabidologistMeetlngのプロシーディング 『HowtoprotectorwhatweknowaboutCarabid

beetles"From knowlwdgetoapplication-fromWijister(1969)toTuczno(2001)"｣において論文として公表 し

ている (Yahiroeta1.,2002)｡オサムシ科甲虫の分類学的研究では､三重県南部から発見されたミカワオサムシの

孤立個体群を新亜種として記載し､その他の亜種と形態比較を行い系統関係を推定 した研究論文を共著で発表 した

(KubotaandYahiro,2003)｡また､昆虫の一般向けの雑誌 『昆虫と自然』に ｢オサムシ亜目における系統分類研究

の現状｣､｢XEuropeanCarabidologistMeetingから見る最近のオサムシ･ゴミムシ研究の動向｣の2本の報告を行っ
た｡一般の人へ滋賀県の昆虫のことを分かりやすく解説したものとしては､『滋賀の経済と社会』に執筆した ｢昆虫か

ら見た滋賀県の自然｣がある｡

日本昆虫学会における発表と活動では､日本昆虫学会第63【司大会において昆虫分頬学若手懇談会事務局としてシ

ンポジウム･総会の運営､小集会 ｢地表性甲虫談話会｣で情報提供を行ったOまた､El本昆虫学会では近畿支部自然

保護委員として自然保護委員会に出席し会の運営に協力した｡館内では研究発表を2件行った｡琵琶湖博物館の研究

報告会で総合研究 ｢博物館資料の収集 ･整理 ･保管と利用に関する研究｣を発表した｡また､琵琶湖博物館研究セ ミ

ナーで共同研究 ｢滋賀県のオサムシの分布｣の成果と今後の展望について発表した｡

昆虫の系統進化､古環境の推定を目的として､現生の昆虫の他に昆虫遺体や昆虫化石の研究も行っている｡大分県

安心院盆地の昆虫化石については､八尋はか (2001)で報告しているが､その後､共著者の北林さんによって津房川層

から多くの昆虫化石が新たに採集された｡これらの昆虫化石を分析したところ､水生 ･湿地性甲虫相の一端を示 して

いることが明らかとなった (林ら,2003)｡また､滋賀県守山市下之郷遺跡から発見された昆虫遺体について､守山市

誌 ｢考古編｣(守山市教育委員会)に論文を投稿している｡

『昆虫類の多様性保護のための重要地域第3集』(日本昆虫学会自然保護委員会発行)において､滋賀県の比良山系

を選定し､地域の概要､選定理由､保護のあり方を報告した｡

滋賀県自然保護課が進めている 『滋賀県で大切にすべき野生生物2005年改訂版』の作成に向けて､昆虫類部会委員

長としてその他の昆虫分頬群の選定委員との調整､全体のとりまとめを行っているはか甲虫頬の種の選定を分担 して

いる｡

総合研究 ｢博物館資料の収集 ･整理 ･保管と利用に関する研究｣では､来年度にとりまとめを行うために異分野の

学芸職員と議論しているところである｡｢のぞいてみよう博物館の舞台裏｣(うみんど26号)で総合研究の成果の一部

を報告した｡

印刷物

【学術論文】

Yahiro,K.,Fu31mOtO,K.,Takeda,S.,Shibae,Y.,Endo,M.,Nakagawa,M_andSugino,Y.(2002)

GeographicaldlStributlOnOfcaranbinegroundbeetles (Coleoptera:Carabldae‥Carabinae‥Carabini)

inShigaPrefecture,CentralJapan.J.Szyszkoetal.(ed.),Howtoprotectorwhatweknow about

carabidbeetles:25-35,WarsawAgriculturalUnlVerSltyPress.

Kubota,K.andYahiro,K. (2003) DescriptionofanisolatedandspecializedpopulationofCarabus

aTrOWl'anus (Breuning,1934) (Coleoptera,Carabidae) discoveredinthesouthernmostpartofMie

Prefecture,Japan,asanewsubspecies,WithanalysesofItsmOrPhologlCalfeaturesIBiogeography,5:

9-15.
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林 成多 ･八尋克郎 ･北林栄一 (2003)大分県安心院盆地の鮮新続､津房川層の昆虫化石群集.Bu]]etinofthe

MizunamiFossilMuseum,30:1671173.

【専門分野の著作】

八尋克郎 (2003)比良山系.屈貞筋の多様性原産のための重要地域 第3集,日本昆虫学会自然保護委員会発行.

滋賀オサムシ研究会編 (2003)滋賀県のオサムシの分布..琵富瀞博物館研究謂査#告,20,滋賀県立琵琶湖博物館 :

192p.

八尋克郎 (2003)XEuropeanCarabidologistMeetingから見る最近のオサムシ･ゴミムシ研究の動向.屈虫と自灘,

38:31-33.

八尋克郎 (2003)昆虫から見た滋賀県の自然.滋資の産蕗と社会,滋賀総合研究所,109:23-25.

八尋克郎 (2004)オサムシ亜目の系統分類研究の現状.屈虫と自席,39:10-15.

【一般向けの著作】

八尋克郎 (2003)特集 博物館の舞台裏.うみんとt,26,琵琶湖博物館 :2-3.

八尋克郎 (2003)外来生物 つれてこられた生き物たち-そのペット､あなたは飼い続けることができますか-.第

14回水族企画展示リーフレット(協力).

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

八尋克郎 (2003年6月14日)博物館資料の収集 ･整理 ･保管と利用に関する研究.研究報告会,琵琶湖博物館.

八尋克郎 (2003年8月15日)共同研究 ｢滋賀県のオサムシの分布｣の成果と今後の展望.琵琶湖博物館研究セミナー,

琵琶湖博物館.

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館総合研究 ｢博物館資料の収集 ･整理 ･保管と利用に関する研究｣(研究代表者 :八尋克郎),研究代表者､

(2003年度)

琵琶湖博物館専門研究 ｢オサムシ上科甲虫の系統分頬学的研究および生態学的研究｣.

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

滋賀オサムシ研究会事務局.

日本昆虫学会近畿支部自然保護委員.

昆虫分類学若手懇談会事務局.

昆虫分類学若手懇談会シンポ･総会,日本昆虫学会小集会.

日本応用動物昆虫学会,論文査読,1件.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

雷冨潮博物虚■の主催行事

2003年7月26日,里山の虫たち,里山体験教室,El野町上的月.

2003年 7月20日,虫の話,田んぼ体験教室,茂琶湖博物館.

2003年7月21日,昆虫コース,夏休み自由研究講座,(南 等演氏､武田 滋氏と共同).

2003年8月5El,カブトムシの飼い方,生き物の飼い方教室､至己琶湖博物館.

2003年8月16日, ミドリセンチコガネを探しに行こう,フィールド観察会.

2003年8月23,24日,夏休み相談室,党琶湖博物館,(南 等演氏､武田 滋氏と共同).
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2003年4月～5月,フィールドレポーターチョウチョの初飛来調査の監修.

他の博物館､席歳等主催行事■

2003年9月6日,琵琶湖博物館の舞台裏の見学,真野北公民館,まのきたっ子ワクワク広場,琵琶湖博物館.

2003年9月30日,様々な昆虫と環境,長岡七小学校,スクールプログラム2003,琵琶湖博物館.

【情報整備活動】

芳書)#博物館の着動

情報センター所掌事務の総括に関すること,主任.

情報システムの利活用に関する計画策定について,主任.

動画資料の収集､整理､保管および利用に関すること,主任.

静止画資料の収集､整理､保管および利用に関すること,主任.

映像資料の貸出,26件.

【資料整備活動】

君琶潮博物館の着動

昆虫乾燥標本資料の収集 ･整理 ･保管.

動物収蔵庫維持管理業務,主担当.

昆虫乾燥標本累計21192件,登録.

昆虫資料購入,1件.

昆虫標本 ･模型の貸出,4件.

【展示活動】

定言潮博物虎の居動

2003年4月22E],展示交流員新人研修,C展示室研修.
企画展示 ｢外来生物｣の協力,標本展示､図録執筆者との連絡調整､展示.

館内人事､館外活動等に関すること

【館外の活動】

2003年,滋賀県土木交通部河港課,大津市木の岡地区ビオトープ保全整備学術委員会委員.

2003年,滋賀県土木交通部河港課,大津市木の岡地区ビオトープ保全利用推進協議会委員.

2003年,E]本昆虫学会,日本昆虫学会近畿支部自然保護委員.

2003年,滋賀県琵琶湖環境部自然保護課,滋賀県生きもの総合調査委員会,昆虫類部会委員.
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谷口 雅之 TANIGUCHl,Masashi 教育学 :小学生対象

主査 (併任) 研究部博物館学研究領域

(兼)事業部交流担当

琵琶湖博物館は､学校団体の利用が非常に多く､全体の20%近くを占めている｡平成15年4月～平成16年3月までの

来館数は､学校数 :1,028校､生徒数 :86,050名である｡体験学習を希望する学校も多い｡平成15年4月～平成16年3月

までの体験学習実施数は､学校数 :169校､生徒数 :12,314名である｡教育の場において､体験が重視されていること

がよくわかる｡

このように､多くの学校に利用されている琵琶湖博物館ではあるが､来館目的や利用方法については固定化されて

きているのが現実である｡また実際､県内でも琵琶湖博物館を利用していない学校もまだまだ多い｡

そこで､学校に､より効果的に利用してもらうためには､また､学校がより利用しやすくするためには､ どのよう

な手立てが必要かをさぐりたいと考え､研究に取り組んだ｡

平成15年度より高等学校においても ｢総合的な学習の時間｣が導入され､小 ･中 ･高､各校種で実施されることに

なった｡それにともない､博物館などの社会教育施設を利用しての学習が増えることが予想される｡新学習指導要領

に対応した ｢各教科学習内容と展示テーマ対照表｣の必要性が増すものと思われる｡そこで､｢琵琶湖博物館利用の手

引き (第 2版)｣を参考に､小学校学習新指導要領 (理科､社会科､生活科､家庭科)と展示の対照表を表計算ソフト

Excelで作成した｡この対照表は､来館目的の具体化に役立っものと考える｡

次に､学校の声を聞くために ｢博物館利用に関するアンケート｣を滋賀県内の小 ･中 ･盲聾養護学校に対 して行っ

た｡回答率は､小学校80%､中学校66%､盲聾養護学校85%であった｡

その結果､利用目的は､小学校､中学校ともに ｢環境学習｣が多かった｡琵琶湖博物館が ｢環境学習の拠点｣ とし

て期待されていることがうかがえる｡また､｢琵琶湖博物館を利用してよかったこと｣では､｢展示が豊富で工夫され

ている｣が多かった｡このことから､展示物が学校の学習にうまく利用されていることがわかる｡

琵琶湖博物館を学校がより利用しやすくするための方策としては､｢ホームページでの情報発信など､学校で活用で

きる資料の整備｣の要望が多かった｡これは､学校教育では ｢生きる力｣の育成に関わり ｢調べる力｣が重要視され

ており､いろいろな情報源が求められているからである｡距離的､時間的なことで来館できない学校から､特に要望

されている｡

アンケートを実施して感じたことは､博物館に対する期待の大きさと同時に､まだまだ茸琶湖博物館の展示や利用

の仕方について周知できていないということである｡

学校の効果的な琵琶湖博物館利用を考えた場合､引率､指導する教員に博物館について知ってもらうことが先決で

あると考える｡この点では､毎年､県総合教育センターの ｢経験5年次研修｣の一日が博物館であり､博物館につい

ては理解されつつあるが､教員数からするとまだわずかである｡また､理科教員については､県総合教育センターの

講座や､研究部会の研修会等で利用が多いが､他の教科の教員利用は少ない｡

そこで､草津市の社会科教育研究会に呼びかけ､研修会を琵琶湖博物館で開いてもらった｡研修会後のアンケー ト

に ｢社会科学習の新しい方向への第一歩と/なった｣という声があり､研修会が有意義であったことがわかる｡

琵琶湖博物館の体験学習プログラムは､小学校4年生以上を対象に作られている｡しかし､実際は3年生以下でも

体験学習の希望がある｡そこで､京都の小学校から要望があったことをきっかけに､小学3年生の理科 ｢昆虫の学習｣

に対応したプログラムを開発､実施した｡昆虫の体のつくりがよくわかったと好評であった｡

以上のことから､琵琶湖博物館を学校に､より効果的に広く利用してもらうためには､今後次のような取り組みが

必要であることがわかった｡

○学校教員へのサボ-卜

･ホームページ等での博物館を利用した学習事例の紹介｡

･サポートシートのホームページ掲載｡(サポートシートの改訂版も検討)

･｢各教科学習内容と展示テーマ対照表｣小学校版のホームページ掲載.(中･高版も作成)

･教員の学びをサポートする教員研修プログラムの開発｡

･教員研修会等での琵琶湖博物館の展示や利用例の紹介｡

○休験学習プログラムの開発

･現在あるプログラムの充実､発展｡(展示室へ､フィールドへの誘いとなるようなものにする｡)
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･各教科学習に対応したプログラムの開発

これからは､子どもたちを育てるにあたっては､｢学校｣と ｢琵琶湖博物館｣それぞれの良さを生かした､役割分担と

いう連携が大切である｡

印刷物

【一般向けの著作】

谷口雅之 (2004)学校の博物館利用について.滋賀科学,滋賀県高等学校理科教育研究会 :3.

研究活動に関する業績

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖博物館と学校とのよりよい連携の在り方をさぐる｣(2003年度)

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス事業】

彦冨潮博物館の主催行事

2003年4月～2004年3月,伯母川探検隊一地域の人とつくる伯母川博物館平成 15年度地域科学館連携支援事業,辛

津市立志津公民館 ･志津小学校 ･伯母川 ･琵琶湖博物館,草津市,主担当,17回.

2003年4月～2004年3月,体験学習の日事業,第2第4土曜日開催,春の草花でしおりをつくろう等11講座,琵琶湖

博物館 ･草津市,主担当,21回.

2003年4月～2004年3月,学校等標本貸出事業,標本貸し出し,琵琶湖博物館 ･草津市,主担当,11回.

2003年8月3E1-5日,夏休み,生き物飼い方講座,教員向け博物館講座,琵琶湖博物館 ･草津市,主担当,2回.

他の博物虎■･機Bg等主催行事

2003年4月～2004年3月,学校団体向け体験学習,県内県外各小中高等学校,琵琶湖のプランクトンを見よう等 8メ

ニュー,琵琶湖博物館 (草津市),講師,169校に対して計345回.

2003年4月～2004年3月,春の大三角と大曲線他5タイトル.滋賀県総合教育センター,天体観望会,滋賀県総合教

育センター (野洲町),講師,6回

2003年5月13･15･19･8月20日,学校と美術館 ･博物館との連携授業を探る草津市立笠縫東小学校,教職員研修,

草津市立笠縫東小学校他3校 (草津市),講師,4件.

2003年5月20日,定例派遣社会教育主事研修会滋賀県教育委員会生涯学習課,教職員研修,大津市合同庁舎 (大津市),

講師.

2003年6月27日,星空の観察蒲生町立蒲生北小学校,親子ふれあい活動,蒲生町立蒲生北小学校 (蒲生町),講師.

2003年7月9日,琵琶湖の変化について草津市立常磐小学校,総合的な学習の時間,草津市立常磐小学校 (革津市),

講師.

2003年7月18日,星空の観察蒲生町立蒲生西小学校,理科学習,蒲生町立蒲生西小学校 (蒲生町),講師.

2003年7月23日,よく見てみよう!身近な自然,身近な生き物伊丹市立総合教育センター,教職員研修,琵琶湖博物

館 (草津市),講師.

2003年7月31日,琵琶湖の概要竜王町教育委員会,竜王町小学生国内交流派遣 ･受入れ事業,琵琶湖博物館 (草津市),

講師.

2003年8月1日,学校連携について滋賀県教育委員会,全国女性校長会議,琵琶湖博物館 (革津市),講師.

2003年8月3日,こども環境特派員事業滋賀県エコライフ推進課,体験学習,琵琶湖博物館 (草津市),講師.

2003年8月4日,理科教育講座2滋賀県総合教育センター,教職員研修,琵琶湖博物館 (革津市),講師.
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2003年8月5日～7日,自然調査ゼミナール滋賀県中学校理科部会,自然調査法研修会,琵琶湖博物館 (草津市),請

師.

2003年8月6日,琵琶湖の概要 ･水環境について滋賀県教育委員会,青少年育成事業,琵琶湖博物館 (草津市),講師.

2003年8月7日,魚 ･プランクトンの観察大阪府水道サービス公社,夏休み水源親子見学会,琵琶湖博物館 (草津市),

講師.

2003年8月18日,琵琶湖の概要 ･学校連携について神戸市教育委員会,教職員研修,琵琶湖博物館 (革津市),講師.

2003年8月22日,プランクトン観察五個荘町教育委員会,五個荘中学校子ども会リーダー研修会,党琶湖博物館 (草

津市),講師.

2003年8月25日,子ども環境会議滋賀県エコライフ推進課,福井 ･岐阜 ･三重 ･滋賀4県連携事業,学習船,湖の子

(守山市 ･草津市),講師.

2003年8月26日,プランクトン観察太子町教育委員会,こども環境学習教室事業,琵琶湖博物館 (草津市),講師.

2003年8月28El,琵琶湖の概要茨城県高等学校教育研究会,教職員研修,琵琶湖博物館 (草津市),講師.

2003年8月28日,社会科学習における博物館活用について草津市教育委員会,教職員研修,琵琶湖博物館 (草津市),

草津市,講師.

2003年9月10日,琵琶湖の水環境について草津市常磐公民館,公民館女性学級,琵琶湖博物館 (革津市),講軌

2003年9月23日,プランクトン観察新旭町教育委員会,青少年育成事業,琵琶湖博物館 (草津市),講師.

2003年9月29日,研究発表会草津市立常磐小学校,総合的な学習の時間,草津市立常磐小学校 (草津市),講師.

2003年10月18日,琵琶湖の概要 ･水環境について金岡中学校区青少年健全育成協議会,青少年育成事業,琵琶湖博物

館 (革津市),講師.,

2003年10月23日～28日,5年経験者研修滋賀県総合教育センター,教職員研修,琵琶湖博物館 (草津市),講師.

2003年10月30日,琵琶湖ワークショップ日本動物園水族館協会,教育推進事業,琵琶湖博物館 (革津市),アドバイザー.

凍棄対応

2003年7月29日,教育普及事業について,三菱総合研究所,琵琶湖博物館.

2003年9月11日,教育普及事業について,フィジー国研修員,琵琶湖博物館.

2003年11月13日,教育普及事業について,ザンビア国研修員,琵琶湖博物館.

2003年12月4E】,教育普及事業について,東京学芸大学教授,琵琶湖博物館.

2003年12月9日,学校連携について,大井川町教育委員会,琵琶湖博物館.

2004年3月4日,教育普及事業について,国立歴史民俗博物館,琵琶湖博物館.

2004年3月5日,教育普及事業について,千葉県立中央博物館,琵琶湖博物館.

メディ7への好カ

2003年9月29E】,滋賀ケーブルネットワーク,撮れ立て !かわら版,体験学習の日事業,(2003年9月27E】取材)

2003年11月7日,E]本教育新聞社,日本教育新聞 ｢社会に学ぶ｣欄,体験学習,(2003年10月8日El取材)

館内人事､館外活動等に関すること

【舘外の活動】

2003年4月～2004年3月,BFS教材開発 ･制作検討委員会,委員.

2003年4月～2004年3月,BFS運営協議会,委員.

2003年4月～,滋賀のプランクトン図鑑編集委員会,委員.

2003年10月30日～2004年3月31日,水族館 ･教育事業一参加型研修会実行委員会,実行委員.
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西垣 亨 NISHLGAKl,Toru 教育学 :中学生対象

主任主事 (教員)併任 研究部博物館学研究領域

(兼)事業部交流担当

琵琶湖博物館では､交流事業の一つの柱として学校連携事業を掲げており､年間8万5千人の学校団体を受け入れ､

その中の1万2千人以上の児童生徒に対して体験学習プログラムを実施している｡その目的は､子どもたちの自然へ

の興味関心を高め､フィールドへ誘うことである｡私はその学習プログラムの開発に携わっており､ 自身の研究テー

マとして ｢生き物を出発点とした環境学習プログラムの開発｣を掲げ､2002年度より研究を続けている｡｢生き物｣

に着目した理由は､生き物の不思議さやおもしろさに触れたときの驚きや感動が子どもたちの自然に対する興味関心

を高めるとともに､生き物と周囲の環境とのつながりを学ぶことが､広い視野で環境を見つめる目を養 うことにつな

がると考えるからである｡そしてそのことが､環境学習の到達点である ｢子どもたちが自分の地域を好きになる｣ こ

とへつながっていくと考えている｡

2002年度は館内で実施する学習プログラムの開発を行ったが､2003年度は､特定の地域のフィール ドを利

用した学習プログラム開発に絞り､｢伯母川探検隊～地域の人とつくる伯母川博物館｣というプログラムを､学校や地

域と連携して開発し､事業として実践した｡

この連携事業のねらいは､地域での博物館の役割を考えながらより効果的な学校連携を行なうことにある｡そのね

らいを具体化するため､次の2つの方法を考えた｡一つは､地域の川を利用し､そこに博物館学芸員の専門的知識を

生かして学習支援を行うプログラムの開発である｡そしてもう一つは､地域の価値を再発見し､地域の交流の場とな

るような博物館を地域につくることである｡このプログラムに沿って､小学校5年生の総合的な学習の時間を利用し､

地域の川で年3回の川の生き物調査を学芸員指導のもと実施した｡また､その学習成果を発表する場として公民館内

に博物館をつくり､広く地域に公開した｡

この連携事業での成果は次の3点である｡

(彰子どもたちの意識の変容

事業前と事業後に実施した子どもたちへのアンケート結果から､子どもたちの地域の川への思いが大きく変容した

ことがわかる｡｢地域の川は好きか?｣との問いに､事業前は ｢好き･嫌い･何とも思わない｣がおよそ3分の1ずつ

であったのに対し､事業後は90%の児童が ｢好き｣と答えた.また､｢地域の川を一言で言うと?｣との問いに対し

ては､事業前最も多かった ｢汚い川｣という答えから､｢自然豊かな川｣｢生き物がいっぱいいる川｣ というプラスイ

メージへと一変した｡さらに ｢地域の川 ･私たちの川｣という答えも生まれた.これらの結果からわかるように､自

然に働きかけ､自然を知ることが､｢好きになる｣ことへつながっていくのである｡

②地域の価値の再発見の場 ･地域の交流の場としての博物館機能

11月から12月にかけて1ケ月間開館した地域博物館には､約1500名の来館者があった｡そのほとんどが地

域住民である｡また､期間中公民館において､地域の川をテーマにした ｢大人と子どものパネルディスカッション｣

を開催し､約200名の参加者で交流することができた｡さらに博物館展示の一つである ｢1000人メッセージ｣

のコーナーには､地域の川へのメッセージが多数寄せられるなど､関心の高さがうかがえた｡

③事業から地域独自の動きへの発展

この事業を通して､地域に2つのグループが発足した｡地域の大人のグループ ｢志津くらぶ｣と､子どもェコクラ

ブ ｢伯母Q五郎｣である｡この2つのグループは､事業が終了した現在も独自の活動を展開している｡

なお､この事業の詳細については､事業報告書をご覧いただきたい｡

2004年度も､｢生き物を出発点とした環境学習プログラムの開発｣についての研究を続けていく｡また､上記事業

を実施した地域の今後の動向についても分析したいと考えている｡

印刷物

【一般向けの著作】

西垣亨 (2004)体験 ･発見 ･滋賀県.あおい屠若潮 (中学佼編)五訂版,滋賀県教育委員会 :1-12.

西垣亨(編)(2004)伯母川博物館ものがたり.平成ユ5年度地域科学館連絡支度事業#告書,琵琶湖博物館 :61.
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西垣亨 (2004)地域の良さがいっぱいっまった博物館づくり. うみんと',30,琵琶湖博物館 :7.

西垣亨 (2004)地域の川にはどんな生き物がいるのかな?. うみっこ,15,琵琶湖博物館 :4.

研究活動に関する業績

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館専門研究 ｢生き物を出発点とした環境学習Ⅱ｢フィールドにおける博物館の良さを生かした環境学習プ

ログラムの開発｣一平成15年度地域科学館連携支援事業 ｢伯母川探検隊～地域の人とっくる伯母川博物館｣

からの報告と考察｣(2003年度).

【大学の講義･実習､学生の指導など】

京都橘女子大学 ｢博物館機能論Ⅱ｣,｢琵琶湖博物館とその活動､特に学校教育 ･ボランティア活動について｣.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス事業】

彦冨潮博物虎の主催行事

2003年4月～2004年3月,伯母川探検隊～地域の人とつくる伯母川博物館,平成15年度地域科学館連携支援事業,草

津市立志津公民館 ･志津小学校 ･伯母川 ･琵琶湖博物館,革津市,主担当,17回.

2003年4月～2004年3月,｢体験学習の日｣事業､第2第4土曜日開催,｢春の草花でしおりをつくろう｣等11講座,

琵琶湖博物館 ･草津市,主担当,21回.

2003年8月3日～5日,夏休み ｢生き物飼い方講座｣,教員向け博物館講座,琵琶湖博物館 ･草津市,主担当,2回.

2003年4月～2004年3月,｢体験学習の日はしかけ｣活動,はしかけ制度,琵琶湖博物館 ･草津市,はしかけ担当,12

回.

2003年4月～2004年3月,学校等標本貸出事業,標本貸し出し,琵琶湖博物館 ･草津市,主担当,11回.

他の博物庶 ･機Bg等主催行事

2003年4月～2004年3月,学校団体向け体験学習,県内県外各小中高等学校,｢重芭琶湖のプランクトンを見よう｣等8

メニュー,琵琶湖博物館,講師,169校に対して計345回.

2003年8月3El,こども麺境特派員事業,滋賀県エコライフ推進課,体験学習,琵琶湖博物館,講師.

2003年8月4日,理科教育講座2,滋賀県総合教育センター,教職員研修,琵琶湖博物館,講師.

2003年8月8日,特色ある教育支援講座2,滋賀県総合教育センター,教職員研修,琵琶湖博物館,講師.

2003年10月23E1-28日,5年経験者研修,滋賀県総合教育センター,教職員研修,琵琶湖博物館,講師.

2003年10月17日,理科実習助手講座,滋賀県総合教育センター,教職員研修,琵琶湖博物館,講師.

2003年11月18日,理科教育講座6,滋賀県総合教育センター,教職員研修,守山市立守山中学校,守山市,講師.

2003年6月26日,滋賀県高等学校湖南A地区初任者研修,滋賀県教育委員会,教職員研修,博物館実習室,講師.

2003年6月5日,県中学理科部会研究委員会,滋賀県中学校理科部会,教職員研修,博物館会議室,協議委員.

2003年8月6日～7日,自然調査ゼミナール,滋賀県中学校理科部会,自然調査法研修会,琵琶湖博物館,講師.

2003年8月5日,新任教職員に係る草津市教育委員会研修,草津市教育委員会,教職員研修,琵琶湖博物館,講師.

2003年7月26日,近江八幡市水環境を守る生活推進協議会研修会,近江八幡市環境課,体験学習,琵琶湖博物館,請

師.

2003年9月27E】,ヨシ笛 ･ヨシ紙づくり体験,五個荘町生涯学習課,体験学習,琵琶湖博物館,講師.

2003年10月29日,展示物づくりのポイント,草津市立志津小学校,講話,草津市立志津小学校,草津市,講師.

2003年11月5日～7日,職場体験実習受け入れ,草津市立新堂中学校,博物館展示室等,受け入れ側主担当.

2003年10月30日,丘琶湖ワークショップ,日本動物園水族館協会,教育推進事業,正琶湖博物館,アドバイザー.

2003年10月18日,茸琶湖環境について,琵琶湖 ･淀川水質保全機構,講話,琵琶湖博物館,講師.
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2003年8月7日,夏休み水源親子見学会,大阪府水道サービス公社,体験学習,琵琶湖博物館,講師.

凍棄対応

2003年5月3日,教育普及事業について,栃木県立真岡北陸高等学校,琵琶湖博物館.

2003年7月9日,教育普及事業について,香川県自然科学館,琵琶湖博物館.

2003年7月29日,教育普及事業について,三菱総合研究所,琵琶湖博物館.

2003年11月27日,学校連携について,呉市企画部海事博物館推進室,支琶湖博物館.

2003年8月1日,学校連携について,文部科学省生涯学習政策室局生涯学習推進課民間教育事業室,琵琶湖博物館.

2003年11月14日,環境学習について,静岡市教育委員会,琵琶湖博物館.

2003年11月19日,学校連携について,北九州市教育委員会,琵琶湖博物館.

2003年12月9日,学校連携について,大井川町教育委員会,琵琶湖博物館.

メディ7への資力

2003年5月5日,

2003年7月1日,

材).

2003年10月31日,

2003年11月5El,

2003年11月5El,

2003年11月5日,

2003年11月7日,

2003年11月17日,

2003年11月25日,

2004年1月23日,

BBC琵琶湖放送,教育ウイークリーリポート,体験学習の日事業,(2002年4月26日取材).

京都青少年科学センター,京都理科市民会議ニュース,夏休みこども向け事業,(2003年6月10日取

BBC琵琶湖放送,BBCニュース,伯母川探検隊事業,(2003年11月4日取材).

朝日学生新聞社,朝日小学生新聞,伯母川探検隊事業,(2003年11年3日取材)0

産経新聞社,産経新聞,伯母川探検隊事業,(2003年10月30日取材).

読売新聞社 ･京都新聞社,読売新聞･京都新聞,伯母川探検隊事業,(2003年11月4日取材).

滋賀ケーブルネット,滋賀ケーブルテレビ,伯母川探検隊事業,(2003年11月4日取材).

朝E]新聞社,朝日新聞,伯母川探検隊事業,(2003年11月16日取材).

BBC琵琶湖放送,BBCニュース,伯母川探検隊事業,(2003年11月16日取材).

KBS京都,田測岩夫の特ダネテレビ,体験学習の日事業,(2003年12月22日取材).

館内人事､館外活動等に関すること

【館外の活動】

2003年4月～8月,こども環境特派員事業実行委員会,実行委員.

2003年4月～2004年3月,環境副読本 ｢あおい充琶湖｣作成委員会,執筆 ･編集委員.

2003年4月～2004年3月,滋賀県高等学校理科教育研究会,顧問.

2003年10月30日～2004年3月31日,水族館 ･教育事業～参加型研修会実行委員会,実行委員.
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芦谷 美奈子 ASHIYA,Minako 水生植物学 (理学修士)

主任学芸員 研究部博物館学研究領域

(兼)情報担当 (4/1-9/9),展示担当 (9/10-)

2003年度の最大の収穫は､1年半はどの時問をかけて取り組んできた K.マックリーン著 "PlanningforPeople

inMuseumExhibitions"(邦題 『博物館をみせる～人々のための展示プランニング』)の翻訳が終了 し､5月に玉川

大学出版部より発行されたことである｡博物館の展示の様々な現場で直接役に立っ内容を多く含む本なので､専門の

博物館関係者はもちろんのこと､博物館を利用する立場の方々にも活用していただけるものである｡

また､｢ハンズ･オン｣の共同研究の最終年度であったので､その成果を2004年度開催予定の企画展 ｢のびる･ひら

く･ひろがる一植物がうごくとき｣に反映させるため､数多くの議論を行った年でもあった｡年度末には､ この共同

研究の関連で､東京､新潟､沖縄､北九州の博物館の事例を調査する機会をいただき､子どもと博物館の関係､展示

と交流活動のありかたについて､深く考えさせられることが多々あった｡

年度半ば､体調不良より､数々の交流活動､学会発表､原稿依頼などをキャンセルせざるを得ない状況になった｡

多くの方々にご迷惑をおかけしたことを､この場をかりてお詫びしておきたい｡

印刷物

【専門分野の著作】

井島真知 ･芦谷美奈子 〔共訳/ K.マックリーン著〕(2003)博物館をみせる～人々のための展示プランニング.玉

川大学出版部,東京 :267p.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

芳賀裕樹 ･芦谷美奈子 (2003年9月15日)琵琶湖南湖の沈水植物の現況-2002年夏の分布 ･現存量 ･種類組成-.日本

陸水学会第68回大会,岡山理科大学 (岡山県岡山市).

芦谷美奈子 (2004年3月21日)琵琶湖南湖の水草について.滋賀県植物研究会総会,琵琶湖博物館 (革津市).

【研究プロジェクトへの参加】

琵琶湖博物館共同研究 ｢博物館展示における"-ンズ･オン"の効果とその意義｣(研究代表者 :芦谷美奈子),研究代

表者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢イバラモの雌雄比および雌雄分布とシュート成長に関する研究｣.

【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

El本 ミュージアム･マネージメント学会近畿支部,幹事.

博物館事業に関する業績

【情報整備活動】

彦冒;'iq博物虎の着動

図書資料,収集整備 ･運営 (～9月).

文献資料,資料整備 ･運営 (～9月).

インターネット質問対応,主担当 (～9月).
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【資料整備活動】

芳書湖博物鹿■の;=動

植物収蔵庫,維持管理,分担.

【展示活動】

彦書励博物虜の着動

茸琶湖博物館第12回企画展 ｢のびる･ひらく･ひろがる～植物がうごくとき｣(2004年開催予定),実施設計.

ギャラリー展示 第2回博物館資料展 ｢滋賀の植物標本 ･写真展一村瀬忠義植物コレクションー｣, リーフレット編集
(村瀬忠義氏と共同).

館内人事 ･館外活動等に関すること

【館外の活動】

2000年4月～,木浜地区保全整備地域協議会,守山湖岸再生部会,委員.

2000年4月～,木浜地区保全整備地域協議会,木浜内湖再生部会,委員.

2002年8月～,守山なぎさ地区湖岸保全地域協議会,委員.

2003年1月～,滋賀県ヨシ群落保全審議会,委員.
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青木 伸子 AOKl,Nobuko

嘱託員 事業部交流担当

印刷物

【一般向けの著作】

青木伸子 (2003)おぱたんは授業だったのか､遊びだったのか?.伯母川博物館ものがたり(#告書),琵琶湖博物館 :

42.

研究活動に関する業績

【大学の講義 ･実習､学生の指導など】

11月25日,京都橘女子大学,｢博物館機能論Ⅱ｣,｢琵琶湖博物館とその活動､特に学校教育､ボランティア活動等につ

いて｣.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

雷冨潮博物Gの主催行事

2003年4月26日,里山の山菜,里山体験教室,日野町上駒月,副担当.

2003年7月26日,里山の虫たち,里山体験教室,日野町上的月,副担当.

2003年10月25日,里山のキノコ,里山体験教室,日野町上駒月,副担当.

2003年12月6日,里山の冬じたく,里山体験教室,日野町上約月,副担当.

2003年度,春の草花でしおりをっくろう,体験学習の日事業 (第2.4土曜日開催)等11講座,琵琶湖博物館,草津

市,主担当,21件.

2003年度,体験学習の日はしかけ活動,はしかけ制度,琵琶湖博物館,車津市, 副担当.

2003年度,体験学習の日および,一般団体向け体験学習,王琶湖博物館,草津市,主担当.

他の博物虚■･i*厨等主催行事

2003年4月～2004年3月,学校団体向け体験学習,県内県外各小中高等学校,琵琶湖のプランクトンを見よう等8メ

ニュー,琵琶湖博物館 (草津市),副担当,168校に対して計345回.

2003年11月6･7日,学芸員体験,新堂中学校職場体験,琵琶湖博物館 (草津市),担当.

2004年2月14日,博物館活動紹介,第4[司パワフル市民21実行委員会,第4回パワフル市民21参加,草津市町づ

くりセンター (革津市),副担当.

2003年5月13日,

2003年5月15日,

2003年5月19日,

2003年8月20日,

2003年7月6日,

2003年9月18日,

校内研修会,笠縫東小学校 (革津市),講師.

校内研修会,石山小学校 (草津市),講師.

校内研修会,老上小学校 (草津市),講師.

校内研修会,笠縫小学校 (草津市),講師.

よし笛づくり体験,さつき台南自治会,体験学習,琵琶湖博物館 (草津市),講師.

環境学習 ｢川｣導入プログラム ｢学校マップづくり｣,体験学習,湖西中学校 (新旭町),講師.

2003年11月11･12日,茸琶湖ワークショップ､教育推進事業,日本動物園水族館協会,琵琶湖博物館 (草津市),協力

アドバイザー.
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2003年11月13日,よし笛づくり体験,ひかり子ども会,体験学習,琵琶湖博物館 (革津市),講師.

2003年11月24日,びわはくで秋いっぱい,湖州平子ども会,体験学習,琵琶湖博物館 (草津市),講師.
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磯野 なつ子 ISONO,Natsuko

嘱託員 事業部展示担当

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

布谷和夫 ･磯野なっ子 (2003年12月7日)博物館におけるコミュニケーションの在り方. ミュージアム･マネージメン

トフォ-ラム,日本 ミュージアム･マネージメント学会,学術総合センター (東京都),[発表].

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

苦言励博物虎の.主催行事

2003年7月～8月,マユで昆虫をっくろう,カウンター事業,琵琶湖博物館,企画 ･実施.

2003年8月1Ej,ディスカ′ヾ リールームの見学､ディスカバリーボックス制作ガイダンス,博物館実習,琵琶湖博物

館,指導.

2003年8月8E],ディスカバ リーボックス制作,博物館実習,琵琶湖博物館,指導.

2003年8月21日,身近な昆虫に親しもう,ファミリープログラム,琵琶湖博物館,企画 ･実施.

2003年9月30日,様々な昆虫と環境,スクールプログラム,琵琶湖博物館,企画 ･実施.

2003年11月29日,アフリカのおはなし,ファミリープログラム,琵琶湖博物館,企画 ･実施.(サラフイナ･チャリティ

(海外研修生)と共同).

2004年3月,おひなさまをつくろう,カウンター事業,琵琶湖博物館,企画 ･実施.

他の博物館 ･機ノ野等主催行事

2003年11月24El,琵琶湖博物館子どもオドロキ発見隊,子どもの美術をサポートする会,一般団体プログラム,茸竃

湖博物館,企画 ･実施.

虜案対応

2004年2月25日,ディスカバ リールーム案内,沖縄平和記念資料館.

2004年3月9日,視察対応,ボストン子ども博物館.

メディ7への好力

2004年 1月7日,毎日新聞,(2004年1月6日取材対応).

2004年 1月22日,京都新聞,(2004年1月18日取材対応).

【展示活動】

彦冨).#博物館の房動

2003年度,ディスカバリールーム,維持管理 ･運営.

2003年10月～12月,ディスカバリールーム,｢秋の七草｣,企画 ･展示.
2003年12月,ディスカバリールーム,｢世界の子どもたち､フィンランド｣,企画 ･展示更折
2004年 1月～2月,ディスカバ リールーム,｢冬の虫のすごしかた｣,企画 ･展示.
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中井 大介 NAKAl,Daisuke

嘱託員 事業部資料担当

印刷物

【一般向け著作】

中井大介 ･布谷知夫 ･村瀬忠義 (2004)植物標本村瀬忠義植物標本目録 琵琶湖博物館資料目録 :304p.

草加伸吾 ･中井大介 ･村瀬忠義 ･芦谷美奈子 ･布谷知夫 (2004)ギャラリー展示 第2回博物館資料展 ｢滋賀の植物

標本･写真展一村瀬忠義植物コレクションー｣リーフレット:7.

大塚泰介 ･中井大介 (2003)琵琶湖の珪藻-その驚くべき多様性-.うみんと127:5-6.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表】

中井大介 ･大塚泰介 (2003年5月18日)赤野井湾で採集した琵琶湖新産珪藻.日本珪藻学会第24回大会,大阪医科大学,

大阪府高槻市,[口頭発表].

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館専門研究 ｢付着藻類の群集構造に影響を及ぼす環境要因の実験的検証｣,共同研究者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢珪藻電子図鑑の増補改良｣(研究代表者 :大塚泰介),共同研究者.

博物館事業に関する事業

【交流 ･サービス事業】

苦言励博物虎の主催行事

2003年5月17･31日,博物館収蔵庫探検,琵琶湖博物館,講師.

2003年5月22日,博物館をみてみよう,展示解説,琵琶湖博物館,講師.

2003年7月27日,植物コース,夏休み自由研究講座一調べ方 ･集め方 ･標本のつくりかた-,琵琶湖博物館,協力.

2003年8月16日,植物の名前調べと草木染め,琵琶湖博物館,協九

2003年8月23･24日,琵琶湖博物館夏休み相談室,琵琶湖博物館,協力.

【資料整備活動】

彦冨潮博物虎の着動

植物さく葉標本の収集 ･整理 ･保管,維持管理.

小型煩蒸庫利用マニュアル,編集.

収蔵庫温湿度管理,24件.

特別収蔵庫環境調査,36件.

標本の殺虫処理 (凍結),8件

標本の殺虫処理 (煉蒸),6件.
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【展示活動】

彦冨励博物Gの房動

2003年4月22日～6月22日,ギャラリー展示 第 1回博物館資料展 ｢のぞいてみよう博物館の舞台裏｣,博物館企画展

示室,展示担当.

2004年 3月9日～4月4E],ヂIT,ラリー展示 第2回博物館資料展 ｢滋賀の植物標本･写真展一村瀬忠義植物コレクショ

ン-｣,博物館企画展示室,副担当.

【企画調整活動】

博物館実習,植物標本の製作 ･整理について,講師,2003年8月2日,琵琶湖博物館.
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松尾 知 MATSUO,Tomo

嘱託員 事業部展示担当

印刷物

【一般向けの著作】

松尾 知 ･亀田佳代子 (宿)(2004)｢館長対談｣動物は動かない?. うみんとt,30,琵琶湖博物館 :4-5.

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス事業】

芳書励博物虎の主催行事

2003年8月23日,

2003年10月26日,

2003年11月16日,

2003年8月8日,

2003年6月中旬,

2004年2月19日,

ぼくのおうちは?,外来生物展関連事業人形劇,琵琶湖博物館,(人形劇団にんたまと共同).

ぼくのおうちは?再演,外来生物展関連事業人形劇,琵琶湖博物館,(人形劇団にんたまと共同).

ぼくのおうちは?再演,外来生物展関連事業人形劇,琵琶湖博物館,(人形劇団にんたまと共同).

ディスカバリーボックス制作実習,博物館実習,指導,分担.

モーニングレクチャー ｢ディスカバリールームの交流について｣,分担.

館外研修,大阪府大型児童館ビックバン交流員館外研修.

凍棄対応

2003年9月28日,千葉県立中央博物館/教育普及課担当,博物館運営等案内.

2003年12月24日,群馬県立埋蔵文化材センター,博物館運営等案内.

メディ7への滋カ

2004年1月上旬,毎日新聞,(2003年12月25日取材対応).

【展示活動】

苦言潮博物虎の,%動

2003年4月1日～2004年3月31日,ディスカバリールーム運営,分担.

2003年夏～春,ディスカバリー･ルーム ｢石の下のいきもの･水の中のいきもの｣,補充用生物レプリカ製作,分担.

2003年冬,ディスカバリー･ルーム ｢生きもののつながり｣ リビング･ギア再製作,分担.

2003年春,ディスカバリールームカウンターにて,カイコの飼育展示,分担.

2003年梅雨,ディスカバリールームカウンターにて,カタツムリの飼育展示,分担.

2003年秋～春,ディスカバリールームカウンターにて,ヤモリの飼育展示,分担.

2004年3月,ディスカバリールームカウンターにて,ツクシの展示,分担.

2004年3月,ディスカバリールームカウンターにて,"おひなさまを折り紙でおってみよう"工作,分担.

2003年7月,ディスカバリールーム ｢音の部屋｣にて,"竹で出来た楽器"展示,分担.

2004年1月,ディスカバリールーム ｢音の部屋｣にて,"日本の楽器"展示,分担.

2004年1月,ディスカバリールーム,ディスカバリ-ボックス ｢漁師双六｣ リニューアル,主担当.
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山口 幸江 YAMAGUCHl,Yukie

嘱託員 事業部資料担当

博物館事業に関する業績

【交流 ･サービス活動】

雷富湖博物虎の主催行事

2003年 5月17日,収蔵庫探検,ギャラリー展示関連行事.

2003年5月22日,博物館をみてみよう,ギャラリー展の展示解説.

2003年5月31日,収蔵庫探検,ギャラリー展示関連行事.

2003年 7月27日,昆虫コース,夏休み自由研究講座､調べ方 ･集め方 ･標本のつくりかた.

2003年8月2日,動物標本整理について､昆虫観察 ･採集 ･標本作製,博物館実習.

【資料整備活動】

置冨潮博物虎の居動

昆虫乾燥標本資料の収集 ･整理 ･保管.

資料の受け入れ､採集 ･提供,138件.

昆虫資料の収集,327点.

昆虫乾燥標本の作製,甲虫1202点.

昆虫乾燥標本の作製,蝶 ･蛾177点.

C展示室展示用昆虫乾燥標本の作製,蛾152点.

バッタEl整理,150点.

動物収蔵庫の地図 ･標識の作製.

動物収蔵庫内の防虫点検 ･資料の保管.

収蔵施設の維持管理,虫害対策として生物環境調査 (トラップ)の実施,3件.

トラップマニュアル作成.

消耗品の維持管理.

昆虫乾燥標本の煉蒸,6件.

昆虫乾燥標本の凍結法の試行,3回.

【展示活動】

彦EJ･'#博物鹿■の展示着動

ギャラリー展示 ｢のぞいてみよう博物館の舞台裏｣.

C展示室 川の生き物を調べる 『ライトトラップ』の展示更新 ･維持管理.

C展示室 生き物コレクション 昆虫コーナー 『カマキリの成虫と卵のう』の展示更新.
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高橋 鉄美 TAKAHAS川,Tetsumi 魚類学 (水産学博士)

特別研究員 日本学術振興会特別研究員

印刷物

【学術論文】

高橋鉄美 ･中井克樹 ･亀田佳代子 (2003)歯骨による琵琶湖産オオクチバスおよびブルーギルの種判別と体長の推定.

日本水産学会諾,69 :643-645.

Takahashi,T.(2003)SystematicsofTanganyikancichlidflShes(Pisces:Perciformes).IchthyologicalResearch,

50:367-382.

Takahashi,T.andNakaya,K.(2003) AnewspeciesofCyphotilapia(Perciformes:Cichlidae)from Lake

Tanganyika,Africa.Copeia2003:824-832.

Takahashi,T.(2004)PhylogeneticanalysisofCyprichromini(Perciformes:Cichlidae)endemictoLake

TanganyikaandvalidationofthegenusParacyprichromis.IchthyologlCalResearch,51:114,

アンドリュー･ロシター著,高橋鉄美訳 (2003)研究最前線 ｢タンガニーカ湖におけるシクリッドの繁殖戦略｣. うみ

んど ,琵琶湖博物館,28:6.

研究活動に関する業績

【学会 ･研究会での発表など】

高橋鉄美 ･亀田佳代子 ･川村めぐみ･中井克樹 (2003年4月1-5日)披食者としての琵琶湖のオオクチバスとブルーギ

ル.平成15年度El本水産学会大会,日本水産学会,東京水産大学 (東京都).

高橋鉄美 ･仲谷一宏 (2003年5月24-25日)でelmatochromlStempOralis員住み型の形態的 ･遺伝的特徴. 日本動物分

類学会第39回大会,日本動物分頬学会,京都大学 (京都).

高橋鉄美 ･大塚泰介 (2003年5月24-25日)統計を用いた種同定システムの開発.日本動物分類学会第39回大会, 日本

動物分類学会,京都大学 (京都).

亀田佳代子 ･高橋鉄美 ･川村めぐみ (2003年7月5日)琵琶湖におけるカワウの捕食魚の季節変化.平成15年度日本水

産学会近畿支部前期支部例会シンポジウム,日本水産学会,近畿大学 (奈良).

高橋鉄美 (2003年8月31日)琵琶湖におけるカワウ胃内容物の季節変化.日本生態学会近畿地区会2003年度第2回例会,

日本生態学会,琵琶湖博物館 (草津).

Takahashi,T.(17-20September2003)Populationstructureofrockandshell-beddwellersbelonglngtO

TelmatochromlS.CichlidSymposlum 2003,Evolution,DiversificationandSpeciation,ShonanVillage

Center(Hayama,Kanagawa).

高橋鉄美 ･亀田佳代子 ･川村めぐみ ･中井克樹 (2003年10月10-13日)琵琶湖のカワウに捕食される魚類の季節変化.

第36回日本魚類学会年会,日本魚頬学会,京都大学 (京都).

【研究プロジェクト等への参加】

琵琶湖博物館共同研究｢｢カワウ問題｣解決に向けての生態学的アプローチ｣(研究代表者 :亀田佳代子),研究分担者
(2002年4月～).

科学研究費補助金 (特別研究員奨励費)｢アフリカ･タンガニイカ湖産カワスズメ科魚頬における適応放散メカニズム

の解明｣(2003年1月～).
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【学会等の役職 ･運営､論文の査読など】

日本動物分類学会第39回大会,座長,2003年5月.

日本魚類学会年会,座長,2003年10月.

IchthyologicalResearch誌査読,2003年,2件.

Copeia誌査読,2004年,1件.
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大原 健一 OHARA,Kenichi 魚類遺伝育種学 (農学博士)

特別研究員 日本学術振興会特別研究員

印刷物

【学術論文】

OharaKリT.Ariyoshi,E.SumidaandN.Taniguchi (2003)Clonal DiversityintheJapaneseSilverCrucian

Carp,Carassiuslangsdorfiiinferredfrom Geneticmarkers.Zoo10gicalScience,20:797-804.

OharaK.andN.Taniguchi (2003)Preliminarystudyongeneticdiversityevaluatedbyelevenmicrosatellite

makersinKuromejina,GirellaleoninaandMejina,G.punctata.FisheriesSc}'ence69:8611863.

TakahashiD-andK.Ohara.Geneticvariationsestimatedfrom PCRIRFLPanalysisonthefreshwatergoby

RhinogobiusinLakeBiwa.IchthyologicalResearch.(inpress).

OharaK.,D.TakahashiandM.Takagi.Isolationofmicrosatellitelociinthefreshwatergoby,Rhinogobius

sp.(Gobiidae).(inpress).
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総合研究 ･共同研究成果による印刷物

総合研究

Inuzuka,N.andTaknhashi,K.(2003)DiscriminationbetweenthegeneraPaleoloxodonandElephasandthe

independenttaxonomicalpositionofPaleoloxodon(Mammalia:Proboscidea). HomenajeaEmlliano

Aguirre,Paleontologla:12p.

牧野厚史 (2003)漁場占有利用権の行方 一戦前期琵琶湖岸村落における漁業組合の役割.第5回環境度研究会発表原

麓

Mitsunaga,Y.,Kawai,S.,Matsuda,M.andYamame,T.(2003)Habitatutilizationoflargemouthbass

aroundasetnet.AbstractsofthefifthconferenceonfleshtelemetryheldlnEurope.

宮本真二 (2004)フィールドからの環境史 一地理学の応答.日下雅義編 ｢地形環境と歴史景好 一自然と人6,77との地

理学IgJ,古今書院,東京 :7-21.

中島経夫 (2003)コイ科魚頬咽頭歯とその標本の作り方.大分地質学会誌,(9):43-52.

中島経夫 (2003)身近な環境を見つめて一琵琶湖博物館 ｢うおの会｣による魚類分布調査-,水雷境学会誌,27(3):

8-ll.

中島経夫 (2003)フナの先祖がすんでいた湖.美濃加茂盆地シンポジウム実行委員会編 I-#虎層群の古環境 中新世

の美虐加茂盆地 ･摩域の古屠場を探る｣(シンポジウム.瞥料裳),美濃加茂市民 ミュージアム,美濃加茂 :39-

40.

中島経夫 (2003)フナの先祖がすんでいた湖.美濃加茂市民 ミュージアム編 ｢美感加茂にサイやゾウがいたtjf みの

かもの大地と化石J,美濃加茂市民 ミュージアム,美濃加茂 :43-44.
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